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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

  (1)  本標準は、１９９３年３月の世界電気通信標準化会議（ＷＴＳＣ－９３）において承認されたＩ

ＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．９６１に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

  (1)  本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、下記項目についての記述を削除している。 

   (a)  ＡＰＰＥＮＤＩＸ Ｉ、Ⅱ、Ⅳ 

 本項目を削除した理由：ＡＰＰＥＮＤＩＸの内、ＡＰＰＥＮＤＩＸ ⅢのＴＣＭ方式を標準と

することとなったため。 

   (b)  1.4 節の「ＥＣＨ エコキャンセラ」の略語 

 本項目を削除した理由：ＴＣＭ方式を標準とすることとなったため。 

   (c)  1.3 節、８章で「ノーマル状態での給電」の記述 

 本項目を削除した理由：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０では制限給電のみを標準としているため。 

   (d)  ２章、８章で「中継器」の記述及び 8.7.2 節 

 本項目を削除した理由：ＴＣＭ方式では中継器の使用が現在なく、また将来、導入されること

もないと予想されるため。 

   (e)  ５章で「ＥＣＨ方式」の記述 

 本項目を削除した理由：ＴＣＭ方式を標準とすることとなったため。 

  (2)  本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、下記項目を追加している。 

   (a)  １０章 電気的特性および付属資料Ａ 

 本項目を追加した理由：ＤＳＵユーザ所有の早期かつ円滑な実施に資するため我が国において

既に広く適用されている技術の開示に基づき、ＴＴＣにおいて速やかに標準化することが極めて

重要となった。そのため、ＡＰＰＥＮＤＩＸの内ＡＰＰＥＮＤＩＸ Ⅲ及びＡＰＰＥＮＤＩＸ 

ⅢのＡＮＮＥＸ Ａに記載されるＴＣＭ方式を標準とすることとなったため。 

  (3)  本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対して、ＴＣＭ方式を標準化するにあたり、下記事項を修正・追

記している。 

 下記事項を修正・追記した理由：ＡＰＰＥＮＤＩＸ Ⅲを標準化するにあたり、規定表現が適切

でない事項及び未規定事項があるため。 

   (a)  8.6 節「ＬＴアスペクト」及び 8.7 節「ＮＴ１の電力要求条件」 

    ・網からＮＴ１への給電仕様を規定し、(タイプＡ)と表記した。 

・局給電動作(タイプＡ)とローカル給電動作／局給電動作切替の(タイプＢ)給電規定の併記をした。 

   (b)  図１０－３／ＪＴ－Ｇ９６１「フレーム・マルチフレームの様式とＣＬチャネルビット割付」

及び 10.8.3.2 (9)節「ループバック２タイプ表示ビット(ID1）」 

    ・ＣＬチャネルのＩＤ１ビットの定義を追記した。 

   (c)  図１０－７／ＪＴ－Ｇ９６１「スクランブリング」 

    ・スクランブリングパタンを追記した。 

   (d)  10.10.1 節 「起動に使用する信号」、表１０－１／ＪＴ－Ｇ９６１「ＬＴ－ＮＴ１方向の信号

のフレーム構成」及び表１０－２／ＪＴ－Ｇ９６１「ＮＴ１－ＬＴ方向の信号のフレーム構成」 

    ・ループバック２タイプに関連するＣＬチャネルのＩＤ１，ＡＰビットの使用法を追記した。 

   (e)  10.10.3 節 「起動手順の詳細」 

    ・拡張ループバック２の起動手順及びその関連手順を追記した。 

    ・ＮＴ１（タイプＢ）図１０－１７／ＪＴ－Ｇ９６１「加入者線路試験の起動」を追加した。 
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      ・起動手順に（タイプＢ）の動作を追記した。 

(f)  10.10.4 節 「ＮＴ１状態遷移表」    

    ・局給電動作のＮＴ１状態遷移表（表１０－４／ＪＴ－Ｇ９６１）に（タイプＡ）を追記し、Ｎ 

     Ｔ１（タイプＢ）の状態遷移表（表１０－８／ＪＴ－Ｇ９６１，表１０－８Ａ／ＪＴ－Ｇ９６     

     １，表１０－８Ｂ／ＪＴ－Ｇ９６１「状態遷移表 ＮＴ１（タイプＢ）」）を追加した。 

        ・表１０－５／ＪＴ－Ｇ９６１「状態遷移表ＬＴ」の事象欄のＳＩＧ２ｂにタイプＡ／タイプ B    

          の追記と、タイマ T１終了を追記した。 

   (g)   10.10.7 節 「ＮＴ１（タイプＢ）状態遷移表 記号の説明」 

    ・ＮＴ１(タイプＢ)の規定追加に伴い、本節を追加した。 

   (h)  10.13.4 節 「加入者線路試験時のＮＴ１入力インピーダンス」 

    ・試験時の規定として、10.13.4 節 加入者線路試験時のＮＴ１入力インピーダンスを追加した。 

  (4) 本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、専用線への適用に関して、以下の項目を追加・修正した。 

 本標準は、ユーザ・網インタフェースとしてＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０を提供するＩＳＤＮ基本

アクセスメタリック加入者線伝送方式を規定するものであるが、以下の規定を考慮すれば、ユー

ザ・網インタフェースとしてＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０－ａを提供する専用線基本アクセスメタ

リック加入者線伝送方式にも適用可能である。これは、ＩＳＤＮ基本アクセスメタリック加入者線

伝送方式の規定のサブセットが、専用線基本アクセスメタリック加入者線伝送方式の規定として用

いられることを考慮したものである。 

  〔専用線適用時の注意事項〕 

   (a)  1.1 節、図２－１／ＪＴ－Ｇ９６１、2.2 節、10.3 節、10.4.節、10.8.3.1 節の (3)、10.9 節、及び

10.10.1 節「Ｄチャネル」の記述適用の除外 

   (b)  図１０－１／ＪＴ－Ｇ９６１、図１０－２／ＪＴ－Ｇ９６１および図１０－３／ＪＴ－Ｇ９６

１の「Ｄチャネル」の記述適用の除外 

   (c)  図１０－３／ＪＴ－Ｇ９６１で、ＣＲＣチェック範囲はＤチャネル規定のタイムスロットもオ

リジナルデータとして扱うこと。 

   (d)  図１０－７／ＪＴ－Ｇ９６１で、スクランブリング範囲はＤチャネル規定のタイムスロットも

オリジナルデータとして扱うこと。 

   (e)  10.10 節で「常時起動以外の起動／停止」の記述適用の除外 

 10.10.1 節でＳＩＧ１及びユーザ側から起動時のＳＩＧ２、10.10.2 節でタイマＴ２及び表１０－

３／ＪＴ－Ｇ９６１でＦＥ１、ＦＥ２、ＦＥ５及びＦＥ６の適用を除外する。また、図１０－１

１／ＪＴ－Ｇ９６１のユーザ側からの起動、図１０－１２／ＪＴ－Ｇ９６１の網側からの停止、

図１０－１３／ＪＴ－Ｇ９６１から図１０－１６／ＪＴ－Ｇ９６１の適用を除外する。さらに、

ＮＴ１の状態遷移表として表１０－４／ＪＴ－Ｇ９６１の代わりに表１０－６／ＪＴ－Ｇ９６１

を、表１０－８／ＪＴ－Ｇ９６１の代わりに表１０－９／ＪＴ－Ｇ９６１を、表１０－８Ａ／Ｊ

Ｔ－Ｇ９６１の代わりに表１０－９Ａ／ＪＴ－Ｇ９６１を、ＬＴの状態遷移表として表１０－５

／ＪＴ－Ｇ９６１の代わりに表１０－７／ＪＴ－Ｇ９６１を適用する。 

  (5)  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．９６１からの構成上の変更 

   (a)  ＡＰＰＥＮＤＩＸの内、Ⅲを１０章に記載し、その他のＡＰＰＥＮＤＩＸは削除した。 
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３．改版の履歴 

 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 １９９０年１１月２８日 制  定 

第２版 １９９３年１１月２６日 改  定 

第 2.1 版 

 

１９９４年１１月２４日 

 

SIG10 NT1 から LT ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 2 動作信号にｵﾌﾟｼｮﾝ 

記述を追加、及び図 10－16 の誤記訂正 

第３版 １９９７年 ４月２３日 妨害波規定は、別途規定のため本標準より削除 

第３.1 版 １９９７年 ７月２２日 図 10-3/JT-G961、及び図 10-16/JT-G961 の誤記訂正 

第 4 版 １９９９年 １１月２５日 改  定  ローカルライン上の DC 給電電力を使 

         用しない NT1 の規定を追記 

第 5 版 ２００１年 ４月１９日 改  定   ﾛｰｶﾙ給電動作の NT1(ﾀｲﾌﾟＢ)についての   

         LPM(ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰﾓｼﾞｭｰﾙ)規定を一部変更 

第 5.1 版 ２００１年 ９月 ５日 表１０－８、表１０－９の誤記訂正 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

５．その他  

  (1)  以下の項目は本標準の継続検討課題である。 

   (a)  インパルス雑音耐力測定用の雑音源の特性（4.2.3.2 節） 

   (b)  ダイナミックレンジ測定用データシーケンス仕様（4.2.4.1 節） 

   (c)  ブリッジタップによるエコーに対する耐力測定用データシーケンス仕様（4.2.4.2 節） 

   (d)  同一システム間漏話測定用データシーケンス仕様（4.2.4.3 節） 

   (e)  インパルス雑音（4.2.4.4 節） 

   (f)  電力線から誘導される縦電圧（4.2.4.5 節） 

   (g)  ＣＬチャネルへの要求条件（7.2.2 節） 

   (h)  運用および保守リンクの転送モード（7.3 節） 

   (i)  最小ウェット電流値（8.5 節） 

  (2)  参照している勧告・標準等 

ＴＴＣ標準 ：ＪＴ－Ｉ４１１、ＪＴ－Ｇ９６０、ＪＴ－Ｉ４３０ 

ＩＴＵ－Ｔ勧告：Ｇ．９６１、Ｉ．６０３、Ｋ．１２、Ｋ．２０、Ｋ．２１、 

Ｉ．１１２、Ｉ．４１２、Ｇ．７０１、Ｋ．２３ 

ＩＥＣ規格 ：７２１－３、９５０、１０５、４４９ 

その他 ：第２．１版まで本標準の付録（標準の対象外）に記述されていた妨害波規定は、 

  第３版において削除した。妨害波規定についてはＴＴＣ標準を別途制定するの 

        で参照されたい。 
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６．標準作成部門 

 第二部門委員会 第一専門委員会 
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１．概 要 

1.1 範 囲 

 本標準は、ＩＳＤＮ基本アクセスのためのディジタルセクションの要素となるＮＴ１の網側のディジタ

ル伝送システムの特性とパラメータを取り扱う。 

 ＮＴ１の網側のディジタル伝送システムの特性の詳細は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１のＩＳＤＮユー

ザ・網インタフェースの参照構成に定義された参照点には対応していない。 

 本システムは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１に定義された２つのＢチャネルと１つのＤチャネルの 

 －全２重 

 －ビット列に依存しない 

 伝送と、運用保守に関するＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６０３に定義されるアクセスディジタルセクションの追

加機能をサポートしている。 

 本標準で使用される用語は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０１及び付録Ⅱに記載

されている。 

 

1.2 定 義 

 図１－１／ＪＴ－Ｇ９６１は、アクセスディジタルセクションに関するディジタル伝送システムの範囲

を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注 本標準では、ディジタル伝送システムはメタリックラインを使用している回線システムを参照する。 

 

図１－１／ＪＴ－Ｇ９６１ アクセスディジタルセクションと伝送システムの範囲 

         (ITU-T G.961) 

 

 

 アクセスディジタルセクションの概念は、網が必要とする機能的、手順的表現と定義を提供するために

使用される。参照点ＴとＶ１ は一致しないこと、そしてその結果アクセスディジタルセクションは対称的

でないということに注意する必要がある。 

 ディジタル伝送システムの概念は、アクセスディジタルセクションのサポートのために、特定の媒体を

使用する装置の特性を記述するために用いられる。 

 尚、本標準では NT1 及び LT にタイプＡ、タイプＢの 2 種類を定義し、その呼称を以下の通りとする。

ただし、本標準で単にＮＴ１、ＬＴと記述している部分はタイプＡ、タイプＢ双方を指す。 

 

ディジタル伝送システム 
 

（注） 

アクセスディジタルセクション 

TE NT1 ET LT 

T V１ 

参照点 参照点 
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NT1（ﾀｲﾌﾟ A） 

 

表 10-4 または表 10-6 に従う NT1 であり、ローカルライン上のＤＣ給電電力を利用し動作する NT1 であ

る。SIG3 受信時、SIG2a を送信する。 

 

NT1（ﾀｲﾌﾟ B） 

 

表 10-8/JT-G961、表 10-8A/JT-G961、表 10-8B/JT-G961 または表 10-9/JT-G961、表 10-9A/JT-G961 に従う

NT1 であり、ローカルライン上のＤＣ給電電力を利用せず商用電源または蓄電池を利用する NT1 である。

SIG3 受信時、SIG2a、SIG2b のいずれかを送信する。 

 

LT（ﾀｲﾌﾟ A） 

 

 表 10-5 または表 10-7 の LT(ﾀｲﾌﾟ A)の欄の動作に従う LT である。FE1 を受信していない状態で SIG2b 受

信したとき SIG1 送信する。 

 

LT（ﾀｲﾌﾟ B） 

 

 表 10-5 または表 10-7 の LT(ﾀｲﾌﾟ B)の欄の動作に従う LT である。SIG3 送信中に FE1 を受信 

していない状態で SIG2b 受信しても SIG3 送信を継続する。 

 

1.3 目 的 

 市内交換と顧客の間のアクセスディジタルセクションは、網にＩＳＤＮを導入することに好結果をもた

らすための１つの基本要素であることを考えると、仕様に関する下記の要求を考慮する必要がある。 

 －ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６０で明記されたエラーパフォーマンスに適合すること。 

 －オープンワイヤを除いて、既存の２線無装荷ラインに適用すること。 

 －目標は、ペア線の選択、ケーブルの置き換えあるいは多くの網に存在するブリッジタップ（ＢＴ）の

撤去を行わずに、ケーブルを１００％利用できるＩＳＤＮ基本アクセスを提供すること。 

 －目標は、中継器なしに多数の顧客にサービスを提供するＩＳＤＮ基本アクセスへ拡張できること。残

存している少数の場合においては特別の配置が必要となるかも知れない。 

 －既存サービスの大部分をしめる電話及び音声帯域のデータ伝送と同一ケーブルユニット内での共存が

できること。 

 －ＥＭＩ関連の種々の国内規定を考慮すること。 

 －基本アクセスを経由してＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に従う給電は、網から提供される。 

 －保守機能をサポートする能力が提供される。 

 

1.4 略 語 

 いくつかの略語が本標準で使用される。それらのうちいくつかは、ＩＳＤＮ参照構成と共通的に使用さ

れるが、それ以外は本標準で独自に用いられる。本標準独自のものを以下に示す。 

 

・ＢＥＲ   ビットエラー率        

・ＢＴ    ブリッジタップ        

・ＣＬ    ディジタル伝送システムの制御チャネル   
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・ＤＬＬ   ディジタルローカルライン 

・ＤＴＳ   ディジタル伝送システム 

・ＥＭＩ   電磁波妨害 

・ＮＥＸＴ  近端漏話 

・ＰＳＬ   電力和損失 

・ＴＣＭ   時分割方向制御 

・ＵＩ    単位間隔 
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２．機 能 

 図２－１／ＪＴ－Ｇ９６１は、市内メタリック回線におけるディジタル伝送システムの機能を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１／ＪＴ－Ｇ９６１ ディジタル伝送システムの機能 

              (ITU-T G.961) 

 

 

2.1 Ｂチャネル 

 本機能は、各伝送方向に対し（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１で定義された）Ｂチャネルとして使用する２

つの独立した６４kbit/s チャネルを提供する。 

 

2.2 Ｄチャネル 

 本機能は、各伝送方向に対し（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１で定義された）１６kbit/s の１つのＤチャネル

を提供する。 

 

2.3 ビットタイミング 

 本機能は、受信装置がビットストリーム集合から情報を再生可能となるようにビット（信号要素）タイ

ミングを提供する。ＮＴ１からＬＴ方向へのビットタイミングはＮＴ１がＬＴから受信したクロックより

得られる。 

 

2.4 オクテットタイミング 

 本機能は、Ｂチャネルの８kHz オクテットを提供する。それはフレーム同期から得られる。 

 

2.5 フレーム同期 

 本機能は、ＮＴ１とＬＴにおいて、時分割多重されたチャネルの再生を可能とする。 

 

  
２Ｂチャネル 

 
 

Ｄチャネル 
 
 

ビットタイミング 
 
 

オクテットタイミング 
 
 

フレーム同期 
 
 

起動 
 
 

停止 
 
 

給電 
 
 

運用保守 

NT1 LT 
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2.6 ＬＴまたはＮＴ１からの起動 

 本機能は、ＬＴとＮＴ１間のディジタル伝送システム（ＤＴＳ）をノーマル運用状態へ復帰させる。本

機能を実行するために必要な手順は、本標準の６章で記述される。 

 ＬＴからの起動は、ＤＴＳのみか、またはＤＴＳに宅内機器を加えたものに行える。宅内機器が接続さ

れていない場合は、ＤＴＳは常時、起動状態を維持することが可能である。 

 

 注  ＮＴ１の運用保守と起動／停止手順に要求される機能は、２Ｂ＋Ｄチャネルと同時に伝送される付

加的な伝送容量を用いて伝送される。この伝送容量はＣＬチャネルと名付けられる。 

 

2.7 停 止 

 本機能は、低消費電力モードにすること、あるいは他システムへのシステム間漏話を減少させることを

ＮＴ１において可能とするために記述されている。手順と情報交換は、本標準の６章で記述されている。

停止はＥＴ（回線接続）によってのみ実行される。2.6 節の（注）参照。 

 

2.8 給 電 

 この付加機能は、ＮＴ１の遠隔給電に対し規定する。ウェット電流の規定は、本標準の 8.5 節に記述され

る。 

 

 注 ユーザ・網インタフェースに対する給電電力についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０で規定されてい

る。 

 

2.9 運用保守 

 この機能は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６０３で記述された推奨される動作及び情報を提供する。 

 ・下記に機能分類を示す。 

 －保守コマンド（例えば、ＮＴ１のループバック制御） 

 －保守情報（例えば、回線エラー） 

 －障害状態表示 

 －ＮＴ１の給電に関する情報 

 2.6 節の（注）参照 

 

３．伝送媒体 

3.1 解 説 

 ディジタル伝送システムが動作することを求められる伝送媒体は、加入者線網である。 

 加入者線網は、顧客にサービスを提供するためにペアケーブルを使用する。 

 加入者線網では、顧客は市内回線を経由して市内交換機に接続される。 

 市内メタリック回線は、ＬＴとＮＴ１間のＩＳＤＮ基本アクセスを提供する同時双方向ディジタル伝送

を可能にすることが求められる。 

 ＩＳＤＮ基本アクセス設備の簡易化のために、特殊な調整の必要なしに大部分の市内メタリック回線で

満足する動作が可能でなければならない。最小ＩＳＤＮ要求を満足することによって、市内メタリック回

線を最大限に普及させることができる。 

 以下において、ディジタルローカルライン（ＤＬＬ）という用語は、最小のＩＳＤＮ要求を満たす市内

メタリック回線を記述するために使用される。 
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3.2 最小ＩＳＤＮ要求 

  (a)  装荷コイルがないこと 

  (b)  オープンワイヤでないこと 

  (c)  ＢＴが存在する場合は、いくつかの制限が加えられこともある。典型的で許容可能なＢＴ形態

は、4.2.1 節で検討される。 

 

3.3 ＤＬＬ物理的特性 

 最小ＩＳＤＮ要求を満足することに加えて、ＤＬＬは接続された１つまたはそれ以上のツイストペア区

間から典型的に構成されている。代表的な加入者線網では、それらのツイストペア区間は、図３－１／Ｊ

Ｔ－Ｇ９６１で記述しているような種々のタイプのケーブルで存在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          図３－１／ＪＴ－Ｇ９６１ ＤＬＬ物理モデル 

             (ITU-T G.961) 

 

ＮＴ１ 

局内ケーブル 

主ケーブル 配線ケーブル 構内ｹｰﾌﾞﾙ 
ＬＴ 

クロスコネクトポイント クロスコネクトポイント 本配線盤 
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3.4 ＤＬＬ電気的特性 

3.4.1 挿入損失 

 ＤＬＬは、周波数特性に対する非線形損失を持つであろう。独自の規格の混在するいかなるＤＬＬにお

いて、ＢＴがなく、また８０kHz における挿入損失をＸdB としたとき、周波数に対するその挿入損失の典

型的なふるまいは、図３－２／ＪＴ－Ｇ９６１に描かれている。 

 

 

           

 

 

盛
目

ア
ニ 

リ 
            

失
損  

Ｌ
Ｌ

Ｄ 

（ 
 

） 
図３-２／ＪＴ－Ｇ９６１ ＢＴがない場合の典型的な挿入損失特性 

 (ITU-T G.961) 

注：Ｘの最大値は、８０kHzで３７dBから５０dBの範囲にわたっている。最小値は、“０” 
  に近づくことができる。 

周波数 （対数目盛） 
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3.4.2 群遅延 

周波数の作用によるＤＬＬの群遅延の値の典型的な範囲は、図３－３／ＪＴ－Ｇ９６１に図示されてい

る。 
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NOTE – The maximum value of one-way group delay (T) ranges from 30 to
60 microseconds at 80 kHz.

FIGURE  5/G.961

Typical group delay characteristic  
 

3.4.3 特性インピーダンス 

 異なるタイプのケーブルにおけるツイストペアの特性インピーダンスの実数部と虚数部の値の典型的な

範囲は、図３－４／ＪＴ－Ｇ９６１に示されている。 
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目
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Ｌ
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（ 

周波数 （対数目盛）  

注 １つの方向の群遅延（Ｔ）の最大値は、８０kHz において３０から６０μｓの範囲にある。 

 

図３－３／ＪＴ－Ｇ９６１ 典型的な群遅延特性 

（ITU-T G.961） 
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FIGURE  6/G.961

Typical ranges of values of real and imaginary parts
of characteristic impedance  

 

3.4.4 近端漏話（ＮＥＸＴ） 

 ＤＬＬは同一ケーブル内の他のペア線に対して有限の漏話結合損失を持つであろう。最悪条件の場合の

ＮＥＸＴの電力和損失（ＰＳＬ）は、８０kHz において４４dB から５７dB の間で変化する｡(4.2.2.節参

照） 

 ＤＬＬ損失とＰＳＬの範囲は，独立して詳細に述べられている。しかしながら、両範囲の全ポイントが

同時に満足されることは要求されない。結合したＤＬＬ損失／ＰＳＬの説明は、作用の結合する範囲を定

義するために図３－５／ＪＴ－Ｇ９６１に示す。 

部
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周波数 （対数目盛） 

図３－４／ＪＴ－Ｇ９６１ 特性インピーダンスの実数部と虚数部の値の代表的な範囲 
 (ITU-T G.961) 
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図３－５／ＪＴ－Ｇ９６１ 結合するＤＬＬ損失／ＰＳＬの作用範囲の説明 

          (ITU-T G.961) 

 

 

3.4.5 対地不平衡 

 ＤＬＬは、有限の対地平衡を有する。対地不平衡は縦電流減衰量によって記述される。最悪値を図３－

６／ＪＴ－Ｇ９６１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－６／ＪＴ－Ｇ９６１ 最悪の場合の周波数に対する縦電流減衰量 

           (ITU-T G.961) 

 

 

3.4.6 インパルス雑音 

 ＤＬＬには、同一のケーブルを共用する他のシステムおよび他の信号源からのインパルス雑音が存在す

る。 
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４．システム性能 

4.1 要求性能 

 伝送システムの性能は、これらの性能範囲を満足しなければならない。そのために、ディジタル伝アク

セスディジタルセクションにおいての性能の範囲は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６０の４章に明記されている。

ディジタル送システムは、次節で定義される性能に関する明確な試験をパスすることが要求される。 

 

4.2 性能測定 

 個々のディジタル伝送システムの性能測定には、以下の準備が必要である。 

  (a)  加入者線網の物理的、電気的特性を表すいくつかのＤＬＬモデルの定義。 

  (b)  同一ケーブル内における他のペア線との有限の漏話結合損失によって引き起こされる電気的環

境のシミュレーション。 

  (c)  インパルス雑音によって引き起こされる電気的環境のシミュレーション。 

  (d)  4.1 節で参照された性能範囲を満足されるであろうことを確認するための性能試験の仕様。 

 

4.2.1 ＤＬＬ物理モデル 

 ＩＳＤＮ基本アクセスを提供するディジタル伝送システムの性能を試験するため、個々の加入者線網に

おけるＤＬＬの代表的ないくつかのモデルが要求される。 

 各々のモデルにおける最大損失は、個々の網の要求を満足するために８０kHz において３７dB から５０

dB の間で任意に決められる。同様に、ＢＴの長さは，図４－１／ＪＴ－Ｇ９６１に定義された範囲内で任

意に決められる。 
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 注１ Ｘ値は、８０kHz において３７dB から５０dB まで変化する。 

 注２ 同等の規格を用いることができる。例えば 0.6mm は 0.652mm に置き換えることができる。 

 

図４－１／ＪＴ－Ｇ９６１  試験に対するＤＬＬ物理モデル 
             (ITU-T G.961) 

 

 

4.2.2 同一システム間漏話モデル 

4.2.2.1 同一システム間漏話の定義 

 一般に同一ケーブル内のペア線間、特に物理的に隣接しているペア線において有限の結合損失によって

漏話が生じる。 

 ペア線間の有限の結合損失は１つのＤＬＬ（妨害するＤＬＬ）に流れている信号が、隣接したＤＬＬ

（妨害されるＤＬＬ）に誘導される原因となるものである。この痕跡は、漏話雑音として知らされている。

近端漏話（ＮＥＸＴ）は，漏話の典型的なものとされている。 

 ケーブル内の互いに干渉するすべてのペア線が、同一ディジタル伝送システムを伝搬するとき、同一シ

ステム間ＮＥＸＴあるいは自己ＮＥＸＴが生じる。異なるディジタル伝送システムを伝送するペア線が互

いに干渉するとき、異種システム間ＮＥＸＴが生じる。異種システム間ＮＥＸＴの定義は、本標準の規定

範囲外である。 

 多数の妨害ＤＬＬから被妨害ＤＬＬに誘導される同一システム間ＮＥＸＴ雑音は、ＰＳＬとして知られ、

等価的に一つの妨害ＤＬＬによるものとして結合損失対周波数特性で表現される。加入者線網の最悪条件

のＰＳＬは，図４－２／ＪＴ－Ｇ９６１で定義されている。すべてのＤＬＬは、Ｒ０ Ωの固定抵抗で終端

されている。Ｒ０ の範囲は１１０Ωから１５０Ωとする。 

 

dB 0.0 
(a) 

x dB 
(b) 

0.4, 0.5 あるいは 0.6 mm 

0.25x 0.25x 0.25x 0.25x dB 
(c) 

0.5 0.6 0.4 0.4 mm 

0.05x 0.9x 0.05x dB 
(d) 

0.4 0.6 あるいは 0.8 0.4 mm 

BT2 BT1 BT3 
0.2x 0.4x 0.2x dB 

(e) 
0.4 0.4 0.4 mm 

BT1 = 0-0.5 km/0.4 mm 
BT2 = 0-0.5 km/0.4 mm 
BT3 = 0-0.5 km/0.4 mm 

BT4 

BT5 
BT1 BT2 BT3 

0.5x 0.1x 0.2x dB 
(f) 

0.6 0.5 0.4 mm 
BT1 = 0-0.15 km/0.5 mm  
BT3 = 0-0.5 km/0.5 mm  
BT5 = 0-0.15 km/0.5 mm  

BT2 = 0-0.3 km/0.5 mm 
BT4 = 0-0.3 km/0.5 mm 
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図４－２／ＪＴ－Ｇ９６１ 最悪条件の場合の電力和損失（ＰＳＬ） 

           (ITU-T G.961) 
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4.2.2.2 測定構成 

 同一システム間ＮＥＸＴ雑音のシミュレーションは、ディジタル伝送システムの性能試験に必要である。 

 妨害を受けるＤＬＬの受信装置に誘導される同一システム間雑音は、下記に依存する。 

  (a)  伝送されるディジタル信号の電力スペクトラム。 

 電力スペクトラムは、伝送路符号と送信フィルタとの相関的な要素である。 

  (b)  図４－２／ＪＴ－Ｇ９６１のＰＳＬ特性によるスペクトラム。 

 同一システム間漏話雑音の性能を試験するため、図４－３／ＪＴ－Ｇ９６１の測定構成を使用すること

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－３／ＪＴ－Ｇ９６１ 漏話雑音のシミュレーション試験 

             (ITU-T G.961) 

 

 

 図４－３／ＪＴ－Ｇ９６１の測定構成を以下に記述する。 

  (a) Ｂｏｘ１は、一定のスペクトル密度を持つ白色雑音の発生源である。スペクトラムは、１００Hz

から５００kHz の間はフラットで、それ以上の周波数では２０dB／decade 以上のロールオフ特性

を有する。 

  (b) Ｂｏｘ２は、可変抵抗器である。 

  (c) Ｂｏｘ３は、個々の伝送路符号と個々の送信フィルタに合っている電力スペクトラムを実現する

ためのフィルタである。 

  (d) Ｂｏｘ４は、図４－２／ＪＴ－Ｇ９６１のＰＳＬ特性に合っている電力スペクトラムを実現する

ためのフィルタである。 

  (e) Ｂｏｘ５は、その性能を妨害することなく、ＤＬＬに擬似的漏話雑音を誘導する雑音挿入回路で

ある。そのために、挿入回路は試験中のＤＬＬの特性インピーダンスの大きさに対して十分高い

インピーダンスでなければならない。 

    ０～１０００kHz の周波数範囲で４ｋΩ以上であることが規定されている。 

 図４－３／ＪＴ－Ｇ９６１のＢｏｘ３、４そして５は、概念である。個々の実現化により、それらを１

つの回路に結合することができるであろう。図４－３／ＪＴ－Ｇ９６１の測定構成は、次のステップによ

り調整される。 

  (a) Ｂｏｘ５の出力をＲ０ ／２Ωの抵抗で終端すること。また、１００Hz から５００kHz 以上の帯域

 ＮＴ１ 

 あるいは 

 LT 

 LT 

 あるいは 

 ＮＴ１ 

５ 

４ 

２ ３ １ 伝送路符号と送信ﾌｨﾙﾀ 

電力和損失 

雑音挿入回路 

試験中のＤＬＬ 

白色雑音 

発生源 

調整された 

ｱｯﾃﾈｰﾀ  
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幅において、抵抗の両端に発生する実効電圧（root-mean-square)を測定すること。 

    Ｒ０ ／２抵抗器で消費される電力は、試験中のＤＬＬの受信機に誘導された電力より３dB 高い。 

  (b) Ｒ０ ／２抵抗器を通し、測定された雑音スペクトラムの値は以下の範囲内であるべきである。 

    －理論上の最大値より０dB から１０dB 下がった範囲内の値に対して±１dB 

    －理論上の最大値より１０dB から２０dB 下がった範囲内の値に対して±３dB 

    測定する際に、分析する帯域は１０kHz 以下であることが規定されている。 

  (c) Ｒ０ ／２抵抗器を通った雑音電圧のピークファクタは、４以上である。これは、測定構成で使っ

ている回路のダイナミックレンジの条件をその都度決める。 

 指定された条件で調整された測定構成により、最悪条件のＰＳＬによる同一システム間漏話雑音は、性

能をモニタしている間、試験中のＤＬＬへ加えることができる。ポジティブあるいはネガティブな性能

マージンを決定するために、雑音レベルを増減することができる。 

 

4.2.3 インパルス雑音モデル 

4.2.3.1 インパルス雑音の定義 

 インパルス雑音のエネルギーは、短時間に集中して十分なレベルに達しランダムに現れる。その他の時

間では、インパルス雑音の影響は無視してもよい。 

  評価されるべき誘導雑音のパラメータはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｋ．２３に扱われている。 

 

4.2.3.2 測定構成 

 図４－４／ＪＴ－Ｇ９６１は、インパルス雑音を試験するための可能な構成を表している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－４／ＪＴ－Ｇ９６１ インパルス雑音のシミュレーションと試験 

           (ITU-T G.961) 

 

 

 図４－４／ＪＴ－Ｇ９６１にあるインパルス雑音の発生源は、継続検討中である。インパルス雑音信号

の２つの可能なクラスは、以下に記述されている。 

  －５－１０μＶ／√HZ でフラットなスペクトル密度のレベルと個々のシステムのナイキスト周波数の４

倍バンド幅をもつ白色雑音。雑音のピークファクタは、４以上でなければならない。 

 －図４－５／ＪＴ－Ｇ９６１に示してあるような固有の波形。

 ＮＴ１ 

 あるいは 

 LT 

 LT 

 あるいは 

 ＮＴ１ 

２ 

１ 

雑音挿入回路 

インパルス雑音発生源 

試験中のＤＬＬ 
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図４－５／ＪＴ－Ｇ９６１ インパルス雑音のシミュレーションに対する可能な波形 

        (ITU-T G.961) 

 

  注  いくつかの加入者線網において、漏話雑音の性能試験は、個々のディジタル伝送システムを評価す

るために十分考えられている。適切なＤＬＬの技術基準は、そのような場合に、インパルス雑音に

対して保護するために適用される。 

 

4.2.4 性能試験 

 ５つの試験は、本標準におけるモデル化された加入者線網での動作に対する総合的な性能を確認すべき

である。そのためには個々のディジタル伝送システムの総合的な性能を記述することが要求される。 

 

4.2.4.1 ダイナミックレンジ 

 ダイナミックレンジの性能は、広範囲にわたりレベルが多様に変化する受信信号で動作する個々のディ

ジタル伝送システムの能力を表す。図４－１／ＪＴ－Ｇ９６１にあるＤＬＬモデル (a)と (b)は、非常に低

い値（０dB）から非常に高い値（８０kHz で３７～５０dB）まで変化する損失を持っている。 

 図４－１／ＪＴ－Ｇ９６１にあるＤＬＬモデル (a)と (b)による試験において、どのＢチャネルをモニタ

している時でも、どの１５分間（仮に）の測定間隔であっても、誤りがないことが観測されなければなら

ない。 

 

 この測定で使用されるデータシーケンスの仕様は、継続検討中である。 

 

4.2.4.2 エコーに対する耐力 

 図４－１／ＪＴ－Ｇ９６１のＤＬＬモデル３から６は、ＢＴの存在もしくは線径の変化するところにお

ける、ディジタル伝送システムの性能を試験するために使われる。 

 個々のモデルにおいて、どのＢチャネルをモニタしている時でも、どの１５分間（仮に）の測定間隔で

あっても誤りがないことが観測されなければならない。 

 この測定で使用されるデータシーケンスの仕様は、継続検討中である。 

 

4.2.4.3 同一システム間漏話 

 図４－１／ＪＴ－Ｇ９６１の、それぞれのＤＬＬモデルに加えられる擬似的な漏話雑音により、4.2.2.2

節で記述された漏話の測定構成を使用して測定されたビットエラー率（ＢＥＲ）は（仮に）１０
－６

以下で

あること。 
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 A:ﾋﾟｰｸﾚﾍﾞﾙ, 仮に 100mV に設定 

T1:ﾊﾟﾙｽ幅, 仮に 3 ﾎﾞｰ周期に設定 

T2: 周期>>T1 

-A 

+A 

0 

時間 
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 ＢＥＲ測定がＢチャネルで行われるとき、少なくても１５分（仮に）の測定間隔が要求される。 

 それぞれのＤＬＬモデルにおける、性能マージンが決められる。最小のポジティブな性能マージンの定

義は、継続検討中である。これは、接続と環境の影響（例えば，温度変化）による付加的なＤＬＬ損失と

みなされるために要求される。 

 この測定で使用されるデータシーケンスの仕様は、継続検討中である。 

 

 注 バースト同期を備える時分割方向制御（ＴＣＭ）の伝送方式の本パフォーマンステストは要求され

ない。 

 

4.2.4.4 インパルス雑音 

 継続検討中である。 

 

4.2.4.5 電力線から誘導される縦電圧 

継続検討中である。 

 

５．伝送方式 

 伝送システムは２線式メタリック加入者伝送路上での双方向伝送手段を備える。双方向伝送は時分割方

向制御（ＴＣＭ）を用いて行うべきである。図５－１／ＪＴ－Ｇ９６１に示されるＴＣＭ方式すなわち、

“バーストモード”方式では、ＤＬＬでの伝送は時間的に分割される（バースト）。ビットのブロック

（バースト）は各々の方向へ交互に送出される。バーストは、ＴＣＭ送受信終端装置の入力および出力で

のビットストリームが速度Ｒで連続となるように、各々の送受信終端装置にあるバッファを経由する。伝

送路上でのビットレートは、伝送遅延と送信部／受信部の転換（図５－１／ＪＴ－Ｇ９６１のＳｎとＳｅ

の切替）を考慮するために必要なバーストとバーストの間の空時間を設けるために、２Ｒより大きいこと

が要求される。 

 ＴＣＭ方式の運用での最大許容損失は一般にノイズ環境に依存するが、センタ局からのバースト伝送を

同一ケーブルに収容されたシステム間で同期させる場合には、近端漏話雑音による影響はない。 

 ＴＣＭ方式でのこの特徴は、加入者網へのディジタル伝送システムの収容法に対する明確な計画性の上

に成り立つ。例えば、同一カッド内または隣接したカッド内に収容されるディジタル伝送システムの線路

損失の間に大きな違いを生じないことが必要である。また、同一ケーブル内のＴＣＭ方式の周波数スペク

トラムにおいて、他の伝送システムが影響を受けないよう、注意を払わなくてはならない。 
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図５－１／ＪＴ－Ｇ９６１ ＴＣＭ方式機能ダイヤグラム 

              (ITU-T G.961) 

 

 

６．起動／停止 

6.1 概 要 

 起動／停止手順の機能的能力はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６０に明記されている。伝送システムはＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｇ９６０に明記された要求に合致していなければならない。特に、伝送システムはその手順をサ

ポートするために要求されるＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６０で定義される信号を伝達できるものでなければな

らない。 

 

6.2 信号の物理的表現 

 ディジタル伝送システムで用いられる信号は、本標準の１０章に記述される。 

 

７．運用保守 

7.1 運用保守機能 

 ＩＳＤＮ基本アクセスにメタリック加入者伝送路を用いるディジタル伝送システムでの運用と保守機能

は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６０に定義されている。 

 

7.2 ＣＬチャネル 

7.2.1 ＣＬチャネル定義 

 このチャネルはＬＴとＮＴ１間の双方向にディジタル伝送システムによって伝達される。ディジタル伝

送システムやディジタルセクションの運用、保守および起動／停止に関する情報を転送するために用いら

れる。 

 たとえ、これらの機能のいくつかはオプションであったとしても、ＣＬチャネルは機能を果たすための

必要な情報を伝達する能力は備えるべきである。 

 

7.2.2 ＣＬチャネル要求条件 

 ＣＬチャネルは 10.8 節を参照する。 

 

7.3 運用および保守リンクの転送モード 

 今後の検討課題である。 

TX BUF 

RX BUF TX BUF 

RX BUF 

速度 R Se 

２線 DLL 

Sn 速度 R 

NT1 部 LT 部 

 TX:送信部 

 RX:受信部 

BUF:ﾊﾞｯﾌｧﾒﾓﾘ 
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８．給 電 

8.1 概 要 

 本節はＮＴ１への給電およびＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に従ったユーザ網インタフェースへの電力の供

給について取り扱うものである。 

 起動／停止手順が適用されるとき、ＮＴ１、およびＬＴでのパワーダウンモードが定義される。 

 

8.2 ＮＴ１への給電 

 ＮＴ１への給電は網からの遠隔給電を使用することができる。この場合においてもＮＴ１は、ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｉ４３０に従ってユーザ網インタフェースへ電力を供給しなければならない。 

 

8.3 給電および受電方式 

 ２つの給電と受電方式が可能であり、図８－１／ＪＴ－Ｇ９６１に示す。 

給電極性には、ノーマル極性およびリバース極性の両方がある。ノーマル極性は加入者線のＬ１線がＬ

２線に対して正電位となる極性であり、リバース極性はその逆極性である。ＮＴ１はリバース極性時に起

動し、ノーマル極性の時に停止する。起動／停止の詳細規定は１０章に述べられる。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   注 縦電流減衰量の条件を満足するならば、一つのコンデンサの使用で十分かもしれない。 

 

図８－１／ＪＴ－Ｇ９６１ 給電および受電方式 

               (ITU-T G.961) 

 

 

8.4 ＤＬＬ抵抗 

 このパラメータは個々の加入者網の特有の問題である。従って、本標準の範囲外である。最大値はＬＴ

の出力電圧、ＮＴ１の消費電力およびユーザ網インタフェースに対する給電構成に依存する。 

 

8.5 ウェット電流 

 ＮＴ１はパワーダウンモードの場合を含めて最小ウェット電流（その値は今後の検討課題である）を流

しておく直流終端を備えるべきである。 
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 ウェット電流は、またシーリング電流としても知られている。線路設備での接続点での酸化による伝送

劣化を防ぐために備えられている。 

 

8.6 ＬＴアスペクト 

 電圧電源形態による電流制限あるいは電流電源形態による電圧制限は必要である。その値については関

連するＩＥＣ規格や国内安全規則を適用する。 

 ＩＥＣ４４９によれば、改正事項１（１９７９年）でローカルラインの伝送システムで許容される最大

電圧はＤＣ１２０Ｖとされた。たとえ遠隔給電回路の故障の場合でもＬＴ出力点での電圧は、ＤＣ１２０

Ｖまたは国内安全規制に定義された制限より低くしなければならない。最大連続電流は６０mA より小さく

しなければならない。 

 急転電流の短時間の過負荷は許容してもよい（ＮＴ１内のＤＣ／ＤＣコンバータのコンデンサ充電状

態）。 

 本標準では、ＬＴの給電部として電圧制限付きの電流電源形態を採用し、ＬＴ出力点で定電流値は３９

mA±１０％、電圧制限値は最大６０Ｖ（公称値）とする。 

 

8.7 ＮＴ１の電力要求条件 

8.7.1 ＮＴ１（タイプＡ）の電力要求条件 

(a)  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に規定されたユーザ・網インタフェースを含む起動状態 

    ＮＴ１（タイプＡ）はリバース極性の３５．１mA（３９mA１０％）の電流を受電した場合、Ｎ

Ｔ１（タイプＡ）の加入者接続端子間の入力電圧は２８．５Ｖ以下でなければならない。ＮＴ１

（タイプＡ）はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に従い、ユーザ・網インタフェースへの電力を供給し

なければならない。 

  (b)  停止状態 

    受電電流はノーマル極性にて１８mA 以下でなければならない。ＮＴ１（タイプＡ）での入力電圧

は加入者線路抵抗に依存して異なる。この場合もＮＴ１（タイプＡ）はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３

０に従い、ユーザ・網インタフェースへの電力を供給しなければならない。 

 

8.7.2  ＮＴ１（タイプＢ）の電力要求条件 

(a-1)ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に規定されたユーザ・網インタフェースを含む起動状態 

（ＳＩＧ３受信、ＳＩＧ２ｂ送信中） 

  ＮＴ１（タイプＢ）は、リバース極性保持用抵抗（ＲＤｃｏｍ）を接続していない状態である。 

  受電電流はリバース極性にて６ｍＡ以下でなければならない。ＮＴ１（タイプＢ）での入力電圧は加 

  入者線路抵抗に依存して異なる。 

(a-2)ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に規定されたユーザ・網インタフェースを含む起動状態 

（ＳＩＧ３受信、ＳＩＧ２ａ送信中） 

  ＮＴ１（タイプＢ）は、リバース極性保持用抵抗（ＲＤｃｏｍ）を接続している状態である。 

  ＮＴ１（タイプＢ）はリバース極性の３５．１ｍＡ（３９ｍＡ－１０％）の電流を受電した場合、 

  ＮＴ１（タイプＢ）の加入者線接続端子間の入力電圧は１０Ｖ～１４Ｖでなければならない。 

 (b) 停止状態 

  受電電流はノーマル極性にて６ｍＡ以下でなければならない。ＮＴ１（タイプＢ）での入力電圧は加  

  入者線路抵抗に依存して異なる。 

 (c) 停電状態 

    本状態では 8.7.1 (a) (b)に従う。 
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8.8 過渡電流制限 

 ＮＴ１により網から引き出される電流の変化率は１ｍＡ／μｓを越えるべきではない。この制限は、起

動、停止中を含むすべての状態に適用しなければならない。 

 

９．環境条件 

9.1 気候条件 

 天候から保護されるあるいは天候から保護されない場所にあるＮＴ１およびＬＴ装置の運用に適切なク

ライマトグラムはＩＥＣ規格７２１－３で知ることができる。 

 

9.2 保 護 

9.2.1 絶 縁 

 ＮＴ１のそれぞれのポイント間の絶縁が必要である。 

 ・伝送路インタフェースと参照点Ｔとの間。 

 ・伝送路インタフェースあるいは参照点ＴとＡＣ商用電源との間（概ねＩＥＣガイド１０５とＩＥＣ規 

格９５０に規定されているが、試験要求条件は継続検討中である）。 

 ・伝送路インタフェースとＡＣ商用電源の保安用接地との間。 

 

9.2.2 過電圧保護 

 ＬＴについてＩＴＵ－Ｔ勧告Ｋ．１２、Ｋ．２０に従うこと。 

 ＮＴ１についてＩＴＵ－Ｔ勧告Ｋ．１２、Ｋ．２１に従うこと。 

 

9.3 電磁気的適合性 

9.3.1 ＬＴあるいはＮＴ１装置としての磁化率、輻射性および伝導性放射レベル 

 これは本標準の範囲外である。国内規則を考慮しなければならない。 

 

9.3.2 伝送路への出力電力制限 

高域周波数での伝送路の縦電流減衰量および国内規則に従った輻射制限により、出力電力は制限される

べきである。その特性値は本標準の範囲外である。         

 

10．電気的特性 

10.1 伝送路符号 

 伝送の双方向に対して伝送路符号はＡＭＩ(Alternate Mark Inversion)である。また、符号配列は、２進

「０」が伝送路信号のない状態として表され、一方２進「１」は，交互に正の、あるいは負のパルスに

よって表されるようになっている。 

  参照点Ｔ点インタフェースからの２進「１」「０」符号と、（参照点Ｖ１を通過する）網からの対応す

るビット例は、それぞれ２進「１」「０」符号として扱われなければならない。 

 ２進「１」と「０」は、以降それぞれ“１”、“０”で表現されるが、上記定義のＡＭＩ則では２進

「１」が適用される。 

 

10.2 符号速度 

 符号速度は 320kbaud である。 
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10.2.1 クロックに対する要求 

10.2.1.1 ＮＴ１のフリーランクロック精度 

 ＮＴ１のフリーランクロック精度は±５０ppm とする。 

 

10.2.1.2 ＮＴ１のクロック許容偏差 

 ＮＴ１はＬＴから±１０ppm のクロック精度を受け入れるとする。 

 

10.2.1.3 ＬＴのクロック許容偏差 

 ＬＴはＥＴから±１０ppm のクロック精度を受け入れるとする。 

 

10.3 フレーム構成 

 １つのフレームは３７７ビットで、１．１７８ｍｓ間隔以内である。フレームの繰り返し周期は２．５ｍ

ｓとする。 

 それぞれのフレームは、１つのフレームワード、（２Ｂ＋Ｄ）チャネル、ＣＬチャネル、と１つのパリ

ティビットを含んでおり、以下の図に示す通りである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐパリティビット： 

  Ｐビットは１つのフレームにおける２進“１”の数が偶数個となるように用いられる。従って、１つ

のフレームにおける２進“１”の数が奇数個のとき、Ｐビットには“１”が、偶数個のとき“０”が

セットされる。 

 

10.3.1 フレーム長 

 １フレーム中の（２Ｂ＋Ｄ）スロットの数は２０である。それぞれのスロットは１８ビットで構成され

る。 

 

10.3.2 ＬＴ－ＮＴ１方向のビット割り当て 

 図１０－１／ＪＴ－Ｇ９６１にビット割り当てが示されている。 

 図１０－３／ＪＴ－Ｇ９６１も参照のこと。 

 

10.3.3 ＮＴ１－ＬＴ方向のビット割り当て 

 図１０－２／ＪＴ－Ｇ９６１にビット割り当てが示されている。 

 図１０－３／ＪＴ－Ｇ９６１も参照のこと。 

 

10.4 フレームワード 

 フレームワードは２Ｂ＋Ｄ＋ＣＬチャネルに対してビット位置を割り当てるために用いられる。フレー

ム同期状態の下で、線路等化器の調整に用いてもかまわない。 

２．５ｍｓ 

１．１７８ｍｓ 

ﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞ CL ﾁｬﾈﾙ Ｐ 空き ﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞ 20 個の(2B+D)ｽﾛｯﾄ 
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10.4.1 ＬＴ－ＮＴ１方向のフレームワード 

 フレームワードのための符号は、“100000M0”である。Ｍはフレームごとに交互に“１”／“０”の値

をとる。 

 図１０－３／ＪＴ－Ｇ９６１も参照のこと。 

 

10.4.2 ＮＴ１－ＬＴ方向のフレームワード 

 フレームワードのための符号は、“1000000M”である。Ｍはフレームごとに交互に“１”／“０”の値

をとる。 

 図１０－３／ＪＴ－Ｇ９６１も参照のこと。 

 

10.5 フレーム同期手順 

 フレーム同期手順は次で定義される。図１０－４／ＪＴ－Ｇ９６１も参照のこと。 

  (a)  フレーム同期状態 

    フレーム同期外れ状態において、３回連続してフレームワードがフレームの同じ位置にあったな

らば、フレーム同期状態と見なされる。 

  (b)  フレーム同期外れ状態 

    フレーム同期状態において、フレームワードがフレーム位置にあるのを１２個のフレームについ

て確かめる前に６個のフレームに対するフレームワードが期待されるフレーム位置になければ、

フレーム同期外れ状態と見なされる。 
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図１０－１／ＪＴ－Ｇ９６１ ＬＴ－ＮＴ１方向のビット割り当て 

             (ITU-T G.961) 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

図１０－２／ＪＴ－Ｇ９６１ ＮＴ１－ＬＴ方向のビット割り当て 

             (ITU-T G.961) 

 

B 

B 

B 

注 XX=(17+18n) から (24+18n)  ; 但し,n=0～19. 
  YY= 25+18n                 ; 但し,n=0～19.     
  ZZ= (26+18n) から (33+18n)  ; 但し,n=0～19. 
  VV= 34+18n                 ; 但し,n=0～19. 

ﾋﾞｯﾄ   

 位置 

B2 ﾁｬﾈﾙ 

 

D ﾁｬﾈﾙ 

 

CRC 

ﾋﾞｯﾄ 

B1 ﾁｬﾈﾙ 

 

D ﾁｬﾈﾙ 

 

ﾏﾙﾁﾌﾚｰ

ﾑﾋﾞｯﾄ 

CL ﾁｬﾈﾙ 

ｺﾝﾄﾛｰﾙ

ﾋﾞｯﾄ   

 

機能 

 

ﾌﾚｰﾑ 

ﾜｰﾄﾞ 

ｺﾝﾄﾛｰﾙ

ﾋﾞｯﾄ 

14～16 

 

XX 

（注） 

9 

 

10 

 

11～13 1～8 

  

B 

B 

B 

ZZ 

（注） 

VV 

（注） 

YY 

（注） 

377 378～800 

ﾊﾟﾘﾃｨ 

ﾋﾞｯﾄ  

ｽﾍﾟｰｽ 

(信号なし) 

ﾋﾞｯﾄ   

 位置 

注  XX=(17+18n) から (24+18n)   ; 但し,n=0～19. 
  YY= 25+18n                 ; 但し,n=0～19. 
  ZZ= (26+18n) から (33+18n)  ; 但し,n=0～19. 
  VV= 34+18n                 ; 但し,n=0～19. 

B 

B 

B 

B2 ﾁｬﾈﾙ 

 

D ﾁｬﾈﾙ 

 

CRC 

ﾋﾞｯﾄ 

B1 ﾁｬﾈﾙ 

 

D ﾁｬﾈﾙ 

 

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ

ﾋﾞｯﾄ  

機能 

 

ﾌﾚｰﾑ 

ﾜｰﾄﾞ 

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮ

ﾝﾋﾞｯﾄ  

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮ

ﾝﾋﾞｯﾄ  

14～16 

 

XX 

（注） 

9 

 

10 

 

11～13 1～8 

  

B 

B 

B 

ZZ 

（注） 

VV 

（注） 

YY 

（注） 

CL ﾁｬﾈﾙ 

377 378～800 

ﾊﾟﾘﾃｨ 

ﾋﾞｯﾄ  

ｽﾍﾟｰｽ 

(信号なし) 
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10.6 マルチフレーム 

 となりあった複数のフレーム中でＣＬチャネルのビット割り当てができるようにするために、マルチフ

レーム構成が用いられる。マルチフレームの始まりはマルチフレームワードによって決定される。マルチ

フレーム中のフレーム総数は４である。 

 

10.6.1 ＬＴ－ＮＴ１方向に対するマルチフレームワード 

 マルチフレームは、フレーム同期状態の下で、４つの連続したフレームに割り当てられたマルチフレー

ムワードによって認識される。マルチフレームワードは、１フレームの第１０番目のビット位置のビット

によって定義される。（図１０－１／ＪＴ－Ｇ９６１、図１０－２／ＪＴ－Ｇ９６１を参照） 

 マルチフレームワードの符号は、図１０－３／ＪＴ－Ｇ９６１に示す様に、 

 

   ＭＦＷ ＝ “１０００”とする。 

 

 マルチフレームの同期手順を以下に定義する。図１０－３／ＪＴ－Ｇ９６１に示すビット割当を参照。 

フレーム同期状態の下で、１フレームの第１０番目のビット位置のビットが“１”の時マルチフレーム

ワードのＦ１ ビットと認識され、これがレジスタへのＣＬチャネルビットの保存のきっかけとなる。 

Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ ビット位置のビットが“０”として検出された時、レジスタ内のＣＬチャネルビットは有効

となる。さもなければ、それらは廃棄されアイドル状態にセットされる。 

 

10.6.2 ＮＴ１－ＬＴ方向に対するマルチフレームワード 

 10.6.1 参照。 

 

10.7 ＬＴ－ＮＴ１およびＮＴ１－ＬＴのフレーム間のフレームオフセット 

 ＮＴ１は、ＬＴ－ＮＴ１方向の受信フレームにフレームを同期させねばならず、オフセットを伴ってフ

レームを送出する。ＮＴ１入力／出力での相対的なフレーム位置は次のとおりである。ＮＴ１－ＬＴ方向

に送信される各フレームの最初のビットは、ＬＴから受信したフレームの最初のビットに対して、３８３

ないし３８４ビットだけ遅れているとする。 

 

   この関係を図１０－５／ＪＴ－Ｇ９６１に示す。 

 

 ＬＴは１フレームを２．５ｍｓバースト周期内で送らなければならない。ＬＴ－ＮＴ１方向に送信され

る次のフレームの先頭ビットは、ＬＴ－ＮＴ方向に送信中のフレームの先頭ビットから８００ビットの間

遅れなければならない。 

 10.12.2 節で定義されるＮＴ１送信用ローパスフィルタは、出力パルス信号遅れの原因となるかもしれな

い。１ビットの１／４までのさらなる遅れが、図１０－５／ＪＴ－Ｇ９６１に定義のＮＴ１入出力相対フ

レーム位置に対して許される。 

 

10.8 ＣＬチャネル 

10.8.1 ビットレート 

 ＣＬチャネルに対するビットレートは 3.2kbit/s である。 
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10.8.2 構 成 

  (a)  ＣＬチャネルを使用するため、３２ビット（3.2kbit/s）がマルチフレームに割り当てられる。 

  (b)  ４ビット（0.4kbit/s）がマルチフレームビットとして割り当てられる。 

  (c) １６ビット（1.6kbit/s）が、ＬＴ－ＮＴ１方向では図１０－３／ＪＴ－Ｇ９６１に示す様に運用、

保守、その他の機能、予備として割りあてられる。 

  (d)  １２ビット（1.2kbit/s）がＣＲＣ機能として割り当てられる。 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

 

図１０－３／ＪＴ－Ｇ９６１ フレーム・マルチフレームの構成とＣＬチャネルビット割付 (ITU-T G.961) 

H1,H2,H3 ：ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 2 試験指令ﾋﾞｯﾄ 
            “H1,H2,H3”=“1,1,1”;ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 2 試験指令 
            “H1,H2,H3”=“1,0,0”;ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 2 (B1 ﾁｬﾈﾙ) 試験指令(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 
             “H1,H2,H3”=“0,1,0”;ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 2 (B2 ﾁｬﾈﾙ) 試験指令(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 
C1,C2    ：ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ C 試験指令ﾋﾞｯﾄ(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 
            “C1,C2”=“1,0”;ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ C (B1 ﾁｬﾈﾙ)試験指令(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 
            “C1,C2”=“0,1”;ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ C (B2 ﾁｬﾈﾙ)試験指令(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 
ＡＰ             ：信号装置ﾚﾃﾞｨ 表示ﾋﾞｯﾄ 
            “1”;活性許可 
Ｓ     ：予備ﾋﾞｯﾄ 
k1～k12   ：CRC-12 ﾁｪｯｸﾋﾞｯﾄ 
ＡＩ    ：Ｔ点ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 起動表示ﾋﾞｯﾄ 
            “1”;INFO3 受信状態 
T1,T2,T3 ：ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 2 動作中表示ﾋﾞｯﾄ 
            “T1,T2,T3”=“1,1,1”;ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 2 動作中 
            “T1,T2,T3”=“1,0,0”;ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 2 (B1 ﾁｬﾈﾙ)動作中(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  
            “T1,T2,T3”=“0,1,0”;ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 2 (B2 ﾁｬﾈﾙ)動作中(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  
TC1,TC2 ：ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ C 動作中表示ﾋﾞｯﾄ(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

          “TC1,TC2”=“1,0”;ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ C (B1 ﾁｬﾈﾙ) 動作中(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  
            “TC1,TC2”=“0,1”;ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ C (B2 ﾁｬﾈﾙ) 動作中(ｵﾌﾟｼｮﾝ)  
ＦＥＢＥ  ：CRC ﾁｪｯｸ結果表示ﾋﾞｯﾄ  
            “1”;ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ ｴﾗｰ 
Q1～Q4   ：Ｔ点ｲﾝﾀﾌｪｰｽ用予備ﾋﾞｯﾄ(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 
ID1        ：ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 2 ﾀｲプ表示ﾋﾞｯﾄ, ID2：予約ﾋﾞｯﾄ  
**      ：専用線の時にも、D ﾁｬﾈﾙ相当のﾀｲﾑｽﾛｯﾄもｵﾘｼﾞﾅﾙﾃﾞｰﾀとして扱う 

OFS  F１ AR   DR  AP   k1  k2  k3 

OFS  F２ H1   H2   H3   k4  k5  k6 

OFS  F３ AR   DR  AP   k7  k8  k9 

OFS  F４ C1   C2   S    k10  k11 k12 

 B1  B1  B1  B1  B1  B1  B1  B1  D  B2  B2  B2  B2  B2  B2  B2  B2  D 

 1   2   3   4   5   6   7   8   1   2   3   4   5   6   7   8  

  AI  F１  Q1   Q2   ID1   k1   k2  k3 

  AI  F２  T1   T2   T3      k4   k5  k6 

  AI  F３  Q3   Q4  ID2     k7  k8  k9 

  AI  F４ TC1  TC2   FEBE  k10  k11  k12 

Ｍ              ：ﾊﾞｰｽﾄﾌﾚｰﾑ毎に“0”,“1” 交番 
ＯＦＳ         ：ＬＴﾌﾚｰﾑ同期確立表示ﾋﾞｯﾄ  

 “1”;ﾌﾚｰﾑ同期状態 
 “0”;ﾌﾚｰﾑ同期外れ状態 

“F１,F２,F３,F４”     ：ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞ “1,0,0,0”  
ＡＲ          ：Ｔ点ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 起動指令ﾋﾞｯﾄ 

 “1”;起動指令 
ＤＲ          ：Ｔ点ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 停止指令ﾋﾞｯﾄ  

 “1”;停止指令 

1 ﾊﾞｰｽﾄﾌﾚｰﾑ (377 ﾋﾞｯﾄ 1.178ms) 

20 ｽﾛｯﾄ (360 ﾋﾞｯﾄ) 2B+D ﾁｬﾈﾙ 

(ｽｸﾗﾝﾌﾞﾙと CRC ﾁｪｯｸの対象 **) 18 ﾋﾞｯﾄ 8 ﾋﾞｯﾄ 8 ﾋﾞｯﾄ 

ﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞ CL ﾁｬﾈﾙ ｽﾛｯﾄ No.1 ｽﾛｯﾄ No.2 ｽﾛｯﾄ No.3 ｽﾛｯﾄ No.19 ｽﾛｯﾄ No.20 P 

ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ (1 ﾋﾞｯﾄ) 

ＬＴ→ＮＴ１   100000M0 

ＮＴ１→ＬＴ   1000000M 
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10.8.3 プロトコルと手続き 

 以下に詳述するＣＬチャネルの機能は、図１０－３／ＪＴ－Ｇ９６１で定義のマルチフレームのビット

配列に基づいている。 

 

10.8.3.1  エラー監視機能 

  (1)  ＣＲＣ（Cyclic Redundancy check) 

    ＣＲＣビットはマルチフレームのｋ１からｋ１２である。ＣＲＣは、マルチフレーム内で該当す

るビットから生成され、送信側でビットストリームに挿入されるエラー検出符号である。受信側で

同じビットから計算されたＣＲＣは、受信ビットストリーム内のＣＲＣ値と比較される。もし２つ

のＣＲＣが違えば、ＣＲＣの該当範囲のマルチフレームビット内で、少なくとも１つのエラーがお

きたことを示す。 

 

  (2)  ＣＲＣ計算方法 

    ＣＲＣ符号の生成多項式は 

 

     Ｇ（Ｘ）＝Ｘ
１２

（＋）Ｘ
６ 

（＋）Ｘ
４ 

（＋）Ｘ（＋）１ 

                       （＋）はモジュロ２加算である。 

 

   マルチフレームのＣＲＣ符号を生成する一つの方法を図１０－６／ＪＴ－Ｇ９６１に図示する。マ

ルチフレームの最初で、全てのレジスタセルは“０”に初期化される。その後、ＣＲＣによってカ

バーされるマルチフレームビットは、左から生成器に取り込まれる。 

  ＣＲＣでカバーされないビット（ＦＷ，ＭＦＷ，ＣＬチャネル、パリティビット）の間、ＣＲＣレジ

スタの状態は凍結させ、どのようなステージが起きても状態を変更しない。ＣＲＣでカバーされる最

後のマルチフレームビットが生成器に取り込まれた後、１２個のレジスタセルにはこのマルチフレー

ムのＣＲＣ符号が入る。 

  このポイントと次のマルチフレームの始まりの間に、レジスタセルは次のマルチフレームのＣＲＣ

フィールドに送信のため格納される。 

 

   注 マルチフレームビット k１はレジスタセル１２に、マルチフレームビット k２は、レジスタセル

１１、以下同様、……に対応 

 

   注 Ｔ点インタフェースからの２進「１」「０」符号と、これに対応するＶ１インタフェースを通過

するビットは、ＣＲＣ計算のために、それぞれ２進「１」「０」符号として扱われなければな

らない。 

 

  (3)  ＣＲＣの範囲 

    ＣＲＣビットはスクランブル前の（２Ｂ＋Ｄ）チャネルから計算する。 

 

10.8.3.2  他のＣＬチャネル機能 

 いくつかの運用保守機能が、図１０－３／ＪＴ－Ｇ９６１に示すマルチフレームのＣＬチャネルビット

によって扱われる。これらのビットは、１０．１０．１節で定義のＬＴ－ＮＴ１方向のＳＩＧ６、ＳＩＧ

７、ＳＩＧ９、ＳＩＧ１５、ＮＴ１－ＬＴ方向のＳＩＧ８、ＳＩＧ１０、ＳＩＧ１１、ＳＩＧ１２、ＳＩ

Ｇ１４で有効である。 
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これらを以下に定義する。 

 

  (1)  ＣＲＣチェック結果表示ビット（ＦＥＢＥ） 

    ＣＲＣチェック結果表示ビットは、ＮＴ１－ＬＴ方向に送信されるマルチフレームの４番目のフ

レームのＦＥＢＥ(Far End Block Error) ビットとする。 

   ＦＥＢＥビットは、マルチフレームにＣＲＣエラーがあれば“１”が、無ければ“０”が設定され

る。ＦＥＢＥは次の有効な出力マルチフレームの位置に置かれ、発元へ送り返される。ＦＥＢＥ

ビットは、遠端の受信のパフォーマンスを決定するために網側で監視されるかもしれない。 

 

  (2)  ＬＴフレーム同期確立ビット（ＯＦＳ） 

    デジタル伝送システムの同期中表示ビットは、ＬＴ－ＮＴ１方向に送られるマルチフレーム内の

ＯＦＳ(Office-side Frame Synchronization) ビットとする。 

   ＯＦＳビットは、ＬＴがフレーム同期状態の時“１”が、フレーム同期状態から外れたとき“０”

が設定される。 

 

  (3)  Ｔ点インタフェース起動指令ビット（ＡＲ） 

    Ｔ点インタフェース起動指令ビットは、ＬＴ－ＮＴ１方向に送られるマルチフレームの第１フ

レームと第３フレームのＡＲ(Activation Request)ビットとする。 

ＡＲビットは、ＥＴからＬＴに起動指令ＦＥ１が発行されたとき“１”が、ＥＴからＬＴに停止指

令ＦＥ５が発行されたとき“０”が設定される。 

 

    ＮＴ１が、ＯＦＳ＝“１”の状態でＡＲ＝“１”を検出し、ＩＮＦＯ３を受け取っていないとき、

ＩＮＦＯ２がＴ点インタフェースに対して送出される。 

 

  (4)  Ｔ点インタフェース起動表示ビット（ＡＩ） 

    Ｔ点インタフェース起動表示ビットは、ＮＴ１－ＬＴ方向へ送られるマルチフレームビットのＡ

Ｉ(Active Indication) ビットとする。ＡＩビットはＮＴ１がＴＥからＩＮＦＯ３を受け取っていると

き“１”が、ＮＴ１がＴＥからＩＮＦＯ３を受け取っていないとき“０”が設定される。ループ

バック２の場合、ＡＩビットはＮＴ１のＴ点インタフェース側がフレーム同期状態のときＡＩビッ

トは“１”が、ループバックビットストリームがフレーム同期はずれの状態のときは“０”が設定

される。 

 

  (5)  信号装置レディ表示ビット（ＡＰ） 

    起動許可ビットは、ＬＴ－ＮＴ１方向に送られるマルチフレームの１番目と３番目のフレームの

ＡＰ(Active Approval) ビットとする。 

ＡＰビットは、ＩＮＦＯ４送信を許可するＦＥ１３がＥＴからＬＴに発行されたとき“１”が、停

止要求ＦＥ５がＥＴからＬＴに発行されたとき“０”が設定される。 

 

    ＮＴ１がＩＮＦＯ３受信状態でＡＰ＝“１”を検出したとき、ＩＮＦＯ４がＴ点インタフェース

に対して送られる。 

 

  (6)  Ｔ点インタフェース停止指令ビット（ＤＲ） 

    Ｔ点インタフェースに停止を要求するビットは、ＬＴ－ＮＴ１方向に送られるマルチフレームの
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１番目と３番目のフレームのＤＲ(Deactivation Request)ビットとする。ＤＲビットは、Ｔ点インタ

フェースに対して停止を要求するオプションＦＥがＥＴからＬＴに発行されたとき“１”が設定さ

れる。 

 

    ＮＴ１がＯＦＳ＝“１”状態でＤＲ＝“１”を検出したとき、ＩＮＦＯ０がＴ点インタフェース

に対して送られる。 

 

  (7)  ループバック２試験指令ビット（Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３） 

    ループバック２要求ビットは、ＬＴ－ＮＴ１方向に送られるマルチフレームの２番目のフレーム

のＨ１、Ｈ２、Ｈ３ビットとする。 

“Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３”は、ＥＴからＬＴにループバック２を要求するＦＥ８が発行されたとき“１、

１、１”が設定される。 

 

    この要求は、ユーザデータ２Ｂ＋Ｄビットを網にループバックするようにＮＴ１に対して指令す

る。 

 

  (8)  ループバック２動作中表示ビット（Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３） 

    ループバック２動作中表示ビットは、ＮＴ１－ＬＴ方向に送られるマルチフレームの２番目のフ

レームのＴ１、Ｔ２、Ｔ３ビットとする。 

“Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３”は、“Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３”が“１、１、１”としてＮＴ１によって検出され

たとき、“１、１、１”が設定される。 

 

  (9)  ループバック２タイプ表示ビット（ＩＤ１） 

    ループバック２タイプ表示ビットは、ＮＴ１－ＬＴ方向に送られるマルチフレームの１番目のフ

レームのＩＤ１ビットとする。 

ＩＤ１＝“０”を送出するＮＴ１は基本ループバック２のみをサポートし、ＩＤ１＝“１”を送出

するＮＴ１は基本ループバック２に加え、拡張ループバック２もサポートする。基本ループバック

２、拡張ループバック２については、１０．１０．３節に述べる。 

 

 (10)  予約ビット 

   (a)  オプション機能に対する予約ビット 

     オプション機能はＣＬチャネルによって扱われる。これらの機能は、本標準の付属資料Ａに定

義されている。オプション機能を使うための予約ビットは以下のように定義されている。 

 

     ループバック２１ は、“Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３”によって操作され、動作中表示は“Ｔ１、Ｔ２、

Ｔ３”で報告される。 

 

     “Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３”と“Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３”の全てのコード組み合わせが、オプションルー

プバック２１ のために予約されている。これらのオプションが使用されないときは、１０．８．

３．２節の (7)と (8)で定義されたループバック２操作での使用を除いて、コード“０、０、０”

に設定される。 

 

     Ｃ１、Ｃ２ビットはループバックＣ操作のため予約されている。又、ＴＣ１、ＴＣ２ビットが
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ループバックＣ動作中表示のため予約されている。これらのオプションが使用されないときは、

“０”に設定される。 

 

     ＬＴ－ＮＴ１方向に送られるマルチフレームの第４フレームのＳビットと、ＮＴ１－ＬＴ方向

のマルチフレームの第１、第３フレームのＱ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４ビットは、Ｔ点インタフェー

スで定義の予備ビットＳ（ＮＴ１－ＴＥ方向）と、ビットＱ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４（ＴＥ－ＮＴ

１方向）を送るため予約されている。 

Ｓビットが使用されないときは“０”を、Ｑ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４ビットが使用されないときは

“１”を設定する。 

 

   (b)  将来の標準に対する予約ビット 

     アサインされていないマルチフレーム内の全てのビットは、将来の標準のため予約されている。

これらのビットは、ＮＴ１－ＬＴ方向に送られるマルチフレームの３番目のフレームのＩＤ２

ビットである。このビットは“０”をセットする。 

 

10.8.3.3  ＣＬチャネルビットの転送規定 

 ＣＬチャネルビットＯＦＳ，ＡＲ，ＡＩ，ＡＰ，ＤＲ，Ｈ１，Ｈ２，Ｈ３，Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３，Ｃ１，

Ｃ２，ＴＣ１，ＴＣ２の転送規定は、以下の定義に従う。 

Ｈ１，Ｈ２，Ｈ３，Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３ビットに関しては、付属資料Ａも参照のこと。 

 

  (1)  転送モード   ：個別ビット対応 

  (2)  連続送信モード ：ビット状態を継続 

  (3)  検出アルゴリズム： 

    ・マルチフレーム内のビットは、マルチフレーム同期状態で有効である。 

    ・マルチフレーム同期外れ状態では、“１”が設定されるＱ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４ビットを除い

て、マルチフレームに含まれるビットは廃棄され、“０”に設定される。 

    ・３回以上連続して一致を検出することにより確定される。この確定は、それぞれのビット毎に

行われる。 

  (4)  制御ビットが認識される限り、当該制御を実施する。 

  (5)  原因の事象が認識される限り、当該表示ビットを送る。 

 

10.9 スクランブリング 

 スクランブリングは、フレームワードとＣＬチャネルビットの挿入される前に２Ｂ＋Ｄチャネルビット

にのみ適用される。スクランブリング多項式は両方向（ＬＴ－ＮＴ１方向、ＮＴ１－ＬＴ方向）とも同じ

である。スクランブリング多項式は 

 

     Ｐ（Ｘ）＝１（＋）Ｘ
－４

（＋）Ｘ
－９

 で、 

 

送られるスクランブルデータは 

 

     Ｄｏ＝ＤＩ （＋）Ｐ（Ｘ）である。 

                               （＋）はモジュロ２加算である。 

 

図１０－７／ＪＴ－Ｇ９６１も参照のこと。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０－４／ＪＴ－Ｇ９６１ フレーム同期方法 

                                (ITU-T G.961) 

 

ﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞが検出されたとき 

状態遷移。OK ｶｳﾝﾀを 1 ｱｯﾌﾟ 

 正規の位置にﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞ  
が検出されたとき 
OK ｶｳﾝﾀを 1 ｱｯﾌﾟ  

この状態に入ったとき 
OK/NG ｶｳﾝﾀは 0 ｸﾘｱ 

この状態に入ったとき 
OK/NG ｶｳﾝﾀは 0 ｸﾘｱ 

NG ｶｳﾝﾀが 6 のとき 
状態遷移 

OK ｶｳﾝﾀ=0 
NG ｶｳﾝﾀ=0                                                         

OK ｶｳﾝﾀが 12 のとき 
状態遷移 

正規の位置にﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞ  
が検出されたとき 
OK/NG ｶｳﾝﾀは 0 ｸﾘｱ  

 OK ｶｳﾝﾀ+1 

 OK ｶｳﾝﾀ+1                                                          

正規の位置にﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞ  
が検出されなかったとき 
状態遷移。NG ｶｳﾝﾀを 1 ｱｯﾌﾟ 

 NG ｶｳﾝﾀ=６                                                       

 OK ｶｳﾝﾀ=12                                                       

正規の位置にﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞ  
が検出されたとき 
OK ｶｳﾝﾀを 1 ｱｯﾌﾟ  

 OK ｶｳﾝﾀ+1 

正規の位置にﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞ  
が検出されなかったとき 
状態遷移 

正規の位置にﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞが

検出されなかったとき

NG ｶｳﾝﾀを 1 ｱｯﾌﾟ 

 NG ｶｳﾝﾀ+1             

同期引込み 

：フレーム同期外れ  
 状態 

：フレーム同期状態 

OK ｶｳﾝﾀが 3 のとき 
状態遷移 

 OK ｶｳﾝﾀ=３                                                       

同期状態 

 NG ｶｳﾝﾀ+1                                                        

同期確立中 同期確立中 
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          図１０－５／ＪＴ－Ｇ９６１ ＬＴ－ＮＴ１方向のフレームとＮＴ１－ＬＴ方向のフレームの間の相対位置関係 

             (ITU-T G.961) 

 

  入力バーストフレーム   出力バーストフレーム   出力バーストフレーム  

 出力バーストフレーム    入力バーストフレーム   入力バーストフレーム  

800Ｔ 
377Ｔ 377Ｔ 

ＬＴ  2W ﾎﾟｰﾄ 

ＮＴ１  2W ﾎﾟｰﾄ 

377Ｔ 377Ｔ ７～ 40Ｔ 

↑ 

０～16Ｔ 

↑ 

６～７Ｔ 

↑ 

０～16Ｔ 

Ｔ＝3.125μｓ 
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    k1～k12 はマルチフレームのデータから生成されるＣＲＣ－１２ビット 

 

図１０－６／ＪＴ－Ｇ９６１ ＣＲＣ－１２生成回路例 

                               (ITU-T G.961） 
 

 

ﾚｼﾞｽﾀ 
ｾﾙ 1 
clear 

ﾚｼﾞｽﾀ 
ｾﾙ 2 
clear 

ﾚｼﾞｽﾀ 
ｾﾙ 3 
clear 

ﾚｼﾞｽﾀ 
ｾﾙ 4 
clear 

ﾚｼﾞｽﾀ 
ｾﾙ 5 
clear 

ﾚｼﾞｽﾀ 
ｾﾙ 6 
clear 

ﾚｼﾞｽﾀ 
ｾﾙ 7 
clear 

ﾚｼﾞｽﾀ 
ｾﾙ 12 
clear 

 k12 

ﾗｯﾁ 
enable 
clear 

 k11 

ﾗｯﾁ 
enable 
clear 

 k10 

ﾗｯﾁ 
enable 
clear 

 k9 

ﾗｯﾁ 
enable 
clear 

 k8 

ﾗｯﾁ 
enable 
clear 

 k7 

ﾗｯﾁ 
enable 
clear 

 k6 

ﾗｯﾁ 
enable 
clear 

 k1 

ﾗｯﾁ 
enable 
clear 

データ 
入力 

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ 
開始 

 
ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ 
終了 
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・・・・ 
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（スクランブラ回路例） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １フレームの先頭で（ ）の値が初期値としてセットされる 

 

 

（スクランブリングパタン） 

 ワード内  ｊビット 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

  ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ １ ０ ０ １ １ ０ １ １ ０ １ １ 

  １ １ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ 

  ２ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ １ １ １ ０ １ ０ 

  ３ １ １ １ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ １ １ １ ０ ０ １ １ 

  ４ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ０ １ １ １ ０ １ ０ ０ 

  ５ １ １ １ １ ０ １ ０ １ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ 

  ６ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ １ １ １ １ ０ １ ０ １ 

  ７ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ １ １ １ ０ １ １ ０ 

 フレーム ８ １ １ ０ １ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ １ １ ０ 

 内 ９ １ １ １ １ １ ０ ０ ０ １ １ １ １ ０ ０ １ １ ０ １ 

 ｎワード 10 ０ ０ １ １ ０ １ ０ １ １ １ ０ ０ ０ １ １ ０ １ ０ 

  11 ０ ０ １ ０ １ １ １ １ １ １ １ ０ １ ０ ０ １ ０ １ 

  12 １ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ 

  13 ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ １ １ ０ ０ １ ０ １ ０ １ 

  14 １ ０ ０ １ ０ ０ １ １ １ １ １ １ ０ １ １ ０ １ ０ 

  15 ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １ １ ０ １ １ １ １ １ １ ０ ０ 

  16 １ ０ １ １ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ 

  17 １ ０ ０ １ １ １ ０ １ １ ０ ０ １ ０ １ １ １ １ ０ 

  18 １ １ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ ０ １ １ 

  19 １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ 

 

    ２Ｂ＋Ｄチャネルのオリジナルデータと上記スクランブリングパタンの排他的論理和が伝送路送出パ

タンとなる。（専用線の時にも、Ｄチャネル相当のタイムスロットもオリジナルデータとして扱

う。） 

 

図１０－７／ＪＴ－Ｇ９６１ スクランブリングパタン 

                               (ITU-T G.961) 

ﾃﾞｰﾀ入力 

ﾃﾞｰﾀ出力 

(“0”) (“0”) 

Ｘ－１ 

(“1”) (“1”) (“1”) (“0”) (“0”) (“0”) 

Ｘ－１ Ｘ－１ Ｘ－１ Ｘ－１ Ｘ－１ Ｘ－１ Ｘ－１ 

(“0”) 

Ｘ－１ 
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10.10 起動／停止 

 本節では、起動／停止の手順と、起動／停止に使用される信号について記述する。 

 以下の定義は、ここで定義されたラインシステムの起動／停止の要求を明確化させる目的のものである。 

 

 また本節の内容を以下の様に読み替えることにより、ユーザ・網インタフェースとしてＪＴ－Ｉ４３０

－ａを提供する 

 専用線基本アクセスメタリック伝送方式に適用することができる。 

  (a)  １０.１０.１節でＳＩＧ１及びユーザ側から起動時のＳＩＧ２の適用を除外する。 

  (b)  １０.１０.２節でタイマＴ２の適用を除外する。 

  (c)  表１０－３／ＪＴ－Ｇ９６１でＦＥ１、ＦＥ２、ＦＥ５及びＦＥ６の適用を除外する。 

  (d)  図１０－１１／ＪＴ－Ｇ９６１のユーザ側からの起動、図１０－１２／ＪＴ－Ｇ９６１の網側

からの停止、図１０－１３／ＪＴ－Ｇ９６１から図１０－１６／ＪＴ－Ｇ９６１までの適用を除

外する。 

  (e)  ＮＴ１の状態遷移表として、表１０－４／ＪＴ－Ｇ９６１の代わりに表１０－６／ＪＴ－Ｇ９

６１を、表１０－８／ＪＴ－Ｇ９６１の代わりに表１０－９／ＪＴ－Ｇ９６１を、表１０－８Ａ

／ＪＴ－Ｇ９６１の代わりに表１０－９Ａ／ＪＴ－Ｇ９６１を、適用する。 

  (f)  ＬＴの状態遷移表として、表１０－５／ＪＴ－Ｇ９６１の代わりに表１０－７／ＪＴ－Ｇ９６

１を適用する。 

 

  (1)  このラインシステムの手順は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に従う呼制御のためのＴ参照点インタ

フェ－ス上の手順と、またループバック１（ＬＴ内）、ループバック２（ＮＴ１内）の制御、そし

てＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６０３に従うその他のループバックをサポートする。ループバック１と２は

非透過である。 

 

  注１ 非透過ループバック１は、いかなるライン信号もＬＴ－ＮＴ１方向に送信しないことによって

提供される。 

  注２ 非透過ループバック２は、ＮＴ１からＴ参照点インタフェースに対し無信号（ＩＮＦＯ０）を

送信することによって提供される。 

 

  (2)  システムはラインシステムとＴ参照点インタフェースの両者の起動を提供し、またラインシステ

ムとＴ参照点インタフェ－ス両者の停止も提供する。 

    Ｔ参照点インタフェースが停止したままでの、全情報転送能力が可能であるようなラインシステ

ムだけの起動は提供されていない。 

    しかしながらこの起動モ－ドを提供するためには、ＮＴ１からネットワークへのＩＮＦＯ１受信

表示が、１０．８．３．２節 (10)、 (b)で定義されるＮＴ１－ＬＴ方向の予備のＣＬチャネルによっ

て実施されるときに可能である。 

 

  (3)  ＮＴ１がＬＴからのローカルラインを介して給電されるような場合に、起動／停止によりパワー

ダウン状態が可能となる。 

    パワーダウン状態は、停止状態に等しく、この停止状態の下では、いかなる信号もローカルライ

ン上に存在しない。 

    しかし、Ｔ参照点インタフェースに提供される給電は、指定されたＴＥからの発呼を考慮して、

ローカルライン給電が停止している状態でも、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に定義される制限給電状
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態が提供される。 

    停止状態でのＴ参照点インタフェースへの最低給電電力は４２０ｍＷとなるべきである。 

    停止状態では、ＮＴ１はＬＴからのＳＩＧ３（ｱｳｪｰｸ 信号）とＴ参照点インタフェースからのＩ

ＮＦＯ１を検出するための最低限の電力のみを消費する。 

    起動した状態でも、Ｔ参照点インタフェースに提供する給電電力はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０で

定義される制限給電値に従って提供される。 

    ＮＴ１がＬＴからのローカルラインを介して給電される場合、ＮＴ１のラインからの最大の許容

給電消費量はＴ参照点のインタフェースへの制限モード給電を含めて１０００ｍＷ以下である。 

 

  (4)  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６０の５．５節で定義されるウォームスタートとコ－ルドスタ－トのよう

な起動プロセスの２つのタイプは定義されない。 

    ウォームスタートの採用は、停止した状態から起動した状態まで、より短い起動時間を実現する。 

    コールドスタートとウォームスタートの両方が提供されると、ＥＴのレイヤ１は２つのタイマＴ

１の値を扱うことが要求される。 

    ここで定義されるラインシステムは、１０．１０．６節で定義されるローカルラインを介しての

ＬＴからＮＴ１の初期給電を含み、ウォームスタートの起動時間値を満足しなければならない。 

 

  (5)  ＬＴとＮＴ１の間にはマスター／スレーブ関係があり、ＮＴ１の起動要求開始時でも、ＬＴ（Ｅ

Ｔの了解により）が手順および通信を継続する主導権を持つ。 

 

  (6)  起動中には、ある固有な信号がイコライザの収束、ビット同期およびフレーム同期の高速化のた

めに送信される。 

 

  (7)  Ｔ参照点インタフェースへのＩＮＦＯ２は、ＬＴ－ＮＴ１間およびＮＴ１－ＬＴ間のラインシス

テムの同期後に送信される。 

    これは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６０の５．３．１．６節の (b)に指定される。 

    この場合、早まったＩＮＦＯ４の送信を避けるために、遅延時間（ＩＮＦＯ３の受信による）が

ＥＴのレイヤ１にて制御される。そして、付加的な機能要素ＦＥ１３がラインシステムへＩＮＦＯ

４送信許可を通知するために定義されている。 

    表６－３／ＪＴ－Ｉ４３０の（注４）とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６０の５．３．１．４節を参照の

こと。 

 

  (8)  ユーザ側からの起動時には、瞬時のラインの短絡または開放によるＮＴ１の一瞬の電源断後にお

いて、短絡または開放障害解徐後ＴＥがＩＮＦＯ０送信状態に陥っている場合には、ラインシステ

ムは障害前の動作状態を復旧しないかも知れない。 

    これは、ＮＴ１がユーザ側からの起動によってＩＮＦＯ２が送信されたという前歴情報を喪失す

るためである。 

    このような状態を避けるために、ユーザ側からの起動時でもＥＴがＬＴから起動開始表示機能要

素ＦＥ２を受信後にＥＴがＬＴに対して機能要素ＦＥ１による起動要求が行われるかもしれない。

これは、ネットワーク側からの起動と同じ状態をラインシステムに見せることとなる。 
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10.10.1 起動に使用する信号 

 起動／停止手順の間、以下の特定信号（ＳＩＧ）がＬＴとＮＴ１間のローカルラインの上で交換される。

３種類の信号が存在する。 

 一つ目は１０．３節で定義されるフレーム構成を持たない信号であり、二つ目はフレーム構成を形成し、

ラインシステムの同期確立の前（ＣＬチャネルビットが使用不可能）に通信される信号である。三つ目は

フレーム構成を形成し、ラインシステムがフレーム同期状態（ＣＬチャネルビットが使用可能）にて通信

される信号である。 

 信号の定義は以下に与えられており、フレーム構成に従うＳＩＧのリストは表１０－１／ＪＴ－Ｇ９６

１と表１０－２／ＪＴ－Ｇ９６１に示される。 

 

  (1) フレーム構造を持たない信号 

   ＳＩＧ０  ＬＴからＮＴ１、ＮＴ１からＬＴ 

     無信号 

      ＳＩＧ０a   ＬＴからＮＴ１ 

          加入者線路試験開始信号 

 

      この信号は加入者線の線間電圧をノーマル極性で直流１５Ｖ以下にすることにより実現される。 

 

   ＳＩＧ１  ＬＴからＮＴ１ 

     ラインシステムの停止信号 

 

   ＮＴ１のレイヤ１エンティティにパワーダウン状態への移行を要求する信号。 

   この信号は、ラインシステムとＴ参照点インタフェースの両者を停止する。 

   この信号はＳＩＧ３が現れるまで連続する。 

   この信号は、ＮＴ１がローカルラインを介してＬＴから給電される場合に、ローカルライン上のＤ

Ｃ給電電圧極性を使用することにより実現される。 

 

  ＳＩＧ２ａ ＮＴ１からＬＴ 

    ｱｳｪｰｸ （了解）信号 

 

   ＬＴとＥＴのレイヤ１を起動する信号であり、ラインシステムとＴ参照点インタフェースの起動を

開始する。 

   この信号は、ＮＴ１でＴ参照点インタフェースを介してのＩＮＦＯ１の受信によって実行される。 

   また、この信号はＳＩＧ３のアウェーク了解信号としても使用される。 

     

   この信号は、ＮＴ１がローカルラインを経てＬＴから給電される場合に、ローカルライン上のＤＣ

給電電流を使用することにより実現される。 

 

  ＳＩＧ２ｂ ＮＴ１からＬＴ 

 

    ＳＩＧ２ａ 

    ＳＩＧ２ａが存在しないことに対応する 
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  ＳＩＧ３  ＬＴからＮＴ１ 

    アウェーク（了解）信号 

 

   ＮＴ１のレイヤ１を起動させる信号であり、ＮＴ１は電源投入状態となり（ただし、ＮＴ１（タイ

プＡ）のみ）、ＬＴ側からの信号に対して同期をとる準備を行う。 

   また、この信号はＳＩＧ２ａのｱｳｪｰｸ 了解としても使用される。 

   この信号はＳＩＧ１が出現するまで連続する。 

   この信号は、ＮＴ１がローカルラインを経てＬＴから給電される場合に、ローカルライン上のＤＣ

給電電圧極性を使用することにより実現される。 

   この信号の電圧極性はＳＩＧ１とは逆である。 

 

  (2) フレーム構成を形成する信号 

  （ＣＬチャネルビットは使用不可能である。） 

 

  ＳＩＧ４  ＬＴからＮＴ１ 

    トレーニング信号 

 

   ＮＴ１でのラインイコライザの収束、ビット同期およびフレーム同期の高速化のための信号である。 

   信号構成はフレーム構成に従い、またフレームワードを含むものとする。 

   ＣＬチャネルビットは“０”に設定される。 

   この信号の実現方法例は、図１０－８／ＪＴ－Ｇ９６１に示される。 

   また、この信号は起動要求が発せられている状態下で、ＬＴがフレーム同期外れ状態のときに送信

される。 

 

  ＳＩＧ５  ＮＴ１からＬＴ 

    トレーニング信号 

 

   ＬＴでのラインイコライザの収束、ビット同期およびフレーム同期の高速化のための信号である。 

   信号構成はフレーム構成に従い、またフレームワードを含むものとする。 

   ＣＬチャネルビットは“０”に設定されるものとする。 

   この信号の実現方法例は、図１０－９／ＪＴ－Ｇ９６１に示される。 

    この信号で、ＮＴ１がＳＩＧ４により同期確立したことをＬＴに通知する。 

 

  (3) フレーム構造を持つ信号 

  （ＣＬチャネルビットは有効である） 

 

  ＳＩＧ６  ＬＴからＮＴ１ 

    ラインシステム起動表示信号： 

 

   ラインシステム起動確立をＮＴ１に通知する信号 

   この信号は、ＮＴ１に対しＩＮＦＯ２を送信させることによりＴ参照点インタフェ－スの起動開始

を指示するものである。 

   この信号はフレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワードとＣＲＣビットを含んでいる。 
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   ＣＬチャネルのＯＦＳビットは“１”に設定される。 

   起動要求機能要素ＦＥ１がＬＴで受信されるとＣＬチャネルのＡＲビットは“１”に設定され、ま

たは起動要求機能要素ＦＥ１がＬＴで受信されなければＡＲビットは“０”に設定される。 

   Ｓビットを除いて、他のＣＬチャネルビットは“０”に設定される。 

   Ｓと２Ｂ＋Ｄチャネルビットは、無効データかもしれない。 

 

  ＳＩＧ７  ＬＴからＮＴ１ 

    通常信号 

 

   ＮＴ１がＩＮＦＯ３受信の状態でＴ参照点インタフェースに対しＩＮＦＯ４を送信することにより、

ＴＥとＥＴ間に完全なレイヤ１情報転送能力を確立することを許可する信号である。 

   この信号はフレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、ＣＲＣビットを含む。 

   ＣＬチャネルのＯＦＳとＡＰビットは“１”に設定される。 

   起動要求機能要素ＦＥ１がＬＴで受信されると、ＣＬチャネルのＡＲビットは“１”に設定され、

また起動要求機能要素ＦＥ１がＬＴで受信されないとＡＲビットは“０”に設定される。 

   ネットワークがＳビットの転送機能を提供するならば、Ｖ１参照点インタフェースを通過するＳ

ビットはＣＬチャネルのＳビットにそのまま転送される。 

   他のＣＬチャネルビットは“０”に設定される。 

   ２Ｂ＋Ｄチャネルビットは有効データである。 
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Ｍ：“１”，“０”を交番 

Ｐ： パリティビット 

 
図１０－８／ＪＴ－Ｇ９６１ トレーニングパタン（ＳＩＧ４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ：“１”，“０”を交番 

Ｐ： パリティビット 

 

図１０－９／ＪＴ－Ｇ９６１ トレーニングパタン（ＳＩＧ５） 

        

０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

Ｐ 

              

０ １ 

 

０ ０ ０ ０ ０ Ｍ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

０ 

＋ × ４５ ＋ 

        

０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

Ｐ 

              

０ １ 

 

０ ０ ０ ０ Ｍ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

０ 

＋ × ４５ ＋ 
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  ＳＩＧ８  ＮＴ１からＬＴ 

    ＩＮＦＯ３受信表示信号： 

 

   ＮＴ１がＩＮＦＯ３の受信を示し、ＬＴとＥＴに対し、ＴＥとＥＴの間の完全なレイヤ１情報転送

能力を要求する信号。 

   この信号は、Ｔ参照点インタフェースからのＩＮＦＯ３の受信によって送信される。 

   また、この信号はループバック２の停止動作中信号としても使用される。 

   この信号は、フレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、ＦＥＢＥビット、ＣＲＣ

ビットを含む。 

   ＣＬチャネル上のＡＩビットは“１”に設定され、ＣＬチャネル上のＱ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４ビッ

トは“１”に設定される。基本ループバック２のみをサポートするＮＴ１にあっては、ＩＤ１は

“０”に設定される。 

   他のＣＬチャネルビットは“０”に設定される。 

   ２Ｂ＋Ｄチャネルビットは、すべて“１”に設定されるだろう。 

 

  ＳＩＧ９  ＬＴからＮＴ１ 

    ループバック２指示信号 

 

   ラインシステム起動確立をＮＴ１に通知し、ＮＴ１にループバック２を要求する信号。 

   この信号はフレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレ－ムワ－ド、Ｓビット、ＣＲＣビットを含

んでいる。 

  ＣＬチャネルのＯＦＳとＨ１，Ｈ２，Ｈ３ビットは“１”に設定される。 

   基本ループバック２シーケンスのみを提供するＬＴにあってはＡＰは“０”に、拡張ループバック

２シーケンスも提供するＬＴにあってはＡＰは“１”に設定される。 

   他のＣＬチャネルビットは“０”に設定される。 

   ２Ｂ＋Ｄチャネルビットは有効データである。 

 

  ＳＩＧ１０ ＮＴ１からＬＴ 

    ループバック２動作信号： 

 

   ＮＴ１がループバック２中であるのを示す信号 

   この信号はフレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、ＦＥＢＥビット、及びＣＲＣ

ビットを含む。 

   ＣＬチャネルのＴ１，Ｔ２，Ｔ３及びＡＩビットは“１”に設定される。 

   ２Ｂ＋ＤチャネルとＱ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４ビットは有効データである。 

   基本ループバック２のみをサポートするＮＴ１にあっては、ＩＤ１は“０”に設定される。 

   他のＣＬチャネルビットは“０”に設定される。 

   ＮＴ１内にてループバックが正常に動作している時には、２Ｂ＋Ｄ信号はＮＴ１の受信したデータ

が折り返り、Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４ビットはＮＴ１が受信したＳビットが折り返る。 

   Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４ビットおよびＳビットの使用はオプションである。 

 

  ＳＩＧ１１ ＮＴ１からＬＴ 

    通常の動作信号： 
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   ＳＩＧ７の受信により送信される信号 

   この信号はフレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、ＦＥＢＥビット、ＣＲＣビッ

トを含む。 

   ＣＬチャネルのＡＩビットは“１”に設定される。 

   ２Ｂ＋ＤのチャネルとＱ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４ビットは有効データである。 

   基本ループバック２のみをサポートするＮＴ１にあっては、ＩＤ１は“０”に設定される。 

   他のＣＬチャネルビットは“０”に設定される。 

 

  ＳＩＧ１２ ＮＴ１からＬＴ 

    ループバック２起動中表示信号： 

 

   ＮＴ１がループバック２起動要求を受信中であるのを示して、ループバック２が起動中であること

を表示する信号 

   この信号はフレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、ＦＥＢＥビット、ＣＲＣビッ

トを含む。 

   ＣＬチャネルのＴ１，Ｔ２，Ｔ３，Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４は“１”に設定される。 

   基本ループバック２のみをサポートするＮＴ１にあっては、ＩＤ１は“０”に設定される。 

   他のＣＬチャネルビットは“０”に設定される。 

   ２Ｂ＋Ｄチャネルビットは、すべて“１”に設定されるだろう。 

 

  ＳＩＧ１３ ＬＴからＮＴ１ 

    Ｔインタフェース停止信号 

 

   ＩＮＦＯ０を送ることによって、Ｔ参照点インタフェースの停止を要求する信号 

   この信号はフレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、ＣＲＣビットを含む。 

   ＣＬチャネルのＯＦＳ，ＤＲビットは“１”に設定される。 

   Ｓビットを除いて、他のＣＬチャネルビットは“０”に設定される。 

   Ｓと２Ｂ＋Ｄチャネルビットは無効データかもしれない。 

   この信号の使用はネットワークオプションである。 

   この信号は、ラインシステムを停止しないでＴ参照点インタフェースを停止する事を可能にし、こ

の状態からネットワークはループバック２またはＴ参照点のインタフェース再起動を行うことが可能

となる。 

   ユーザ側からの起動は、この信号をＮＴ１が受信している間は受け付けられない。 

 

  ＳＩＧ１４ ＮＴ１からＬＴ 

    ＩＮＦＯ２送信中表示信号： 

 

   ＮＴ１が，ＩＮＦＯ２を送信することにより、Ｔ参照点インタフェースを起動中であること示す信

号。 

   この信号は、インタフェースの起動が開始された時、またはラインシステムが起動状態であるがイ

ンタフェースのフレーム同期外れ状態に入った時に送信される。 

   またこの信号は、Ｔインタフェース停止信号ＳＩＧ１３の了解としても使用される。 

   ＳＩＧ１４がＳＩＧ１３の了解として使用されるとき、ＩＮＦＯ２の送信はＳＩＧ１３により禁止
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され、ＩＮＦＯ０がＴ参照点インタフェースに向けて送信される。 

   この信号はフレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、ＦＥＢＥビット、ＣＲＣビッ

トを含んでいる。 

   ＣＬチャネルのＱ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４ビットは“1”に設定される。 

   基本ループバック２のみをサポートするＮＴ１にあっては、ＩＤ１は“０”に設定される。 

   他のＣＬチャネルビットは“０”に設定される。 

   ２Ｂ＋Ｄチャネルビットは、すべて“１”に設定されるだろう。 

   この信号は、起動手順の早期段階で FEBE を通知するために意図される。 

   起動手順の早期のＦＥＢＥ機能の通知が必要とされないならば、この信号をＳＩＧ５に置き換える

ことが可能である。 

 

  ＳＩＧ１５ ＬＴからＮＴ１ 

    ループバック２停止信号 

 

    ループバック２の停止を要求する信号 

   この信号はフレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、ＣＲＣビットを含んでいる。 

   ＣＬチャネルのＯＦＳビットは“１”に設定される。 

   Ｓビットを除いて、他のＣＬチャネルビットは“０”に設定される。 

   Ｓと２Ｂ＋Ｄチャネルビットは、無効データかもしれない。 

   この信号の使用はネットワークオプションである。 

   この信号はラインシステムの停止無しにＮＴ１がループバック２を停止させるのを可能にし、ネッ

トワ－クはＴ参照点インタフェースの起動、あるいはループバック２の再起動を行うことができる。 

   ＩＮＦＯ１がＮＴ１に受信された時、ユーザ側からの起動が行われるだろう。 

 

10.10.2 タイマの定義 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に定義されるタイマＴ１とタイマＴ２が使用される。 

 タイマの位置は次の通りである： 

 タイマＴ１：ＥＴレイヤ１ 

 タイマＴ２：ＬＴ 

 

 タイマＴ１とタイマＴ２の値は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０の６．２．５節に定められる仕様に従う。 

 タイマＴ１の値の一例は１秒であり、ラインシステムの起動時間はこの値を考慮すべきである。 

 

 注 実現上のオプションとして、タイマＴ２はＥＴのレイヤ１にて所有されるかも知れない。 

   この場合、追加の機能要素が、ラインシステムのタイマＴ２の満了を通知するために定義される必

要がある。 

 

10.10.3 起動手順の詳細 

 起動と停止手順は以下のダイアグラムに示される。 

 ダイアグラムは、Ｍｏｄｅ  Ｌでの正常時の状態について示される。 

 

  (1) ネットワーク側からの起動： 

   図１０－１０／ＪＴ－Ｇ９６１を参照 
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  (2) ユーザ側からの起動： 

   図１０－１１／ＪＴ－Ｇ９６１を参照 

  (3) ネットワーク側からの停止： 

   図１０－１２／ＪＴ－Ｇ９６１を参照 

  (4) 基本ループバック２の起動： 

   図１０－１３／ＪＴ－Ｇ９６１を参照 

  (5) 拡張ループバック２の起動： 

   図１０－１４／ＪＴ－Ｇ９６１を参照 

  (6) 基本ループバック２の起動： 

   図１０－１５／ＪＴ－Ｇ９６１、図１０－１６／ＪＴ－Ｇ９６１を参照 

（7）加入者線路試験の起動： 

    図１０－１７／ＪＴ－Ｇ９６１を参照 

  注 Ｖ１参照点を通過する機能要素（ＦＥ）の定義は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６０の５章にて与えら

れる。 

    起動／停止に使用されるＦＥは表１０－３／ＪＴ－Ｇ９６１に示される。 

 

10.10.4 ＮＴ１状態遷移表 

 ＩＮＦＯとＳＩＧの機能によるＮＴ１の状態遷移表は，表１０－４／ＪＴ－Ｇ９６１、表１０－６／Ｊ

Ｔ－Ｇ９６１、表１０－８／ＪＴ－Ｇ９６１、表１０－８Ａ／ＪＴ－Ｇ９６１、表１０－８Ｂ／ＪＴ－Ｇ

９６１、表１０－９／ＪＴ－Ｇ９６１、表１０－９Ａ／ＪＴ－Ｇ９６１に示される。 

 以下の状態が使用される。 

 なお、ＮＴ１（タイプＡ）のループバック２のシーケンスについては、基本ループバック２の場合のみ

を示している。 

 

 ＮＴ １．０ 

   停止（パワーダウン状態） 

 

 ＮＴ１はパワーダウンモードにあり、ＬＴからラインシステムの停止信号のＳＩＧ１を受信中に、無信

号のＳＩＧ０をＬＴに、Ｔ参照点インタフェースにも無信号（ＩＮＦＯ０）を送信する。そして、Ｔ参照

点インタフェースからのＩＮＦＯ１またはＬＴからのアウェーク信号であるＳＩＧ３を待っている。 

 

 ＮＴ １．１ 

   ユーザ側からの起動による起動開始状態 

 

 ＮＴ１が、Ｔ参照点インタフェースからのＩＮＦＯ１を受信することにより、ＬＴに対しアウェーク信

号であるＳＩＧ２ａを送信する。そしてＬＴからのｱｳｪｰｸ 了解信号であるＳＩＧ３を待っている。 

 

 ＮＴ１．２  ＮＴ１ (タイプ A） 及び  ＮＴ３．２  ＮＴ１（タイプＢ） 

   ＮＴ１にてラインシステムが起動中状態であり、ネットワーク側からの起動開始状態 

 

 これはＮＴ１のライン側のフレーム同期が外れ、再フレーム同期に入った状態でもある。ＮＴ１はＳＩ

Ｇ３（ユーザ側からの起動の場合のアウェーク了解信号、またはネットワーク側からの起動時のアウェー

ク信号）の受信により、パワーアップ状態となる。そしてＬＴからのトレーニング信号ＳＩＧ４によるラ
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インシステムの受信系の同期を待つ。 

 ユーザ側からの起動時（ＮＴ１にてＩＮＦＯ１の受信が検出された時）にはＮＴ１（タイプＡ）はア

ウェーク信号ＳＩＧ２ａを送信し、ＮＴ１（タイプＢ）はアウェーク信号ＳＩＧ２ａまたはＳＩＧ２ｂの

いずれかを送信する（ただしＳＩＧ２ｂはＴＬタイマが動作→停止した場合に限る）。ネットワーク側か

らの起動時にはＮＴ1（タイプＡ）はアウェーク了解信号であるＳＩＧ２ａを送信し続け、ＮＴ１（タイプ

Ｂ）はＴＬタイマ動作中はＳＩＧ２ａを送信し、ＴＬタイマ停止中はＳＩＧ２ｂを送信し続ける。 

 いかなる他の信号もＮＴ１から送信されない。 

 

 ＮＴ１．３  ＮＴ１ (タイプ A） 及び  ＮＴ３．３  ＮＴ１（タイプＢ） 

   ＮＴ１でラインシステムが起動した状態、およびＬＴでの起動中状態。 

 

 これはＬＴのライン側でのフレーム同期外れ、そして再フレーム同期状態でもある。 

 ＮＴ１はラインシステムの起動した状態となり、ＬＴでのラインシステムの起動完了を待つ。 

 ＮＴ１はトレーニング信号ＳＩＧ５をＬＴに送信し、ＬＴからのラインシステム起動表示信号であるＳ

ＩＧ６、またはループバック２の起動信号であるＳＩＧ９を待つ。 

 

 ＮＴ１．４  ＮＴ１ (タイプ A） 及び  ＮＴ３．４  ＮＴ１（タイプＢ） 

   ラインシステムが完全に起動し、Ｔインタフェースの起動中状態、またＴインタフェースのフレー

ム同期外れ、そして再フレーミング状態。 

 

 ＮＴ１とＬＴの両者がラインシステムが起動した状態となり、ＮＴ１はＴ参照点インタフェースに対し

動作を開始する。 

 ＬＴからのラインシステム起動状態表示ＳＩＧ６の受信により、ＮＴ１はＴ参照点インタフェースにＩ

ＮＦＯ２を送信し、ＬＴに対しＩＮＦＯ２送信中表示信号であるＳＩＧ１４を送信する。そしてＴ参照点

インタフェースからのＩＮＦＯ３の受信を待つ。 

 

 ＮＴ１．５  ＮＴ１ (タイプ A） 及び  ＮＴ３．５  ＮＴ１（タイプＢ） 

   アクセス起動中状態 

 

 ＮＴ１はＴ参照点インタフェースからのＩＮＦＯ３の受信に対して、ＬＴに対しＩＮＦＯ３受信表示信

号であるＳＩＧ８を送信する。そしてＬＴからの通常動作信号であるＳＩＧ７を待つ。 

 これは、立ち上がりの遅いＴＥがＩＮＦＯ４を受信する準備ができるようになることを許容する待ち状

態である。 

 表６－３／ＪＴ－Ｉ４３０の（注４）と、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６０の 5.3.1.4 節を参照のこと。 

 

 ＮＴ１．６  ＮＴ１ (タイプ A） 及び  ＮＴ３．６  ＮＴ１（タイプＢ） 

   Ｔインタフェースが起動した状態 

 

 ＬＴからの通常動作信号であるＳＩＧ７を受信したことにより、ＮＴ１はＴ参照点インタフェースに対

しＩＮＦＯ４を送信し、通常動作信号であるＳＩＧ１１を送信する。 

 そしてＬＴからのラインシステム停止信号であるＳＩＧ1 、またはＬＴからのＴインタフェースの停止

信号であるＳＩＧ１３を待つ。 
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 ＮＴ１．７  ＮＴ１ (タイプ A） 及び  ＮＴ３．７  ＮＴ１（タイプＢ） 

   Ｔインタフェース停止中状態 

 

 ＬＴからのＴインタフェース停止信号であるＳＩＧ１３を受信したことにより、ＮＴ１はＴ参照点イン

タフェースに対しＩＮＦＯ０を送信し、ＬＴに対しＩＮＦＯ３受信表示信号であるＳＩＧ８を送信する。

そしてＬＴからのラインシステム停止信号であるＳＩＧ１、またはＴ参照点インタフェースからのＩＮＦ

Ｏ０の受信を待つ。 

 

 ＮＴ１．８  ＮＴ１ （タイプ A） 及び  ＮＴ３．８  ＮＴ１（タイプＢ） 

   ラインシステム停止中状態 

 

 Ｔ参照点インタフェースからのＩＮＦＯ０の受信により、ＮＴ１はＴ参照点インタフェースにＩＮＦＯ

０を送信し、Ｔインタフェース停止信号であるＳＩＧ１４（ＳＩＧ１３に対する了解）を送信する。そし

てＬＴからラインシステムの停止信号であるＳＩＧ１を待つ。 

 

 ＮＴ２．１  ＮＴ１ （タイプ A） 及び  ＮＴ４．１  ＮＴ１（タイプＢ） 

   ラインシステムが、完全に動作した状態であり、ループバック２の起動中状態 

 

 ＮＴ１とＬＴの両者共に起動したラインシステム起動状態である。 

 ＬＴからのループバック２起動要求信号であるＳＩＧ９の受信に対し、ＮＴ１内にてループバック２の

起動を行い、ＬＴにループバック２起動中表示信号であるＳＩＧ１２を送信する。そしてＮＴ１内での

ループバック２の確立を待つ。 

 

 ＮＴ２．２  ＮＴ１ （タイプ A） 及び  ＮＴ４．２  ＮＴ１（タイプＢ） 

   ループバック２の起動した状態 

 

 ＮＴ１はＮＴ１内のループバック２の確立により、ＬＴに対してループバック２動作中表示信号である

ＳＩＧ１０を送信する。そして、ラインシステムの停止信号であるＳＩＧ１、またはループバック２の停

止信号であるＳＩＧ１５をＬＴから受信するのを待つ。 

 

 ＮＴ２．３  ＮＴ１（タイプ A） 及び  ＮＴ４．３  ＮＴ１（タイプＢ） 

   ループバック２停止中状態 

 

ＮＴ１は、ＬＴからループバック２停止信号であるＳＩＧ１５を受信したら、ＬＴに対しループバック

２停止中信号であるＳＩＧ８を送信する。そして、ＬＴからのラインシステム停止信号であるＳＩＧ１ま

たはＮＴ１内でのループバック２の停止完了を待つ。 

 

ＮＴ５．１  ＮＴ１（タイプＢ） 

   ＳＩＧ３と同一極性での加入者線路試験中状態 

 

ＮＴ１はＬＴからアウェーク信号であるＳＩＧ３を受信したことにより、アウェーク了解信号であるＳ

ＩＧ２ａを送信する。そして、ＬＴからのラインシステム停止信号であるＳＩＧ１またはＮＴ１内での加

入者線路試験完了を待つ。 
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ＮＴ５．２  ＮＴ１（タイプＢ） 

   加入者線路試験開始状態またはＳＩＧ０ａ受信状態での加入者試験中状態 

 

ＮＴ１は、ＬＴから加入者線路試験開始信号であるＳＩＧ０ａを受信したら、ＬＴに対しＳＩＧ２ｂを

送信する。そして、ＬＴからのラインシステム停止信号であるＳＩＧ１またはアウェーク信号であるＳＩ

Ｇ３を待つ。 

 

10.10.5 ＬＴの状態遷移表 

 機能要素ＦＥ，ＳＩＧ，タイマ２を使用したＬＴの状態遷移表を表１０－５／ＪＴ－Ｇ９６１に示す。 

 以下の状態が使用される。 

 なお、ループバック２のシーケンスについては、基本ループバック２の場合のみを示している。 

 

 ＬＴ １．０ 

   停止 

 

 ＬＴは無信号のＳＩＧ０とラインシステム停止信号のＳＩＧ１をＮＴ１に送信する。 

 そしてタイマＴ２の満了によりラインシステムとＴインタフェースの停止状態表示機能要素のＦＥ６を

ＥＴに通知する。そして、ＮＴ１からのアウェーク信号であるＳＩＧ２ａまたは、ＥＴからのＴインタ

フェースとラインシステムの起動要求機能要素のＦＥ１、またはループバック１／ループバック２、起動

要求機能要素のＦＥ９／ＦＥ８を待つ。 

 

 ＬＴ １．１ 

   ラインシステム起動開始状態 

 

 ＬＴはＥＴからのラインシステムとＴインタフェースの起動要求機能要素のＦＥ１を受信したことによ

り、アウェーク信号であるＳＩＧ３とトレーニング信号のＳＩＧ４をＮＴ１に送信し、ラインシステムの

起動を開始する。そしてＮＴ１からのラインシステムトレーニング信号のＳＩＧ５を待つ。 

 

 ＬＴ １．２ 

   ラインシステムの起動中状態 

 

 ＬＴは、アウェーク（了解）信号であるＳＩＧ３とトレーニング信号のＳＩＧ４をＮＴ１に送信するこ

とにより、ラインシステムの起動を開始している。そしてＮＴ１からのアウェーク（了解）信号であるＳ

ＩＧ２ａを受信した場合、起動開始表示機能要素のＦＥ２をＥＴに送信する。そしてＮＴ１からのライン

システムトレーニング信号のＳＩＧ５によりラインシステム受信系が同期するのを待つ。 

 

 ＬＴ １．３ 

   ラインシステムが完全に起動し、Ｔインタフェース起動中状態 

 

 ＮＴ１からのラインシステムトレーニング信号のＳＩＧ５にその受信系が同期したらＬＴはラインシス

テム起動表示信号ＳＩＧ６をＮＴ１に送信し、ＥＴに対しラインシステム起動表示機能要素のＦＥ３を送

信する。そしてＮＴ１からのＩＮＦＯ３受信表示信号であるＳＩＧ８を待つ。 
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 ＬＴ １．４ 

   ＩＮＦＯ４送信待ち状態 

 

 ＬＴは，ＮＴ１からのＩＮＦＯ３受信表示信号であるＳＩＧ８の受信により、ＥＴに対してＴインタ

フェース起動表示機能要素のＦＥ４を送信する。そしてＥＴからのＩＮＦＯ４送信許可機能要素のＦＥ１

３を待つ。 

 これは、立ち上がりの遅いＴＥがＩＮＦＯ４を受信する準備ができるようになるのを許容する待ち状態

である。 

 表６－３／ＪＴ－Ｉ４３０の（注４）とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６０の 5.3.1.4 節を参照のこと。 

 

 ＬＴ １．５ 

   Ｔインタフェースが起動した状態 

 

 ＬＴは、ＥＴからＩＮＦＯ４送信許可機能要素のＦＥ１３を受信したことにより、通常動作信号である

ＳＩＧ７をＮＴ１に送信する。そして、ＥＴからの停止要求機能要素のＦＥ５を待つ。 

 

 ＬＴ １．６ 

   ラインシステムとＴインタフェースの停止中状態 

 

 ＬＴは停止要求機能要素のＦＥ５を受信したことにより、ＮＴ１に対し無信号のＳＩＧ０とラインシス

テム停止信号のＳＩＧ１を送信する。そしてＬＴ内のタイマＴ２の終了を待つ。 

 

 ＬＴ １．７ａ 

   Ｔインタフェースの同期外れ、そして再フレーミング状態 (a) 

 

 ＬＴは、ＬＴが状態１．５に入る前に、ＮＴ１からＩＮＦＯ２送信状態表示信号のＳＩＧ１４を受信し

たら、ＮＴ１に対しラインシテム起動表示信号のＳＩＧ６と、ＥＴにＴインタフェースフレーム同期はず

れ表示機能要素ＦＥ１２を送信する。そして、ＮＴ１からのＩＮＦＯ３受信状態表示信号のＳＩＧ８また

はＩＮＦＯ４送信許可機能要素のＦＥ１３を待つ。 

 

 ＬＴ １．７ｂ 

   Ｔインタフェースの同期外れ、そして再フレーミング状態 (b) 

 

 ＬＴは、ＬＴが状態１．５に入った後、ＮＴ１からＩＮＦＯ２送信状態表示信号のＳＩＧ１４を受信し

たら、ＮＴ１に対し通常動作信号であるＳＩＧ７と、ＥＴにＴインタフェースフレーム同期はずれ表示機

能要素ＦＥ１２を送信する。そして、ＮＴ１からの通常動作信号であるＳＩＧ１１を待つ。 

 

 ＬＴ １．８ａ 

   ラインシステムの同期外れ、そして再フレーミング状態 

 

 ＬＴは、そのラインシステムの受信器がフレーム同期外れを検出したら、トレーニング信号のＳＩＧ４

をＮＴ１に、ラインシステムフレーム同期はずれ表示機能要素のＦＥ７をＥＴに送信する。 

 そしてＮＴ１からのラインシステムトレーニング信号のＳＩＧ５を待つ。 
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 ＬＴ １．８ｂ 

   ラインシステム異常状態 

 

 ＬＴは、起動要求機能要素ＦＥ１の受信されていない状態中にＳＩＧ２ｂ（＝ＳＩＧ２ａの消失）を受

信したら、ＮＴ１に対してはラインシステム停止信号のＳＩＧ１を、ＥＴに対してはラインシステム異常

表示機能要素のＦＥ７を送信する。そして、ＥＴからの停止要求機能要素のＦＥ５を待つ。 

 

 ＬＴ ２．１ 

   ラインシステム起動開始状態 

 

 ＬＴは、ＥＴからループバック２起動要求機能要素ＦＥ８を受信することにより、ラインシステムの起

動をアウェーク信号ＳＩＧ３とトレーニング信号ＳＩＧ４を送信することにより開始する。そして、ＮＴ

１からのトレーニング信号であるＳＩＧ５を待つ。 

 

 ＬＴ ２．２ 

   ラインシステム起動中状態 

 

 ＬＴは、アウェーク信号のＳＩＧ３とトレーニング信号のＳＩＧ４をＮＴ１に送信することによりライ

ンシステムの起動中状態となり、ＮＴ１からのアウェーク了解信号であるＳＩＧ２ａを受信した場合、Ｅ

Ｔに対し起動開始機能要素ＦＥ２を通知する。そしてＮＴ１からのトレーニング信号であるＳＩＧ５に対

しそのラインシステム受信系が同期するのを待つ。 

 

 ＬＴ ２．３ 

   ラインシステムが完全に起動し、ループバック２の起動中状態 

 

 ＬＴは、ＮＴ１からのトレーニング信号ＳＩＧ５にその受信系が同期したら、ＮＴ１に対しループバッ

ク２起動信号であるＳＩＧ９を送信し、またＥＴに対しラインシステム起動表示機能要素ＦＥ３を通知す

る。そして、ＮＴ１からのループバック２動作信号のＳＩＧ１０を待つ。 

 

 ＬＴ ２．４ 

   ループバック２が起動した状態 

 

 ＬＴは、ＮＴ１からループバック２動作信号であるＳＩＧ１０を受信したら、ＥＴに対してループバッ

ク２起動表示機能要素ＦＥ４を送信する。そして、ＥＴからの停止要求機能要素ＦＥ５を待つ。 

 

 ＬＴ ２．５ 

   ループバック２異常状態 

 

 ＬＴは、一度ＬＴ２．４の状態遷移後に、ＮＴ１よりループバック２起動中を表すＳＩＧ１２を受信し

たら、ＥＴに対しループバック２異常表示機能要素ＦＥ１２を送信する。そして、ＮＴ１からのループ

バック２動作中を示すＳＩＧ１０を待つ。 
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ＬＴ ２．６ 

  ラインシステムのフレーム同期外れ、そして再フレーミング状態 

 

 ＬＴは、そのラインシステム受信系がフレーム同期外れ状態となったとき、ＮＴ１に対しトレーニング

信号のＳＩＧ４を、ＥＴに対しラインシステムフレーム同期はずれ表示機能要素ＦＥ７を送信する。そし

てＮＴ１からのトレーニング信号ＳＩＧ５によりそのラインシステム受信系が同期するのを待つ。 

 この状態は、通知される機能要素を除いてはＬＴ２．２の状態と同一である。 

 

 ＬＴ ２．７ 

   ラインシステム異常状態 

 

 ＬＴは、ＮＴ１からのＳＩＧ２ｂ（＝ＳＩＧ２ａの消失）を受信したら、ＮＴ１に対しトレーニング信

号のＳＩＧ４を送信し、そしてＥＴに対してはラインシステム異常表示機能要素ＦＥ７を送信する。そし

て、ＮＴ１からのＳＩＧ２ａを待つ。 

 

10.10.6 起動時間 

 ＮＴ１がＳＩＧ３を受信してから、イコライザのトレーニングと同期するまでのＬＴとＮＴ１スタート

アッププロセスを標準で２５０ｍｓ（更に１５０ｍｓの追加を許容）＊以内、そして最悪で３００ｍｓ（更

に１５０ｍｓの追加を許容）＊以内に終了しなくてはならない。 

 スタートアップ時間は、標準の場合１５０ｍｓ（更に１５０ｍｓの追加を許容）＊がＮＴ１に、１００ｍ

ｓがＬＴに割り当てられる。最悪の場合、１５０ｍｓ（更に１５０ｍｓの追加を許容）＊がＮＴ１に、１５

０ｍｓがＬＴに割り当てられる。 

 また、この値は一度起動後、フレーム同期外れ状態に陥った時に、再フレーム同期時間にも適用される。 

 
＊：ＬＴ（タイプＡ）とＮＴ１（タイプＢ）対向時またはＬＴ（タイプＢ）とＮＴ１（タイプＢ）対向時に

適用。（この起動時間の延長分を考慮すると、ＮＴ１（タイプＢ）にはＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｉ４３０に記

述されるタイマＴ３が１秒以上であるＴＥが接続されることが望ましい。） 

 

10.10.7 ＮＴ１（タイプＢ）状態遷移表 記号の説明 

 ＮＴ１（タイプＢ）状態遷移表は表１０－８／ＪＴ－Ｇ９６１、表１０－８Ａ／ＪＴ－Ｇ９６１、表１

０－８Ｂ／ＪＴ－Ｇ９６１、表１０－９／ＪＴ－Ｇ９６１、表１０－９Ａ／ＪＴ－Ｇ９６１に示される。

左記の表では１０．１０．４節で説明した状態の他に以下に示す機能、状態が使用される。 

  

ＬＰＭ（Ｌｏｃａｌ Ｐｏｗｅｒ Ｍｏｄｕｌｅ） 

 ローカルパワーによりＮＴ１（タイプＢ）を動作させるためのモジュールを指し、ＮＴ１（タイプＢ）

に搭載される。  

 

10.10.7.1 ＬＰＭへの入出力信号 

 ＬＰＡＲ ＩＮＦＯ１検出部からＬＰＭ 

  発信要求信号 

 

 ＩＮＦＯ１検出部はＩＮＦＯ１受信を認識した場合、ＬＰＭにＬＰＡＲ＝１を送信する。また、ＩＮＦ

Ｏ１検出部はＩＮＦＯ３受信を認識した場合、ＬＰＭにＬＰＡＲ＝１を送信をすることがある。 
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ＬＰ２Ａ  Ｕ点入出力部からＬＰＭ 

   ループ２試験要求信号 

 

  Ｕ点入出力部は、ＳＩＧ９を受信した場合、ＬＰ２Ａ＝１をＬＰＭに対して送信する。 

 

ＬＰＤＩ ＬＰＭからＩＮＦＯ１検出部 

 

 ＩＮＦＯ１検出部はＬＰＭよりＬＰＤＩ＝１を受信した場合、ＬＰＡＲ＝０をＬＰＭに送信する。 

 

ＵＡＲ ＬＰＭからＵ点入出力部 

  ラインシステム停止表示信号 

 

 ＬＰＭは、Ｍｏｄｅ  Ｌのとき、ＳＩＧ１受信時またはＬＰＭ状態１－３の場合、ＵＡＲ＝０をＵ点入

出力回路に送信し、ＳＩＧ３受信時ＵＡＲ＝１をＵ点入出力部に送信する（ただしＬＰＭ状態１－３の場

合は除く）。また、ＬＰＭは、Ｍｏｄｅ  ＲのときＵＡＲ＝１をＵ点入出力部に送信する。 

 

10.10.7.2 ＬＰＭの動作、状態を表す記号 

ＣＮＬｃｏｍＯＮ（Ｃｏｍｍａｎｄ Ｎｏｒｍａｌ Ｌｏｏｐ ｃｏｍｍｕｎ ＯＮ） 

  ＬＰＭ内発信スイッチ制御 

 

 ＣＮＬｃｏｍＯＮ＝０はノーマル極性に対して直流的にオープンである状態を表す。 

 ＣＮＬｃｏｍＯＮ＝１はユーザー側からの起動の為に直流ループを閉成した状態を表す。 

 

ＣＲＤｃｏｍＯＮ（Ｃｏｍｍａｎｄ Ｒｅｖｅｒｓｅ Ｄｕｍｍｙ ｃｏｍｍｕｎ ＯＮ） 

  リバース極性保持用抵抗（ＲＤｃｏｍ）接続スイッチ制御 

 

 ＣＲＤｃｏｍＯＮ＝０はリバース極性に対して直流的にオープンである状態を表す。 

 ＣＲＤｃｏｍＯＮ＝１はリバース極性に対して、直流ループを閉成した状態を表す。 

 

ＮＬｓｗＯＮ（Ｎｏｒｍａｌ Ｌｏｏｐ ｓｗｉｔｃｈ ＯＮ） 

  ノーマル直流ループスイッチ制御 

 

 本スイッチは、加入者線路に対して前述のＬＰＭ内発信ＳＷと並列に接続される。 

 本制御の論理は、ＬＰ２ＡとＭＤｓｗＯＮの論理積である。ただし、ＮＬｓｗＯＮ＝０→１となってか

ら８００ｍｓ±１０％の間は、ＬＰ２ＡとＭＤｓｗＯＮの論理に関わらず、ＮＬｓｗＯＮ＝１を維持する。 

 

 本制御はＩＤ１＝０のＮＴ１には必須ではない。即ち論理上“０”固定でもよい。 

ＮＬｓｗＯＮ＝０はノーマル極性に対して直流的にオープンである状態を表す。 

 ＮＬｓｗＯＮ＝１はノーマル極性に対して、直流ループを閉成した状態を表す。 

 

Ｐｃｏｍ（Ｐｏｉｎｔ ｃｏｍｍｕｎ） 

  通信部接続状態 

 Ｐｃｏｍ＝１はＬＰＭがＬＴとの通信に対応できる状態にあることを指す。 
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Ｐｔｓｔ（Ｐｏｉｎｔ ｔｅｓｔ） 

  加入者線路試験部接続状態 

 

 Ｐｔｓｔ＝１はＬＰＭが加入者線路試験対応の状態にあることを指す。 

 

Ｐａｃｏｎ（Ｐｏｉｎｔ ａｃ ｏｎ）  

  ローカルパワー供給状態 

 

 Ｐａｃｏｎ＝１はＬＰＭがローカルパワーを利用している状態を指す。 

 

Ｐａｃｏｆｆ（Ｐｏｉｎｔ ａｃ ｏｆｆ） 

  ローカルパワー非供給状態 

 

 Ｐａｃｏｆｆ＝１はＬＰＭがローカルパワーを利用していない状態を指す。 

 

Ｔ０タイマ状態 

 

 前述のＣＲＤｃｏｍＯＮを“１”、にするか否かを決定するタイマである。ＬＰＭは本タイマ動作中に

受信している信号がＳＩＧ３からＳＩＧ１に遷移した場合、ＣＲＤｃｏｍＯＮ＝１とし、それ以外ではＣ

ＲＤｃｏｍＯＮ＝０である（ただし、ＬＰ２Ａ＝１受信時、Ｍｏｄｅ Ｒのとき、およびＴＬタイマ動作

時は除く）。 

本タイマのタイマ値は１５０ｍｓ±１０％とする。 

 

ＣＯＮＴＯＮ（ＣＯＮＴｒｏｌ ＯＮ） 

  Ｐｃｏｍ／Ｐｔｓｔ制御部状態 

 

 ＣＯＮＴＯＮ＝０はＰｃｏｍ及びＰｔｓｔの値を決定するための制御を行っていない状態を指す。この

とき恒等的にＰｃｏｍ＝１，Ｐｔｓｔ＝０である。 

 ＣＯＮＴＯＮ＝１はＰｃｏｍ及びＰｔｓｔの値を決定するための制御を行っている状態を指す。 

 

ＴＤタイマ状態 

 

 本タイマ動作中の間、ＬＰＭはＬＰＤＩ＝１を送信する。 

 本タイマのタイマ値は１００ｍｓ以下とする。 

 

ＴＬタイマ状態 

 

 本タイマ動作中の間、ＬＰＭはＣＮＬｃｏｍＯＮ＝１およびＣＲＤｃｏｍＯＮ＝１の双方、またはＣＲ

ＤｃｏｍＯＮ＝１のみを保持する。 

 本タイマのタイマ値は８００ｍｓ±１０％とする。 

 

10.10.7.3 ＬＰＭに対するイベントを表す記号 

 ＳＡＣＯＮ（Ｓｔａｔｅ ＡＣ ＯＮ） 
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  ローカルパワー状態 

 

 ローカルパワーオンのときＳＡＣＯＮ＝１、ローカルパワーオフのときＳＡＣＯＮ＝０である。 

 

ＮＲ００ｄｅｔ（Ｎｏｒｍａｌ Ｒｅｖｅｒｓｅ ００ ｄｅｔｅｃｔ） 

  ノーマル・リバース極性非検出状態 

 

 ＮＲ００ｄｅｔ＝１はＬＰＭがＳＩＧ１、ＳＩＧ３いずれの受信も認識していない状態を指す。 

 

ＮＶｃｏｍｄｅｔ（Ｎｏｒｍａｌ Ｖｏｌｔａｇｅ ｃｏｍｍｕｎ ｄｅｔｅｃｔ）  

  通信部接続時ノーマル極性検出状態 

 

 ＮＶｃｏｍｄｅｔ＝１はＬＰＭがＰｃｏｍ＝１の状態にある場合、ＳＩＧ１の受信を認識している状態

を指す。 

 

ＮＶｔｓｔｄｅｔ（Ｎｏｒｍａｌ Ｖｏｌｔａｇｅ ｔｅｓｔ ｄｅｔｅｃｔ） 

  加入者線路接続時ノーマル極性検出状態 

 

 ＮＶｔｓｔｄｅｔ＝１はＬＰＭがＰｔｓｔ＝１の状態にある場合、ＳＩＧ１の受信を認識している状態

を指す。 

 

ＲＶｃｏｍｄｅｔ（Ｒｅｖｅｒｓｅ Ｖｏｌｔａｇｅ ｃｏｍｍｕｎ ｄｅｔｅｃｔ） 

  通信部接続時リバース極性検出状態 

 

 ＲＶｃｏｍｄｅｔ＝１はＬＰＭがＰｃｏｍ＝１の状態にある場合、ＳＩＧ３の受信を認識している状態

を指す。 

 

ＲＬｔｓｔＴＯｄｅｔ（Ｒｅｖｅｒｓｅ Ｌｏｏｐ ｔｅｓｔ Ｔｉｍｅ Ｏｖｅｒ ｄｅｔｅｃｔ）  

  加入者線路試験部接続時リバース電流継続検出状態 

 

 ＲＬｔｓｔＴＯｄｅｔ＝１はＬＰＭがＰｔｓｔ＝１の状態にある場合、ＳＩＧ３の受信を８～１０秒の

間継続して認識した状態を指す。 

 

ＭＤｓｗＯＮ（Ｍｏｄｅ ｓｗｉｔｃｈ ＯＮ） 

    モード切替制御 

 

  ＭＤｓｗＯＮ＝０でのＬＰＭモードをＭｏｄｅ  Ｌと呼び、ＭＤｓｗＯＮ＝１でのＬＰＭモードをＭｏ

ｄｅ  Ｒと呼ぶ。Ｍｏｄｅ  Ｌのとき、ＬＰＭは表１０－８または表１０－９のＬＰＭ状態０－１～３－

１に示される状態遷移を行う。Ｍｏｄｅ  Ｒのとき、ＬＰＭは表１０－８または表１０－９のＬＰ

Ｍ状態４－１に示される状態遷移を行う。



 

  

表１０－１／ＪＴ－Ｇ９６１ ＬＴ－ＮＴ１方向の信号のフレーム構成 
                             (ITU-T G.961)  

ＬＴ－ＮＴ１方向のＣＬチャネル 2B+D ＳＩＧｓ 方向 ﾌﾚｰﾑ 

OFS MFW AR DR AP H1,H2,
H3 

S CRC C1 C2 ﾁｬﾈﾙ 

ＳＩＧ  4 NT1 ← LT av. “0” “0” “0” “0” “0” “0,0,0” “0” “0” “0” “0” t.p. 
ＳＩＧ  6 

 
NT1 ← LT 

 
av. “1” av. (注 1) 

 
“0” 

 
“0” 

 
“0,0,0” 

 
inop. 
（注 2) 

av. 
 

“0” “0” 
 

inop. 
（注 2) 

ＳＩＧ  7 
 

NT1 ← LT 
 

av. 
 

“1” 
 

av. 
 

(注 1) 
 

“0” 
 

“1” 
 

“0,0,0” 
 

op. 
（注 2) 

av. 
 

“0” 
 

“0” 
 

op. 
 

ＳＩＧ  9 
 

NT1 ← LT 
 

av. 
 

“1” 
 

av. 
 

“0” 
 

“0” 
 

“0”/“1” “1,1,1” 
 

op. 
（注 2) 

av. 
 

“0” 
 

“0” 
 

op. 
 

ＳＩＧ 13 
（注 3) 

NT1 ← LT 
 

av. 
 

“1” 
 

av. 
 

“0” 
 

“1” 
 

“0” 
 

“0,0,0” 
 

inop. 
（注 2) 

av. 
 

“0” 
 

“0” 
 

inop. 
（注 2) 

ＳＩＧ 15 
（注 3) 

NT1 ← LT 
 

av. 
 

“1” 
 

av. 
 

“0” 
 

“0” 
 

“0” 
 

“0,0,0” 
 

inop. 
（注 2) 

av. 
 

“0” 
 

“0” 
 

inop. 
（注 2） 

    略号  av. : 有効,  t.p. : ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾊﾟﾀｰﾝ,  inop. : 無効情報,  op. : 有効情報 
    注 1   FE 1 受信時 AR=1 とし、FE 1 未受信時 AR=0 とする 
    注 2   V1 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ を通過した NT1 方向のﾃﾞｰﾀが無効な場合 
    注 3   本信号はﾈｯﾄﾜｰｸｵﾌﾟｼｮﾝ  

注 4   LT に具備されるﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 2 ﾀｲﾌﾟのｻﾎﾟｰﾄ機能を示す 
 

表１０－２／ＪＴ－Ｇ９６１ ＮＴ１－ＬＴ方向の信号のフレーム構成 
                              (ITU-T G.961)                    
 

ＮＴ１－ＬＴ方向のＣＬチャネル 2B+D ＳＩＧｓ 方向 ﾌﾚｰﾑ 

AI MFW T1,T2,T3 FEBE Q1,Q2,Q3,Q4 CRC TC1 TC2 ID1 ID2 ﾁｬﾈﾙ 

ＳＩＧ  5 NT1 → av. “0” “0” “0,0,0” “0” ｵｰﾙ “0” “0” “0” “0” “0” “0” t.p. 

ＳＩＧ  8 NT1 → av. “1” av. “0,0,0” av. ｵｰﾙ “1” av. “0” “0” “0”/“1” “0” ｵｰﾙ“1” 

ＳＩＧ 10 NT1 → av. “1” av. “1,1,1” av. op. av. “0” “0” “0”/“1” “0” op. 

ＳＩＧ 11 NT1 → av. “1” av. “0,0,0” av. op. av. “0” “0” “0”/“1” “0” op. 

ＳＩＧ 12 NT1 → av. “0” av. “1,1,1” av. ｵｰﾙ “1” av. “0” “0” “0”/“1” “0” ｵｰﾙ“1” 

ＳＩＧ 14 NT1 → av. “0” av. “0,0,0” av. ｵｰﾙ “1” av. “0” “0” “0”/“1” “0” ｵｰﾙ“1” 

        略号  av. : 有効,  t.p. : ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾊﾟﾀｰﾝ,  op. : 有効情報             
        注  NT1 に具備されるﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 2 のﾀｲﾌﾟを示す 

(注 4) 

(注) 

(注) 

(注) 

(注) 

(注) 

(注) 

(注) 

(注) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－
 
6
3 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｊ
Ｔ
－
Ｇ
９
６
１
 



 

 － 64 － ＪＴ－Ｇ９６１ 

表１０－３／ＪＴ－Ｇ９６１ 起動／停止手順に関する機能要素の定義 

            (ITU-T G.961) 

 

ＦＥｓ 方 向 定   義 

ＦＥ１   LT ← ET ラインシステムおよび参照点Ｔインタフェース起動要求 

ＦＥ２   LT → ET 起動開始表示 

ＦＥ３   LT → ET ラインシステム起動完了表示 

ＦＥ４   LT → ET Ｔインタフェースまたはループバック起動完了表示 

ＦＥ５   LT ← ET ラインシステムおよび参照点Ｔインタフェース停止要求 

ＦＥ６   LT → ET ラインシステムおよびＴインタフェース停止表示 

ＦＥ７   LT → ET フレーム同期はずれまたはラインシステム異常表示 

ＦＥ８   LT ← ET ループバック２起動要求 

ＦＥ９   LT ← ET ループバック１起動要求 

ＦＥ１２ 

 

  LT → ET 

 

Ｔインタフェースにおけるフレーム同期はずれ，またはＮＴ１のＴイン 

タフェースでのループバック信号フレーム同期はずれ 

ＦＥ１３ 

（注） 

  LT ← ET 

 

参照点Ｔに対するＩＮＦＯ４送信許可 

 

 

 

  注 表６－３／ＪＴ－Ｉ４３０の（注４）またはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６０の 5.3.1.4 節を参照 



 

 － 65 － ＪＴ－Ｇ９６１ 

 

TE LTNT1 ET

SIG 0,1

SIG 0, 2b

SIG 3,4

SIG 2a/2b（注1）

SIG 5

SIG 6

SIG 14

SIG 8

SIG 7

SIG 11

FE1

FE 2(注2)

FE 3

FE 4

FE 13

INFO 0

INFO 0

INFO 2

INFO 3

INFO 4

注1　NT1(ﾀｲﾌﾟA）、NT1(ﾀｲﾌﾟB）TLﾀｲﾏ動作時 SIG2a送信、 NT1(ﾀｲﾌﾟB）TLﾀｲﾏ停止時　SIG2b送信
注2　SIG2a受信時のみ送信される。

 
 

図１０－１０／ＪＴ－Ｇ９６１ 網側からの起動 
                                 （ITU-T G.961） 

TE LT(ﾀｲﾌﾟA)NT1 ET

SIG 0,1

SIG 0,2b

SIG 3,4

SIG 2a

SIG 5

SIG 6

SIG 14

SIG 8

SIG 7

SIG 11

FE 2

FE 3

FE 4

FE 13

INFO 0

INFO 0

INFO 2

INFO 3

INFO 4

INFO 1

FE 1( 注3)

SIG 3,4 （ 注4)

SIG 2b （ 注4)

SIG 1 （ 注4)

SIG 2a （ 注4)

T0ｽﾀｰﾄ
（注4）

T0停止
（注4）

注3　ネットワークオプション
注4　NT1(ﾀｲﾌﾟＢ）のみ

 
図１０－１１（A）／ＪＴ－Ｇ９６１ ＮＴ１とＬＴ（ﾀｲﾌﾟＡ）対向時のユーザ側からの起動 

           （ITU-T G.961） 
 



 

 － 66 － ＪＴ－Ｇ９６１ 

TE NT1 LT(ﾀｲﾌﾟB) ET

SIG 0,1

SIG 0,2b

SIG 3,4

SIG 2a

SIG 5

SIG 6
SIG 14

SIG 8

SIG 7

SIG 11

FE 2

FE 3

FE 4

FE 13

INFO 0

INFO 0

INFO 2

INFO 3

INFO 4

INFO 1

FE 1(注3)

SIG2a/2b（注5)T0ｽﾀｰﾄ
(注4)

T0終了
(注4)

注1　 NT1(ﾀｲﾌﾟA）、NT1(ﾀｲﾌﾟB）TLﾀｲﾏ動作時 SIG2a送信、 NT1(ﾀｲﾌﾟB）TLﾀｲﾏ停止時　SIG2b送信
注3　ネットワークオプション
注4　 NT1(ﾀｲﾌﾟB)のみ
注5　 NT1(ﾀｲﾌﾟA）SIG2a送信、 NT1(ﾀｲﾌﾟB）　SIG2b送信

SIG2a/2b（注1)

図１０－１１（B）／ＪＴ－Ｇ９６１ ＮＴ１とＬＴ（タイプＢ）対向時のユーザ側からの起動 
           （ITU-T G.961） 

TE LTNT1 ET

SIG 7

SIG 11

SIG 0,1

SIG 0,2b

SIG 0,1

FE 5

FE 6

INFO 4

INFO 3

T2ｽﾀｰﾄ

T2停止

INFO 0

INFO 0

TDｽﾀｰﾄ
(注4)

TD終了
(注4)

注4　 NT1(ﾀｲﾌﾟB)のみ

 
図１０－１２／ＪＴ－Ｇ９６１ 網側からの停止 

                                （ITU-T G.961） 
 



 

 － 67 － ＪＴ－Ｇ９６１ 

TE LTNT1 ET

SIG 0,1

SIG 0,2b

SIG 3,4

SIG 2a/2b（注1）

SIG 9(AP=0)

FE 8

FE 3

INFO 0

INFO 0

SIG 5

SIG 2a,12(ID1=0)

SIG 10(ID1=0)

FE 4

FE 2(注2)

注1　 NT1(ﾀｲﾌﾟA）、NT1(ﾀｲﾌﾟB）TLﾀｲﾏ動作時 SIG2a送信、 NT1(ﾀｲﾌﾟB）TLﾀｲﾏ停止時　SIG2b送信
注2　SIG2a受信時のみ送信される。

 
図１０－１３／ＪＴ－Ｇ９６１ 基本ループバック２の起動 

                            （ITU-T G.961） 

TE LTNT1 ET

SIG 0,1

SIG 0,2b

SIG 3,4

SIG 2a/2b（注1)

SIG 5

SIG 9(AP=1)

SIG 2a,12(ID1=1)

FE8

INFO 0

INFO 0

SIG 0,1

SIG 0,2a

SIG 9(AP=0)

SIG 2a,12(ID1=1)

FE 3

FE 4

SIG 10(ID1=1)

SIG 3,4

SIG 5

SIG 2aT0ｽﾀｰﾄ
（注4)

T0終了
（注4)

FE 2(注2)

注1　 NT1(ﾀｲﾌﾟA）、NT1(ﾀｲﾌﾟB）TLﾀｲﾏ動作時 SIG2a送信、
　　　NT1(ﾀｲﾌﾟB）TLﾀｲﾏ停止時　SIG2b送信 。
注2　SIG2a受信時のみ送信される。
注4　 NT1(ﾀｲﾌﾟB)のみ  

図１０－１４／ＪＴ－Ｇ９６１ 拡張ループバック２の起動 
                           （ITU-T G.961） 



 

 － 68 － ＪＴ－Ｇ９６１ 

TE LTNT1 ET

SIG 0,1

SIG 0,2b

SIG 3,4

SIG 2a/2b（注1）

SIG 9(AP=0)

FE 8

FE 3

INFO 0

INFO 0

SIG 5

SIG 2a,12(ID1=1)

SIG 10(ID1=1)

FE 4

FE 2 (注2)

注1　 NT1(ﾀｲﾌﾟA）、NT1(ﾀｲﾌﾟB）TLﾀｲﾏ動作時 SIG2a送信、 NT1(ﾀｲﾌﾟB）TLﾀｲﾏ停止時　SIG2b送信 。
注2　SIG2a受信時のみ送信される。

 
図１０－１５／ＪＴ－Ｇ９６１ 拡張ループバック２提供ＮＴ１と基本ループバック２提供ＬＴ対向時 

       （ITU-T G.961）           ループバック２の起動 
 

TE LTNT1 ET

SIG 0,1

SIG 0,2b

SIG 3,4

SIG 2a/2b（注1)

SIG 9(AP=1)

FE 8

FE 3

INFO 0

INFO 0

SIG 5

SIG 2a,12(ID1=0)

SIG 10(ID1=0)

FE 4

SIG 9(AP=0/1)

FE 2(注2)

注1　 NT1(ﾀｲﾌﾟA）、NT1(ﾀｲﾌﾟB）TLﾀｲﾏ動作時 SIG2a送信、 NT1(ﾀｲﾌﾟB）TLﾀｲﾏ停止時　SIG2b送信 。
注2　SIG2a受信時のみ送信される。

 
図１０－１６／ＪＴ－Ｇ９６１ 基本ループバック２提供ＮＴ１と拡張ループバック２提供ＬＴ対向時 

        （ITU-T G.961）          ループバック２の起動 



 

 － 69 － ＪＴ－Ｇ９６１ 

 

TE LTNT1(ﾀｲﾌﾟB)

SIG 0,0a

SIG 0,2b

SIG 1

SIG 0,2b

INFO 0

INFO 0
Tnr00
ｽﾀｰﾄ

Tnr00
終了

SIG 1またはSIG 3

加入者線路試験

加入者線路試験中（表10-8B参照）

 
 

図１０－１７／ＪＴ－Ｇ９６１  
加入者線路試験の起動 

 

 



 

  

表１０－４／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 ＮＴ１（タイプ A） 
                                                             (ITU-T G.961) 
 

状態番号 ＮＴ １．０ ＮＴ １．１ ＮＴ １．２ ＮＴ １．３ ＮＴ １．４ ＮＴ １．５ ＮＴ １．６ ＮＴ １．７ ＮＴ １．８ ＮＴ ２．１ ＮＴ ２．２ ＮＴ ２．３ 
 
 

 
停止 

伝送路起動 
 

            Ｔ点  起動 
 

Ｔ点起動確立 
 

停止制御 
 

ループバック２ 
起動 

ループバック２ ループバック２ 

状態名 
 
 

 
 
 

初期化開始 
 

 

初期化終了 
 

または 

NT1 側伝送路 
同期確立 

NT1 ← LT 

伝送路起動確立 
NT1 ← LT 
NT1 → LT 

Ｔ点同期確立 
 

TE ← NT1 

 
 
 

Ｔ点停止中 
 
 

伝送路停止中 
 
 

伝送路同期確立 
NT1 ← LT 
NT1 → LT 

起動確立 
 
 

停止中 
 
 

     Ｔ点起動初期化 TE → NT1       
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

    NT1 側 
    起動中 
 
 

または 
 
     LT側 
     起動中 

TE ← NT1 
または 

 NT1 T 点同期は 
 ずれ 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

ループバック２ 
起動初期化 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

     送信ＳＩＧ ＳＩＧ ２ｂ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ 

 ＳＩＧ  ０ ＳＩＧ  ０ ＳＩＧ  ０ ＳＩＧ  ５ ＳＩＧ １４ ＳＩＧ  ８ ＳＩＧ １１ ＳＩＧ  ８ ＳＩＧ １４ ＳＩＧ １２ ＳＩＧ １０ ＳＩＧ  ８ 
     送信 INFO ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ２ ＩＮＦＯ ２ ＩＮＦＯ ４ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ 

 事象   内部状態 Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ２ （注１） Ｇ３ Ｇ４ Ｇ４ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ 

 INFO 1  受信 ＮＴ １．１ － － － － ／ ／ － － － － － 
 ＳＩＧ    ３ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ － － － － － － － － － － 
 ＳＩＧ    ４ － － ＮＴ １．３ 

(注2) 
－ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ 

 ＮＴ１伝送路同期 
  NT1 ← LT 

／ 
 

／ 
 

ＮＴ １．３ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

 ＳＩＧ    ６ ／ ／ ／ ＮＴ １．４ － － ＮＴ １．５ ／ ／ | | | 
            (注 3)     (注 3)     (注4)     (注4)     (注4) 
 INFO 3  受信 ／ ／ ／ ／ ＮＴ １．５ － － － － ／ ／ ／ 
 ＳＩＧ    ７ ／ ／ ／ ／ － ＮＴ  １．６ － | | | | | 
            (注 3)     (注 3)     (注4)     (注4)     (注4) 
 ＳＩＧ    １ － － ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ 
 ＳＩＧ  １３ ／ ／ ／ ＮＴ １．８ ＮＴ １．８ ＮＴ １．７ ＮＴ １．７ － － | | | 
              (注5)     (注5)     (注5) 
 ＳＩＧ    ９ ／ ／ ／ ＮＴ ２．１ | | | | | － － ＮＴ ２．１ 
         (注6)      (注6)     (注6)     (注6)     (注6)    
 ＮＴ１ ﾙｰプバｯｸ  
 ２ 起動確立 (注 7) 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

ＮＴ ２．２ 
 

－ 
 

／ 
 

 ＳＩＧ  １５ ／ ／ ／ | | | | | － ＮＴ １．８ ＮＴ ２．３ － 
 ＮＴ１ ﾙｰプバｯｸ  
 ２ 停止 (注 8) 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

－ 
 

ＮＴ ２．１ 
 

ＮＴ １．８ 
 

 INFO 0  受信 
 

－ 
 

ＮＴ １．０ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

ＮＴ １．４ 
    (注 9) 

ＮＴ １．４ 
    (注 9) 

ＮＴ １．８ 
    (注 9) 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

 NT1 T点同期はず 
 れ   TE → NT1 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

－ 
 

ＮＴ １．４ 
 

ＮＴ １．４ 
 

ＮＴ １．８ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

 ＳＩＧ    ０ 
  (注10) 

－ － － ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ 

 NT1 伝送路 
 同期はずれ 

／ 
 

／ 
 

－ 
 

ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ 
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表１０－４／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 NT1（ﾀｲﾌﾟ A） 

                                                            (ITU-T G.961) 

（注意：表１０－４／ＪＴ－Ｇ９６１） 

   凡例：「／」；不可能なイベント 

      「｜」；レイヤサービスの定義により存在しない 

      「－」；状態変化なし 

 

   注１ Ｇ２からＧ３への状態遷移中の状態（ＪＴ－Ｉ４３０ 表６－３を参照のこと） 

   注２ この場合ＳＩＧ４受信は伝送路受信同期確立と同等の事象である 

   注３ 本受信信号のＡＲビットが“１”ならばＮＴ １．４に遷移し、“０”ならば本状態を保持する 

   注４ 本受信信号のＡＲビットが“１”ならばＮＴ １．４に遷移し、“０”ならばＳＩＧ １５を受信した場合と同様の状態に遷移する 

   注５ 本信号を受信した場合、ＳＩＧ １５を受信した場合と同様の状態に遷移する 

   注６ 本信号を受信した場合、ＮＴ ２．１の状態に遷移する 

   注７ NT1 がループバック信号に対してフレーム同期確立の状態 

   注８ NT1 がループバック信号に対してフレーム同期はずれの状態 

   注９ 実現上のオプションとして、本事象はＴ点同期外れと同等の動作に統合されるかもしれない 

   注 10 実現上のオプションとして、本事象はＬＴ－ＮＴ１間の伝送路同期外れと同等の動作に統合されるかもしれない 
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表１０－５／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 ＬＴ 
                                                                  (ITU-T G.961) 

 
状態番号 LT　1.0 LT　1.1 LT　1.2 LT　1.3 LT　1.4 LT　1.5 LT　1.6 LT　1.7a LT　1.7b LT　1.8a LT　1.8b

伝送路起動 T点起動 T点起動確立 停止中 T点同期はずれ　TE→NT1 伝送路障害時

停止 (ﾀｲﾏT1動作中） (ﾀｲﾏT1動作中） (ﾀｲﾏT1動作中） (ﾀｲﾏT1動作中）

  状態名 初期化終了 起動中 伝送路同期中 Ｔ点同期確立 (ﾀｲﾏT1停止) (ﾀｲﾏT2 LT　1.5 LT　1.5 伝送路 伝送路ｼｽﾃﾑ

NT1←LT TE←NT1 動作中) 状態移行前 状態移行後 同期はずれ 誤動作

NT1→LT TE→NT1

T点起動初期化

TE←NT1

      送信FE FE　6 FE　2 FE　3 FE　4 FE　4 FE　12 FE　12 FE　7 FE　7

事象  送信SIG SIG　 1 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 1 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 1

SIG　 0 SIG　 4 SIG　 4 SIG   6 SIG   6 SIG   7 SIG　 0 SIG　 6 SIG　 7 SIG　 4 SIG　 0

      内部状態 G1 G1 G1 G2 （注1） G3 G4 （注1） G2 G1 G1

FE　1 LT　1.1 － － － － － ｜ － － － －

SIG　2a　 LT　1.2 － － － － － － － － LT　1.2 LT 1.2

SIG　5 ／ LT　1.3 LT　1.3 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

（注2） （注2）

伝送路同期確立 ／ LT　1.3 LT　1.3 － － － － － － ／ ／

NT1→LT

SIG　8 ／ ／ ／ LT　1.4 － ／ － LT　1.4 ／ ／ ／

FE　13 ｜ ｜ ｜ ｜ LT　1.5 － －  LT　1.7b － － －

SIG　11 ／ ／ ／ ／ ／ － － ／ LT　1.5 ／ ／

FE　5 － LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6 － LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6

ﾀｲﾏT1終了 ／ － － － － － LT　1.0 － － － －

(注6)

ﾀｲﾏT2終了 ／ ／ ／ ／ ／ ／ LT　1.0 ／ ／ ／ ／

    (注3)

FE　8 LT　2.1 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

SIG　12 ／ ／ ／ ／ ／ ／ － ／ ／ ／ ／

SIG　10 ／ ／ ／ ／ ／ ／ － ／ ／ ／ ／

SIG　14 ／ ／ ／ － LT　1.7a LT　1.7b － － － ／ ／

SIG　0 － － － LT　1.8a LT　1.8a LT　1.8a － LT　1.8a LT　1.8a － －

(注3)

伝送路同期はずれ ／ ／ ／ LT　1.8a LT　1.8a LT　1.8a － LT　1.8a LT　1.8a － －

NT1→LT

SIG　2b ﾀｲﾌﾟA － － （注5） （注5） （注5） （注5） － （注5） （注5） （注5） －

ﾀｲﾌﾟB － － － － － － － － － － －
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表１０－５／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 ＬＴ（続き） 

                                                              (ITU-T G.961) 
 
状態番号 LT　2.1 LT　2.2 LT　2.3 LT　2.4 LT　2.5 LT　2.6 LT　2.7

伝送路起動 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2起動中 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 伝送路異常

(ﾀｲﾏT1動作中） (ﾀｲﾏT1動作中) 起動確立 異常 (ﾀｲﾏT1動作中）

  状態名 初期化終了 起動中 伝送路同期中 (ﾀｲﾏT1停止) (ﾀｲﾏT1動作中) 伝送路 伝送路

NT1←LT 同期はずれ ｼｽﾃﾑ誤動作

NT1→LT

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2

起動初期化

     送信FE FE　6 FE　2 FE　3 FE　4 FE　12 FE　7 FE　7

事象 送信SIG SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3

SIG   4 SIG　 4 SIG   9 SIG　 9 SIG   9 SIG　 4 SIG　 4

      内部状態 G1 G1 G1 G1 G1 G1 G1

FE　1 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

SIG　2a　 － － － － － － LT　2.2

SIG　5 LT　2.3 LT　2.3 ／ ／ ／ LT　2.3 ／

（注2） （注2） （注2）

伝送路同期確立 LT　2.3 LT　2.3 － － － LT　2.3 ／

NT1→LT

SIG　8 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

FE　13 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

SIG　11 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

FE　5 LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6

ﾀｲﾏT1終了 － － － － － － －
(注6)

ﾀｲﾏT2終了 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

(注3)

FE　8 － － － － － － －
SIG　12 ／ ／ － LT　2.5 － ／ ／

SIG　10 ／ ／ LT　2.4 － LT　2.4 ／ ／

SIG　14 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

SIG　0 － － LT　2.6 LT　2.6 LT　2.6 － －
（注4)

伝送路同期はずれ ／ ／ LT　2.6 LT　2.6 LT　2.6 － －
NT1→LT

SIG　2b ﾀｲﾌﾟA － 注7 注7 注7 注7 注7 －
ﾀｲﾌﾟB － － － － － － －  
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表１０－５／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 ＬＴ 
                                                                   (ITU-T G.961) 

 

   凡例：「／」；不可能なイベント 

      「｜」；レイヤサービスの定義により存在しない 

      「－」；状態変化なし 

 

  注１ Ｇ２からＧ３への状態遷移中の状態（ＪＴ－Ｉ４３０ 表６－３を参照のこと） 

   注２ この場合、ＳＩＧ５受信は伝送路受信同期確立と同等の事象である 

   注３ 実現上のオプションとして、タイマの終了はＥＴレイヤ１の追加ＦＥにより通知されるかもしれない 

   注４ 実現上のオプションとして、本事象はＬＴ－ＮＴ１間の伝送路同期外れと同等の動作に統合されるかもしれない 

   注５ 最終ＦＥ５受信後に、ＦＥ１が受信されているならば状態変化なしとし、そうでなければ１．８ｂに遷移する 

  注６ タイマＴ１はＥＴ側のタイマである。従って、タイマＴ１の起動、停止、満了はＥＴ側が行う 

  注７ 最終ＦＥ５受信後に、ＦＥ１が受信されているならば状態変化なしとし、そうでなければ２．７に遷移する 
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表１０－６／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 ＮＴ１（タイプ A）（専用線の場合） 
 

状態番号 ＮＴ １．０ ＮＴ １．１ ＮＴ １．２ ＮＴ １．３ ＮＴ １．４ ＮＴ １．５ ＮＴ １．６ ＮＴ １．７ ＮＴ １．８ ＮＴ ２．１ ＮＴ ２．２ ＮＴ ２．３ 
 
 

 
停止 

伝送路起動 
 

            Ｔ点  起動 
 

Ｔ点起動確立 
 

停止制御 
 

ループバック２ 
起動 

ループバック２ ループバック２ 

状態名 
 
 

 
 
 

初期化開始 
 

 

初期化終了 
 

または 

NT1 側伝送路 
同期確立 

NT1 ← LT 

Ｔ点同期確立 
 

TE ← NT1 

 
 
 

Ｔ点停止中 
 
 

伝送路停止中 
 
 

伝送路同期確立 
NT1 ← LT 
NT1 → LT 

起動確立 
 
 

停止中 
 
 

     

伝送路起動確立 
NT1 ← LT 
NT1 → LT 
Ｔ点起動初期化 TE → NT1       

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

    NT1 側 
    起動中 
 
 

または 
 
     LT側 
     起動中 

TE ← NT1 
または 

 NT1 T 点同期は 
 ずれ 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

ループバック２ 
起動初期化 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

    送信 ＳＩＧ ＳＩＧ ２ｂ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ ＳＩＧ ２ａ 

 ＳＩＧ  ０ ＳＩＧ  ０ ＳＩＧ  ０ ＳＩＧ  ５ ＳＩＧ １４ ＳＩＧ  ８ ＳＩＧ １１ ＳＩＧ  ８ ＳＩＧ １４ ＳＩＧ １２ ＳＩＧ １０ ＳＩＧ  ８ 
     送信 INFO ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ２ ＩＮＦＯ ２ ＩＮＦＯ ４ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ 

 事象   内部状態 Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ２ （注１） Ｇ３ Ｇ４ Ｇ４ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ 

 INFO 1  受信 ＮＴ １．１ － － － － ／ ／ － － － － － 
 ＳＩＧ    ３ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ － － － － － － － － － － 
 ＳＩＧ    ４ － － ＮＴ １．３ 

(注2) 
－ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ 

 ＮＴ１伝送路同期 
  NT1 ← LT 

／ 
 

／ 
 

ＮＴ １．３ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

 ＳＩＧ    ６ ／ ／ ／ ＮＴ １．４ － － ＮＴ １．５ ／ ／ | | | 
            (注 3)     (注 3)     (注4)     (注4)     (注4) 
 INFO 3  受信 ／ ／ ／ ／ ＮＴ １．５ － － － － ／ ／ ／ 
 ＳＩＧ    ７ ／ ／ ／ ／ － ＮＴ １．６ － | | | | | 
            (注 3)     (注 3)     (注4)     (注4)     (注4) 
 ＳＩＧ    １ － － ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ 
 ＳＩＧ  １３ ／ ／ ／ ＮＴ １．８ ＮＴ １．８ ＮＴ １．７ ＮＴ １．７ － － | | | 
              (注5)     (注5)     (注5) 
 ＳＩＧ    ９ ／ ／ ／ ＮＴ ２．１ | | | | | － － ＮＴ ２．１ 
         (注6)      (注6)     (注6)     (注6)     (注6)    
 ＮＴ１ ﾙｰプバｯｸ 
 ２ 起動確立 (注 7) 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

ＮＴ ２．２ 
 

－ 
 

／ 
 

 ＳＩＧ  １５ ／ ／ ／ | | | | | － ＮＴ １．８ ＮＴ ２．３ － 
 ＮＴ１ ﾙｰプバｯｸ 
 ２ 停止 (注 8) 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

－ 
 

ＮＴ ２．１ 
 

ＮＴ １．８ 
 

 INFO 0  受信 
 

－ 
 

ＮＴ １．０ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

ＮＴ １．４ 
    (注 9) 

ＮＴ １．４ 
    (注 9) 

ＮＴ １．８ 
    (注 9) 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

 NT1 T点同期はず 
 れ  TE → NT1 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

／ 
 

－ 
 

ＮＴ １．４ 
 

ＮＴ １．４ 
 

ＮＴ １．８ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

 ＳＩＧ    ０ 
 (注10) 

－ － － ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ 

 NT1 伝送路 
 同期はずれ 

／ 
 

／ 
 

－ 
 

ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ 
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表１０－６／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 NT1（ﾀｲﾌﾟ A）（専用線の場合） 

 

            適用されない 

 

（注意：表１０－６／ＪＴ－Ｇ９６１） 

  凡例 ：「／」；不可能なイベント 

 「｜」；レイヤサービスの定義により存在しない 

 「－」；状態変化なし 

 

  注１ Ｇ２からＧ３への状態遷移中の状態（ＪＴ－Ｉ４３０ 表６－３を参照のこと） 

  注２ この場合ＳＩＧ ４受信は伝送路受信同期確立と同等の事象である 

  注３ 本受信信号のＡＲビットが“１”ならばＮＴ １．４に遷移し、“０”ならば本状態を保持する 

  注４ 本受信信号のＡＲビットが“１”ならばＮＴ １．４に遷移し、“０”ならばＳＩＧ １５を受信した場合と同様の状態に遷移する 

  注５ 本信号を受信した場合、ＳＩＧ １５を受信した場合と同様の状態に遷移する 

  注６ 本信号を受信した場合、ＮＴ ２．１の状態に遷移する 

  注７ NT1 がループバック信号に対してフレーム同期確立の状態 

  注８ NT1 がループバック信号に対してフレーム同期はずれの状態 

  注９ 実現上のオプションとして、本事象はＴ点同期外れと同等の動作に統合されるかもしれない 

  注 10 実現上のオプションとして、本事象はＬＴ－ＮＴ１間の伝送路同期外れと同等の動作に統合されるかもしれない 
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表１０－７／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 ＬＴ（専用線の場合） 
 

 

       状態番号 LT　1.0 LT　1.1 LT　1.2 LT　1.3 LT　1.4 LT　1.5 LT　1.6 LT　1.7a LT　1.7b LT　1.8a LT　1.8b
伝送路起動 T点起動 T点起動確立 停止中 T点同期はずれ　TE→NT1 伝送路障害時

停止 (ﾀｲﾏT1動作中） (ﾀｲﾏT1動作中） (ﾀｲﾏT1動作中） (ﾀｲﾏT1動作中）
       状態名 初期化終了 起動中 伝送路同期中 Ｔ点同期確立 (ﾀｲﾏT1停止) (ﾀｲﾏT2動作中) LT　1.5 LT　1.5 伝送路 伝送路ｼｽﾃﾑ

NT1←LT TE←NT1 状態移行前 状態移行後 同期はずれ 誤動作

NT1→LT TE→NT1

T点起動初期化

TE←NT1
       送信FE FE　6 FE　7（注6） FE　3 FE　4 FE　4 FE　12 FE　12 FE　7 FE　7

       送信SIG SIG　 1 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3（注6） SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 1
SIG   0 SIG   4 SIG   4 SIG　 6 SIG　  6 SIG　 7 SIG　13（注6） SIG　 6 SIG　 7 SIG　 4 SIG　 0

事象  内部状態 G1 G1 G1 G2 （注1） G3 G4 （注1） G2 G1 G1

FE　1 LT　1.1 － － － － － ｜ － － － －
SIG　2a　 LT　1.2 － － － － － － － － LT　1.2 LT 1.2
SIG　5 ／ LT　1.3 LT　1.3 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

（注2) （注2）
伝送路同期確立 ／ LT　1.3 LT　1.3 － － － － － － ／ ／
NT1→LT

SIG　8 ／ ／ ／ LT　1.4 － ／ － LT　1.4 ／ ／ ／
FE　13 ｜ ｜ ｜ ｜ LT　1.5 － －  LT　1.7b － － －
SIG　11 ／ ／ ／ ／ ／ － － ／ LT　1.5 ／ ／
LT上位装置異常 － LT　1.6 　－（注6）　 LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6 － LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6

（注６）

ﾀｲﾏT1満了 ／ － － － － － LT　1.3 － － － －
（注８） （注6）

LT上位装置異常 ／ ／ ／ ／ ／ ／ LT　1.3 ／ ／ ／ ／
復旧（注６） （注6）

FE　8 LT　2.1 ｜ ｜ LT　2.3 LT　2.3 LT　2.3 ｜ LT　2.3 LT　2.3 ｜ ｜

     （注6） （注6） （注6） （注6） （注6）
SIG　12 ／ ／ ／ ／ ／ ／ － ／ ／ ／ ／
SIG　10 ／ ／ ／ ／ ／ ／ － ／ ／ ／ ／

SIG　14 ／ ／ ／ － LT　1.7a LT　1.7b － － － ／ ／
SIG　0 － － － LT　1.2 LT　1.2 LT　1.2 － LT　1.2 LT　1.2 － －

(注3)      （注6） （注6） （注6） （注6） （注6）

伝送路同期はずれ ／ ／ ／ LT　1.2 LT　1.2 LT　1.2 － LT　1.2 LT　1.2 － －
NT1→LT      （注6） （注6） （注6） （注6） （注6）

SIG　2b ﾀｲﾌﾟA － － （注5） （注5） （注5） （注5） － （注5） （注5） （注5） －
ﾀｲﾌﾟB － － － － － － － － － － －

：適用されない
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表１０－７／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移 ＬＴ（専用線の場合）（続き） 

 
      状態番号 LT　2.1 LT　2.2 LT　2.3 LT　2.4 LT　2.5 LT　2.6 LT　2.7

伝送路起動 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2起動中 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 伝送路異常
(ﾀｲﾏT1動作中） (ﾀｲﾏT1動作中) 起動確立 異常 (ﾀｲﾏT1動作中）

      状態名 初期化終了 起動中 伝送路同期中 (ﾀｲﾏT1停止) (ﾀｲﾏT1動作中) 伝送路 伝送路
NT1←LT 同期はずれ ｼｽﾃﾑ誤動作
NT1→LT

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2
起動初期化

      送信FE FE　6 FE　2 FE　3 FE　4 FE　12 FE　7 FE　7
      送信SIG SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3 SIG　 3

SIG　 4 SIG　 4 SIG　 9 SIG　 9 SIG   9 SIG　 4 SIG　 4
事象  内部状態 G1 G1 G1 G1 G1 G1 G1
FE　1 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
SIG　2a　 － － － － － － LT　2.2
SIG　5 LT　2.3 LT　2.3 ／ ／ ／ LT　2.3 ／

（注2） （注2） （注2）
伝送路同期確立 LT　2.3 LT　2.3 － － － LT　2.3 ／
NT1→LT
SIG　8 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
FE　13 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
SIG　11 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
LT上位装置異常 LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6 LT　1.6

（注６）
ﾀｲﾏT1満了 － － － － － － －

（注８）
LT上位装置異常 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
復旧（注６）
FE　8解除（注6） － － LT　1.3 LT　1.3 LT　1.3 － －

（注6） （注6） （注6）
SIG　12 ／ ／ － LT　2.5 － ／ ／
SIG　10 ／ ／ LT　2.4 － LT　2.4 ／ ／
SIG　14 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
SIG　0 － － LT　1.2 LT　1.2 LT　1.2 － －

（注4) （注6） （注6） （注6）
伝送路同期はずれ ／ ／ LT　1.2 LT　1.2 LT　1.2 － －
NT1→LT （注6） （注6） （注6）
SIG　2b ﾀｲﾌﾟA － 注7 注7 注7 注7 注7 －

ﾀｲﾌﾟB － － － － － － －

：適用されない
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表１０－７／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 ＬＴ（専用線の場合） 

 
 

(注意：表１０－７／ＪＴ－Ｇ９６１） 

   凡例：「／」；不可能なイベント 

     「｜」；レイヤサービスの定義により存在しない 

     「－」；状態変化なし 

 

  注１ Ｇ２からＧ３への状態遷移中の状態（ＪＴ－Ｉ４３０ 表６－３を参照のこと） 

   注２ この場合、ＳＩＧ５受信は伝送路受信同期確立と同等の事象である 

   注３ 実現上のオプションとして、タイマの終了はＥＴレイヤ１の追加ＦＥにより通知されるかもしれない 

   注４ 実現上のオプションとして、本事象はＬＴ－ＮＴ１間の伝送路同期外れと同等の動作に統合されるかもしれない 

   注５ 最終ＦＥ５受信後に、ＦＥ１が受信されているならば状態変化なしとし、そうでなければ１．８ｂに遷移する 

   注６ 表１０－５／ＪＴ－Ｇ９６１と異なる動作または状態遷移 

注７ 最終ＦＥ５受信後に、ＦＥ１が受信されているならば状態変化なしとし、そうでなければ２．７に遷移する 

  注８ タイマＴ１はＥＴ側のタイマである。従って、タイマＴ１の起動、停止、満了はＥＴ側が行う 
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表１０－８／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 ＮＴ1（ﾀｲﾌﾟ B） 

 
 

 
 

LPM状態 0-0 0-1 1-1 1-2 1-3 1-4a 1-4b

注19 ﾊﾟﾜｰｵﾝﾘｾｯﾄ直後 停止 発信開始 LT識別開始 通信/ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2識別中 通信中
加入者線極性未検出 LTﾀｲﾌﾟB 対向 LTﾀｲﾌﾟB 対向

Pcom／Ptst制御 CONTON / 0 1 1 1 1 1
発信SW CNLcomON / 0 0 1 1 1 1

ダミー抵抗 CRDcomON / 0 0 0 0 1 0

ﾉｰﾏﾙ直流ﾙｰﾌﾟｽｲｯﾁ NLswON / 0 0 0 0 0 0
通信部への接続 Pcom ON ON ON ON ON ON ON

加入者線路試験部への接続 Ptst OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF
ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾝ Pacon OFF ON ON ON ON ON ON
ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ Pacoff ON OFF OFF OFF OFF OFF OFF

INFO1検出部ﾘｾｯﾄ LPDI / 0 0 0 0 0 0
U点入出力部起動 UAR / 0 0 0 0 1 1

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾝ SACON=1 0-1 － － － － － －
ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ SACON=0 － 0-0 0-0　注14 0-0　注14 表Ａ参照 表Ａ参照 表Ａ参照
ModeR MDswON=1 / 4-1 4-1 4-1 4-1 4-1 4-1

ModeL MDswON=0 / － － － － － －
発信要求 LPAR=1 / － 1-2 － － － －

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2試験要求 LP2A=1 / / / / / 5-1 5-1
TL開始 TL開始

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2試験要求停止 LP2A=0 / － － － － － －

ノーマル極性検出（SIG1） NVcomdet=1 / 1-1 － － 1-5 1-7 1-7
通信部 RVcomdet=0 T0停止 TD開始 TD開始

リバース極性検出（SIG3） NVcomdet=0 / 2-1a 2-1a 1-3 － 表Ａ参照 表Ａ参照
通信部 RVcomdet=1 TL開始 TL開始 T0開始
ノーマル極性検出（SIG1） NVtstdet=1 / / / / / / /

加入者線路試験部 RLtstTOdet=0
リバース電流検出（SIG3）注11 NVtstdet=0 / / / / / / /
加入者線路試験部 RLtstTOdet=1

ノーマル・リバース非検出（SIG0a）注12 NVcomdet=0 / － 3-1 3-1 3-1 3-1 3-1
通信部 RVcomdet=0 注13 注13 注13 注13 注13

ノーマル・リバース非検出（SIG0a）注12 NVtstdet=0 / － － － － － －
加入者線路試験部 RLtstTOdet=0
RDcom制御用タイマ T0終了 / / / / 1-4a / /

TL開始
INFO1検出部ﾘｾｯﾄタイマ TD終了 / / / / / / /

ループ電流保持タイマ TL終了 / / / / / 1-4b /
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表１０－８／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 ＮＴ1（ﾀｲﾌﾟ B）（続き） 

 
 

LPM状態 1-5 1-6 1-7 2-1a 2-1b 2-2a 2-2b
ﾀﾞﾐー抵抗接続 通信中 発信SW-OFF 通信/ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2識別中 通信中 通信/ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2識別中 通信中
LTﾀｲﾌﾟA対向認識 LTﾀｲﾌﾟA LPDI=1送出 着信 着信 着信 着信

Pcom／Ptst制御 CONTON 1 1 1 1 1 1 1
発信SW CNLcomON 1 1 0 0 0 1 1

ダミー抵抗 CRDcomON 1 1 0 1 0 1 0
ﾉｰﾏﾙ直流ﾙｰﾌﾟｽｲｯﾁ NLswON 0 0 0 0 0 0 0

通信部への接続 Pcom ON ON ON ON ON ON ON
加入者線路試験部への接続 Ptst OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾝ Pacon ON ON ON ON ON ON ON
ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ Pacoff OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF

INFO1検出部ﾘｾｯﾄ LPDI 0 0 1 0 0 0 0
U点入出力部起動 UAR 0 1 0 1 1 1 1

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾝ SACON=1 － － － － － － －
ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ SACON=0 0-0　注14 表Ａ参照 0-0　注14 表A参照 表A参照 表Ａ参照 表Ａ参照
ModeR MDswON=1 4-1 4-1 4-1 4-1 4-1 4-1 4-1
ModeL MDswON=0 － － － － － － －
発信要求 LPAR=1 － － － 2-2a 2-2b － －
ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2試験要求 LP2A=1 / 5-1 / 5-1 5-1 5-1 5-1

TL開始 TL開始 TL開始 TL開始 TL開始
ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2試験要求停止 LP2A=0 － － － － － － －
ノーマル極性検出（SIG1） NVcomdet=1 － 1-7 － 1-1 1-1 1-7 1-7
通信部 RVcomdet=0 TD開始 TD開始 TD開始
リバース極性検出（SIG3） NVcomdet=0 1-6 表Ａ参照 | 表A参照 表A参照 表Ａ参照 表Ａ参照
通信部 RVcomdet=1
ノーマル極性検出（SIG1） NVtstdet=1 / / / / / / /
加入者線路試験部 RLtstTOdet=0
リバース電流検出（SIG3）注11 NVtstdet=0 / / / / / / /
加入者線路試験部 RLtstTOdet=1
ノーマル・リバース非検出（SIG0a）注12 NVcomdet=0 3-1 3-1 3-1 3-1 3-1 3-1 3-1
通信部 RVcomdet=0 注13 注13 注13 注13 注13 注13 注13
ノーマル・リバース非検出（SIG0a）注12 NVtstdet=0 － － － － － － －
加入者線路試験部 RLtstTOdet=0
RDcom制御用タイマ T0終了 / / / / / / /
INFO1検出部ﾘｾｯﾄタイマ TD終了 / / 1-1 / / / /
ループ電流保持タイマ TL終了 / / / 2-1b / 2-2b /
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表１０－８／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 ＮＴ1（ﾀｲﾌﾟ B）（続き） 

 
 

LPM状態 3-1 4-1 5-1 5-2 5-3 5-4

加入者線路試験中 ModeR状態 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2試験 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2

開始または試験中 発信準備中 再起動中 試験中

Pcom／Ptst制御 CONTON 1 0 1 1 1 1

発信SW CNLcomON 0 0 1 1 1 1

ダミー抵抗 CRDcomON 0 1 1 1 1 1

ﾉｰﾏﾙ直流ﾙｰﾌﾟｽｲｯﾁ NLswON 0 0/1(注27) 0 0 0 0
通信部への接続 Pcom OFF ON ON ON ON ON

加入者線路試験部への接続 Ptst ON OFF OFF OFF OFF OFF

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾝ Pacon ON ON ON ON ON ON

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ Pacoff OFF OFF OFF OFF OFF OFF

INFO1検出部ﾘｾｯﾄ LPDI 0 0 0 0 0 0

U点入出力部起動 UAR 0 1 1 0 1 1
ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾝ SACON=1 － － － － － －

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ SACON=0 表Ｂ参照 表Ａ参照 表Ａ参照 表Ａ参照 表Ａ参照 表Ａ参照

ModeR MDswON=1 4-1 表Ａ参照 4-1 4-1 4-1 4-1

ModeL MDswON=0 － 0-1 － － － －

発信要求 LPAR=1 － － － － － －

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2試験要求 LP2A=1 － － － / 5-4 －

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2試験要求停止 LP2A=0 － － － － － 2-2b

ノーマル極性検出（SIG1） NVcomdet=1 / － 5-2 － 1-7 1-7

通信部 RVcomdet=0 注17 TL停止 TL停止

リバース極性検出（SIG3） NVcomdet=0 / 表Ａ参照 表Ａ参照 5-3 表Ａ参照 表Ａ参照

通信部 RVcomdet=1 TL停止後ｽﾀｰﾄ
ノーマル極性検出（SIG1） NVtstdet=1 0-1 / / / / /

加入者線路試験部 RLtstTOdet=0

リバース電流検出（SIG3）注11 NVtstdet=0 0-1 / / / / /

加入者線路試験部 RLtstTOdet=1

ノーマル・リバース非検出（SIG0a）注12 NVcomdet=0 表Ｂ参照 － 5-2 － 3-1 3-1

通信部 RVcomdet=0 注21 注25 注13 注13

ノーマル・リバース非検出（SIG0a）注12 NVtstdet=0 / / / / /
加入者線路試験部 RLtstTOdet=0

RDcom制御用タイマ T0終了 / / / / / /

INFO1検出部ﾘｾｯﾄタイマ TD終了 / / / / / /

ループ電流保持タイマ TL終了 / / 5-4 1-7 2-2b /
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表１０－８Ａ／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 ＮＴ1（ﾀｲﾌﾟ B） 
表A（注22）
LPM状態 1-4a,b,1-6,2-1a,b,2-2a,b,4-1,5-1,5-3,5-4
状態番号 NT　3.2 NT　3.3 NT　3.4 NT　3.5 NT　3.6 NT　3.7 NT　3.8 NT 4.1 NT 4.2 NT 4.3

伝送路起動 T点起動 T点起動確立 停止制御 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2
起動

  状態名 初期化終了 NT1側伝送路 伝送路起動確立T点同期確立 T点停止中 伝送路停止中伝送路同期確立 起動確立 停止中
同期確立 NT1←LT NT1←LT

NT1→LT TE←NT1 NT1→LT
または NT1←LT T点起動初期化 TE→NT1

TE←NT1 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2
NT1側 または 起動初期化
起動中 または

LT側 NT1　T点同期
起動中 はずれ

事象 送信SIG LPM状態1-4a,b,2-1a,b,2-2a,b SIG　2a/2b SIG　2a/2b SIG　2a/2b SIG　2a/2b SIG　2a/2b SIG　2a/2b SIG　2a/2b SIG　2a SIG　2a SIG　2a/2b
       4-1,5-1,5-3,5-4 (注26) (注26) (注26) (注26) (注26) (注26) (注26) (注26)

LPM状態1-6 SIG　2a SIG　2a SIG　2a SIG　2a SIG　2a SIG　2a SIG　2a SIG　2a SIG　2a SIG　2a
SIG　  0 SIG　  5 SIG　14 SIG　  8 SIG　11 SIG　  8 SIG　14 SIG　12 SIG　10 SIG　  8

      送信INFO INFO　0 INFO　0 INFO　2 INFO　2 INFO　4 INFO　0 INFO　0 INFO　0 INFO　0 INFO　0
       内部状態 G1 G1 G2 （注1） G3 G4 G4 G1 G1 G1
        LPMを除く
INFO 1　受信 － － － ／ ／ － － － － －

注20 注20 注20 注20 注20
SIG　4 NT　3.3 － NT　3.3 NT　3.3 NT　3.3 NT　3.3 NT　3.3 NT　3.3 NT　3.3 NT　3.3

（注2）
NT1伝送路同期 NT　3.3 － － － － － － － － －
NT1←LT
SIG　6 ／ NT　3.4 － － NT　3.5 ／ ／ ｜ ｜ ｜

（注3） （注3） （注4） （注4） （注4）
INFO 3　受信 ／ ／ NT　3.5 注15 － － － － ／ ／ ／
SIG　7 ／ ／ － NT　3.6 － ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

（注3） （注3） （注4） （注4） （注4）
SIG　13 ／ NT　3.8 NT　3.8 NT　3.7 NT　3.7 － － ｜ ｜ ｜

（注5） （注5） （注5）
SIG　9 ／ NT 4.1 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ － － NT 4.1

（注6） （注6） （注6） （注6） （注6）
NT1 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ NT 4.2 － ／
ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2起動確立
（注7）
SIG　15 ／ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ － NT　3.8 NT 4.3 －

NT1 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ － NT 4.1 NT　3.8
ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2停止

（注8）
INFO 0　受信 － － － NT　3.4 NT　3.4 NT　3.8 － － － －

（注9） （注9） （注9）
 NT1 T点同期はずれ ／ ／ － NT　3.4 NT　3.4 NT　3.8 － － － －
TE→NT1
SIG　0（注10） － NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2
NT1　伝送路 － NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2
同期はずれ
ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ 注16 注16 注16 注16 注16 注16 注16 注16 注16 注16
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表１０－８Ｂ／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 ＮＴ1（ﾀｲﾌﾟ B） 

 
表B
LPM状態 3-1

状態番号 NT 5.1 NT 5.2

加入者線路試験中 加入者線路試験中

  状態名

事象 送信SIG SIG　2a SIG　2b

SIG　  0 SIG　  0
     送信INFO INFO　0 INFO　0

      内部状態 G1 G1

       LPMを除く

INFO 1　受信 － －

SIG　3 注23 NT 5.1
SIG　4 ／ ／

NT1伝送路同期 ／ ／

NT1←LT

SIG　6 ／ ／

INFO 3　受信 ／ ／

SIG　7 ／ ／

SIG　13 ／ ／

SIG　9 ／ ／

NT1 ／ ／

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2起動確立

（注7）
SIG　15 ／ ／

NT1 ／ ／

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2停止

（注8）

INFO 0　受信 － －

 NT1 T点同期はずれ － －

TE→NT1

SIG　0（注10） － －

SIG　0a NT 5.2 －
NT1　伝送路 ／ ／

同期はずれ

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ 注16 注18  
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表１０－８／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 NT１（ﾀｲﾌﾟ B） 

 
（注意：表１０－８／ＪＴ－Ｇ９６１、表１０－８Ａ／ＪＴ－Ｇ９６１、表１０－８Ｂ／ＪＴ－Ｇ９６１） 

  凡例：「／」；不可能なイベント 

     「｜」；レイヤサービスの定義により存在しない 

     「－」；状態変化なし 

  注1. G2 からから G3への状態遷移中の状態（JT-I430 表 6-3 を参照のこと） 

  注2. この場合 SIG4 受信は伝送路受信同期確立と同等の事象である 

  注3. 本受信信号のARビットが“1”ならば NT3.7,NT3.8 は NT3.4 に遷移し、“0”ならば本状態を保持する。 

  注4. 本受信信号のARビットが“1”ならば NT3.4 の状態に遷移し、“0”ならば SIG 15 を受信した場合と同等の状態に遷移する。ただし、LPM 状態は遷移しない 

  注5. 本信号を受信した場合、SIG15 を受信した場合と同等の状態に遷移する 

  注6. 本信号を受信した場合、NT4.1 の状態に遷移する。ただし、LPM 状態は遷移しない 

  注7. NT1 がループバック信号に対してフレーム同期確立の状態 

  注8. NT1 がループバック信号に対してフレーム同期はずれの状態 

  注9. 実現上のオプションとして、本事象はT点同期外れと同等の動作に統合されるかもしれない 

  注10. 実現上のオプションとして、本事象はLT-NT1 間の伝送路同期外れと同等の動作に統合されるかもしれない 

  注11. SIG3 が 8～10sec 継続した場合に限る 

  注12. SIG0a が 200msec 程度継続した場合に限る 

  注13. LPM 状態 3-1 の NT5.2 に遷移する 

  注14. LPM 状態 1-1,1-2,1-5,1-7 はﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌの場合、それぞれNT1.0,NT1.1,NT1.1,NT1.0 に遷移するか或いはﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ状態に遷移する 

  注15. LPM 状態が 2-1a,b の場合、 INFO3 受信時に LPM 状態はそれぞれ2-2a,b に遷移する場合がある 

  注16. 表 10.4 中の状態 NT1.0、NT1.*(*はﾊﾟﾜｰ断前の数値と同じ)またはﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ状態のいずれでも良い 

  注17. 表Ａ中の動作を行う機能を有する 

  注18. NT1.0 またはﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ状態に遷移する 

  注19. NT1（ﾀｲﾌﾟ A）に遷移する場合は表10-4 参照 

  注20. LPM 状態が 2-1a,b の場合、LPM 状態はそれぞれ2-2a,b に遷移する（1-4a,b,1-6,2-2a,b については LPM 状態は保持される） 

  注21. SIG0a を認識してもよいが、注12の判断を行う機能は有さないこと 

  注22. 本表中のﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌを除くイベントに対してLPM 状態は変化しない 

  注23. SIG3 が 8～10sec 継続した場合に限りLPM 状態 0-1 に遷移し、そうでない場合は状態を保持する 

  注24. NT1（ﾀｲﾌﾟ A）に遷移する場合は表10-6 参照 
  注25. LPM 状態 5-1 では LPM 状態 3-1 への遷移を禁止し、SIG0a を受信すればLPM 状態 5-2 に遷移する。 
  注26. LPM 状態 1-4a,2-1a,2-2a,4-1,5-3 のときのみ、SIG2a 送出が可能である。 
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  注27. LP2A(と MDswON の論理積)の論理に従う。ただし、NLswON=0→1となってから800ms±10%の間は、LP2A(と MDswON)の論理に関わらず、NLswON=1 を維持する。ID1=0 の  
            NT1 の場合、”0”固定でもよい。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－
 
8
6 －

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｊ
Ｔ
－
Ｇ
９
６
１
 



 

  

 

表１０－９／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 ＮＴ1（ﾀｲﾌﾟ B）（専用線の場合） 
 

 
LPM状態 0-0 0-1 1-1 1-2 1-3 1-4a 1-4b

注24 ﾊﾟﾜｰｵﾝﾘｾｯﾄ直後 停止 発信開始 LT識別開始 通信/ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2識別中 通信中
加入者線極性未検出 LTﾀｲﾌﾟB 対向 LTﾀｲﾌﾟB 対向

Pcom／Ptst制御 CONTON / 0 1 1 1 1 1
発信SW CNLcomON / 0 0 1 1 1 1

ダミー抵抗 CRDcomON / 0 0 0 0 1 0
ﾉｰﾏﾙ直流ﾙｰﾌﾟｽｲｯﾁ NLswON / 0 0 0 0 0 0

通信部への接続 Pcom ON ON ON ON ON ON ON
加入者線路試験部への接続 Ptst OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾝ Pacon OFF ON ON ON ON ON ON
ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ Pacoff ON OFF OFF OFF OFF OFF OFF

INFO1検出部ﾘｾｯﾄ LPDI / 0 0 0 0 0 0
U点入出力部起動 UAR / 0 0 0 0 1 1

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾝ SACON=1 0-1 － － － － － －
ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ SACON=0 － 0-0 0-0　注14 0-0　注14 表Ａ参照 表Ａ参照 表Ａ参照
ModeR MDswON=1 / 4-1 4-1 4-1 4-1 4-1 4-1
ModeL MDswON=0 / － － － － － －
発信要求 LPAR=1 / － 1-2 － － － －
ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2試験要求 LP2A=1 / / / / / 5-1 5-1

TL開始 TL開始
ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2試験要求停止 LP2A=0 / － － － － － －
ノーマル極性検出（SIG1） NVcomdet=1 / 1-1 － － 1-5 1-7 1-7
通信部 RVcomdet=0 T0停止 TD開始 TD開始
リバース極性検出（SIG3） NVcomdet=0 / 2-1a 2-1a 1-3 － 表Ａ参照 表Ａ参照
通信部 RVcomdet=1 TL開始 TL開始 T0開始
ノーマル極性検出（SIG1） NVtstdet=1 / / / / / / /
加入者線路試験部 RLtstTOdet=0
リバース電流検出（SIG3）注11 NVtstdet=0 / / / / / / /
加入者線路試験部 RLtstTOdet=1
ノーマル・リバース非検出（SIG0a）注12 NVcomdet=0 / － 3-1 3-1 3-1 3-1 3-1
通信部 RVcomdet=0 注13 注13 注13 注13 注13
ノーマル・リバース非検出（SIG0a）注12 NVtstdet=0 / － － － － － －
加入者線路試験部 RLtstTOdet=0
RDcom制御用タイマ T0終了 / / / / 1-4a / /

TL開始
INFO1検出部ﾘｾｯﾄタイマ TD終了 / / / / / / /
ループ電流保持タイマ TL終了 / / / / / 1-4b /

：適用されない

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－
 
8
7 －

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｊ
Ｔ
－
Ｇ
９
６
１
 



 

  

 
 

表１０－９／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 ＮＴ1（ﾀｲﾌﾟ B）（専用線の場合）（続き） 
 

 
LPM状態 1-5 1-6 1-7 2-1a 2-1b 2-2a 2-2b

ﾀﾞﾐー抵抗接続 通信中 発信SW-OFF 通信/ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2識別中 通信中 通信/ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2識別中 通信中
LTﾀｲﾌﾟA対向認識 LTﾀｲﾌﾟA LPDI=1送出 着信 着信 着信 着信

Pcom／Ptst制御 CONTON 1 1 1 1 1 1 1
発信SW CNLcomON 1 1 0 0 0 1 1

ダミー抵抗 CRDcomON 1 1 0 1 0 1 0
ﾉｰﾏﾙ直流ﾙｰﾌﾟｽｲｯﾁ NLswON 0 0 0 0 0 0 0

通信部への接続 Pcom ON ON ON ON ON ON ON
加入者線路試験部への接続 Ptst OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾝ Pacon ON ON ON ON ON ON ON
ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ Pacoff OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF

INFO1検出部ﾘｾｯﾄ LPDI 0 0 1 0 0 0 0
U点入出力部起動 UAR 0 1 0 1 1 1 1

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾝ SACON=1 － － － － － － －
ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ SACON=0 0-0　注14 表Ａ参照 0-0　注14 表A参照 表A参照 表Ａ参照 表Ａ参照

ModeR MDswON=1 4-1 4-1 4-1 4-1 4-1 4-1 4-1
ModeL MDswON=0 － － － － － － －

発信要求 LPAR=1 － － － 2-2a 2-2b － －
ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2試験要求 LP2A=1 / 5-1 / 5-1 5-1 5-1 5-1

TL開始 TL開始 TL開始 TL開始 TL開始
ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2試験要求停止 LP2A=0 － － － － － － －

ノーマル極性検出（SIG1） NVcomdet=1 － 1-7 － 1-1 1-1 1-7 1-7
通信部 RVcomdet=0 TD開始 TD開始 TD開始

リバース極性検出（SIG3） NVcomdet=0 1-6 表Ａ参照 | 表A参照 表A参照 表Ａ参照 表Ａ参照
通信部 RVcomdet=1

ノーマル極性検出（SIG1） NVtstdet=1 / / / / / / /
加入者線路試験部 RLtstTOdet=0

リバース電流検出（SIG3）注11 NVtstdet=0 / / / / / / /
加入者線路試験部 RLtstTOdet=1

ノーマル・リバース非検出（SIG0a）注12 NVcomdet=0 3-1 3-1 3-1 3-1 3-1 3-1 3-1
通信部 RVcomdet=0 注13 注13 注13 注13 注13 注13 注13

ノーマル・リバース非検出（SIG0a）注12 NVtstdet=0 － － － － － － －
加入者線路試験部 RLtstTOdet=0

RDcom制御用タイマ T0終了 / / / / / / /
INFO1検出部ﾘｾｯﾄタイマ TD終了 / / 1-1 / / / /

ループ電流保持タイマ TL終了 / / / 2-1b / 2-2b /

：適用されない
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表１０－９／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 ＮＴ1（ﾀｲﾌﾟ B）（専用線の場合）（続き） 

 
 

LPM状態 3-1 4-1 5-1 5-2 5-3 5-4

加入者線路試験中 ModeR状態 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2試験 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2

開始または試験中 発信準備中 再起動中 試験中

Pcom／Ptst制御 CONTON 1 0 1 1 1 1

発信SW CNLcomON 0 0 1 1 1 1

ダミー抵抗 CRDcomON 0 1 1 1 1 1

ﾉｰﾏﾙ直流ﾙｰﾌﾟｽｲｯﾁ NLswON 0 0/1(注27) 0 0 0 0
通信部への接続 Pcom OFF ON ON ON ON ON

加入者線路試験部への接続 Ptst ON OFF OFF OFF OFF OFF

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾝ Pacon ON ON ON ON ON ON

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ Pacoff OFF OFF OFF OFF OFF OFF

INFO1検出部ﾘｾｯﾄ LPDI 0 0 0 0 0 0

U点入出力部起動 UAR 0 1 1 0 1 1
ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾝ SACON=1 － － － － － －

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ SACON=0 表Ｂ参照 表Ａ参照 表Ａ参照 表Ａ参照 表Ａ参照 表Ａ参照

ModeR MDswON=1 4-1 表Ａ参照 4-1 4-1 4-1 4-1

ModeL MDswON=0 － 0-1 － － － －

発信要求 LPAR=1 － － － － － －

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2試験要求 LP2A=1 － － － / 5-4 －

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2試験要求停止 LP2A=0 － － － － － 2-2b

ノーマル極性検出（SIG1） NVcomdet=1 / － 5-2 － 1-7 1-7

通信部 RVcomdet=0 注17 TL停止 TL停止

リバース極性検出（SIG3） NVcomdet=0 / 表Ａ参照 表Ａ参照 5-3 表Ａ参照 表Ａ参照

通信部 RVcomdet=1 TL停止後ｽﾀｰﾄ
ノーマル極性検出（SIG1） NVtstdet=1 0-1 / / / / /

加入者線路試験部 RLtstTOdet=0

リバース電流検出（SIG3）注11 NVtstdet=0 0-1 / / / / /

加入者線路試験部 RLtstTOdet=1

ノーマル・リバース非検出（SIG0a）注12 NVcomdet=0 表Ｂ参照 － 5-2 － 3-1 3-1

通信部 RVcomdet=0 注21 注25 注13 注13

ノーマル・リバース非検出（SIG0a）注12 NVtstdet=0 / / / / /
加入者線路試験部 RLtstTOdet=0

RDcom制御用タイマ T0終了 / / / / / /

INFO1検出部ﾘｾｯﾄタイマ TD終了 / / / / / /

ループ電流保持タイマ TL終了 / / 5-4 1-7 2-2b /
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表１０－９Ａ／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 ＮＴ1（ﾀｲﾌﾟ B）（専用線の場合） 

 
 

 表A（注22）
LPM状態 1-4a,b,1-6,2-1a,b,2-2a,b,4-1,5-1,5-3,5-4
状態番号 NT　3.2 NT　3.3 NT　3.4 NT　3.5 NT　3.6 NT　3.7 NT　3.8 NT 4.1 NT 4.2 NT 4.3

伝送路起動 T点起動 T点起動確立 停止制御 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2
起動

状態名 初期化終了 NT1側伝送路伝送路起動確立T点同期確立 T点停止中 伝送路停止中伝送路同期確立 起動確立 停止中
同期確立 NT1←LT NT1←LT

NT1→LT TE←NT1 NT1→LT
または NT1←LT T点起動初期化 TE→NT1

TE←NT1 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2
NT1側 または 起動初期化
起動中 または

LT側 NT1　T点同期
起動中 はずれ

事象  送信SIG LPM状態1-4a,b,2-1a,b,2-2a,b SIG　2a/2b SIG　2a/2b SIG　2a/2b SIG　2a/2b SIG　2a/2b SIG　2a/2b SIG　2a/2b SIG　2a SIG　2a SIG　2a/2b
       4-1,5-1,5-3,5-4 (注26) (注26) (注26) (注26) (注26) (注26) (注26) (注26)
LPM状態1-6 SIG　2a SIG　2a SIG　2a SIG　2a SIG　2a SIG　2a SIG　2a SIG　2a SIG　2a SIG　2a

SIG　  0 SIG　  5 SIG　14 SIG　  8 SIG　11 SIG　  8 SIG　14 SIG　12 SIG　10 SIG　  8
送信INFO INFO　0 INFO　0 INFO　2 INFO　2 INFO　4 INFO　0 INFO　0 INFO　0 INFO　0 INFO　0
内部状態 G1 G1 G2 （注1） G3 G4 G4 G1 G1 G1
LPMを除く

INFO 1　受信 － － － ／ ／ － － － － －
注20 注20 注20 注20 注20

SIG　4 NT　3.3 － NT　3.3 NT　3.3 NT　3.3 NT　3.3 NT　3.3 NT　3.3 NT　3.3 NT　3.3
（注2）

NT1伝送路同期 NT　3.3 － － － － － － － － －
NT1←LT
SIG　6 ／ NT　3.4 － － NT　3.5 ／ ／ ｜ ｜ ｜

（注3） （注3） （注4） （注4） （注4）
INFO 3　受信 ／ ／ NT　3.5 注15 － － － － ／ ／ ／
SIG　7 ／ ／ － NT　3.6 － ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

（注3） （注3） （注4） （注4） （注4）
SIG　13 ／ NT　3.8 NT　3.8 NT　3.7 NT　3.7 － － ｜ ｜ ｜

（注5） （注5） （注5）
SIG　9 ／ NT 4.1 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ － － NT 4.1

（注6） （注6） （注6） （注6） （注6）
NT1 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ NT 4.2 － ／
ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2起動確立
（注7）
SIG　15 ／ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ － NT　3.8 NT 4.3 －
NT1 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ － NT 4.1 NT　3.8
ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2停止
（注8）
INFO 0　受信 － － － NT　3.4 NT　3.4 NT　3.8 － － － －

（注9） （注9） （注9）
 NT1 T点同期はずれ ／ ／ － NT　3.4 NT　3.4 NT　3.8 － － － －
TE→NT1
SIG　0（注10） － NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2
NT1　伝送路 － NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2 NT　3.2
同期はずれ
ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ 注16 注16 注16 注16 注16 注16 注16 注16 注16 注16

：適用されない
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表１０－９／ＪＴ－Ｇ９６１ 状態遷移表 NT１（ﾀｲﾌﾟ B）（専用線の場合） 
 

（注意：表１０－９／ＪＴ－Ｇ９６１、表１０－９Ａ／ＪＴ－Ｇ９６１） 

  凡例：「／」；不可能なイベント 

   「｜」；レイヤサービスの定義により存在しない 

   「－」；状態変化なし 

  注1. G2 からから G3への状態遷移中の状態（JT-I430 表 6-3 を参照のこと） 

  注2. この場合 SIG4 受信は伝送路受信同期確立と同等の事象である 

  注3. 本受信信号のARビットが“1”ならば NT3.7,NT3.8 は NT3.4 に遷移し、“0”ならば本状態を保持する 

  注4. 本受信信号のARビットが“1”ならば NT3.4 の状態に遷移し、“0”ならば SIG15 を受信した場合と同等の状態に遷移する。ただし、LPM 状態は遷移しない 

  注5. 本信号を受信した場合、SIG15 を受信した場合と同等の状態に遷移する 

  注6. 本信号を受信した場合、NT4.1 の状態に遷移する。ただし、LPM 状態は遷移しない 

  注7. NT1 がループバック信号に対してフレーム同期確立の状態 

  注8. NT1 がループバック信号に対してフレーム同期はずれの状態 

  注9. 実現上のオプションとして、本事象はT点同期外れと同等の動作に統合されるかもしれない 

  注10. 実現上のオプションとして、本事象はLT-NT1 間の伝送路同期外れと同等の動作に統合されるかもしれない 

  注11. SIG3 が 8～10sec 継続した場合に限る 

  注12. SIG0a が 200msec 程度継続した場合に限る 

  注13. LPM 状態 3-1 の NT5.2 に遷移する 

  注14. LPM 状態 1-1,1-2,1-5,1-7 はﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌの場合、それぞれNT1.0,NT1.1,NT1.1,NT1.0 に遷移するか或いはﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ状態に遷移する 

  注15. LPM 状態が 2-1a,b の場合、 INFO3 受信時に LPM 状態はそれぞれ2-2a,b に遷移する場合がある 

  注16. 表 10.4 中の状態 NT 1.0、NT 1*. (＊はﾊﾟﾜｰ断前の数値と同じ)またはﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ状態のいずれでも良い 

  注17. 表Ａ中の動作を行う機能を有する 

  注18. NT 1.0 またはﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ状態に遷移する 

  注19. NT 1（ﾀｲﾌﾟ A）に遷移する場合は表10-4 参照 

  注20. LPM 状態が 2-1a,b の場合、LPM 状態はそれぞれ2-2a,b に遷移する（1-4a,b,1-6,2-2a,b については LPM 状態は保持される） 

  注21. SIG0a を認識してもよいが、注12の判断を行う機能は有さないこと 

  注22. 本表中のﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌを除くイベントに対してLPM 状態は変化しない 

  注23. SIG3 が 8～10sec 継続した場合に限りLPM 状態 0-1 に遷移し、そうでない場合は状態を保持する 

  注24. NT1（ﾀｲﾌﾟ A）に遷移する場合は表10-6 参照 
  注25. LPM 状態 5-1 では LPM 状態 3-1 への遷移を禁止し、SIG0a を受信すればLPM 状態 5-2 に遷移する。 

  注26. LPM 状態 1-4a,2-1a,2-2a,4-1,5-3 のときのみ、SIG2a 送出が可能である。 
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  注27. LP2A(と MDswON の論理積)の論理に従う。ただし、NLswON=0→1となってから800ms±10%の間は、LP2A(と MDswON)の論理に関わらず、NLswON=1 を維持する。ID1=0 の 

NT1 の場合、”0”固定でもよい。 
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10.11 ジッタ 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０のジッタ要求使用の達成を保証するため、ＮＴ１で復元されるタイミング信

号クロックのジッタは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０の８．３節で与えられた制限を越えてはならない。 

ジッタ許容量は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０の制限が加入者伝送路上の伝送システムのジッタ限界によ

り維持されることが保証されるように規定される。以下で与えるジッタ制限は、それが伝送媒体の特性

（３章参照）でカバーされるものであるならば、加入者伝送路の長さにかかわらず満足されなければなら

ない。ジッタ制限はＢ、Ｄ及びＣＬチャネルのビットパターンにかかわらず満足されなければならない。 

ジッタは正常な３２０ｋｂｉｔ／ｓの信号のユニットインタバル（ＵＩ）内で規定される。 

 

10.11.1 ＮＴ１の入力ジッタ許容量 

 ＮＴ１は試験信号にのせた３Hz から８０kHz までの範囲内の単一周波数のジッタに対して図１０－１８

／ＪＴ－Ｇ９６１に示されている最大値のワンダ／ジッタの性能目標を満足しなければならない。ＮＴ１

はまた位相変化の最大速度が 1.0ＵＩ／hour となるところで一日につき 1.0ＵＩまでのワンダを許容すると

いう性能目標を満足すべきである。 

 

10.11.2 ＮＴ１の出力ジッタ制限 

 １０．１１．１節に記述したようなＮＴ１の入力信号に重畳されたワンダ／ジッタに対して、網方向へ

のＮＴ１の送信信号のジッタは９０Hz 以下で２０dB/decade のロールオフ特性を持つハイパスフィルタを

用いてジッタを測定したとき、０．０８３ＵＩp-p 以下でなければならない。 

 

10.11.3 ＬＴの入力信号ジッタ許容量 

 ＬＴは、１０．１１．２節で規定したＮＴ１出力信号ジッタの最大許容値に等しい入力信号ジッタを満

足に処理しなければならない。 

 

10.11.4 ＬＴの出力ジッタ制限 

 ＬＴ出力信号は、１０．１１．１節で規定したＮＴ１入力信号ジッタの許容量を越えてはならない。 

 

10.11.5 ジッタ測定の試験条件 

 ２線式の双方向伝送であることと、ひどい符号間干渉のため、信号の変化はＮＴ１の２線のポイントで

うまく定義できない。 

 

 ２つの可能な解答が提案されている。 

  (a) ＮＴ１の試験ポイントは妨害のない信号ジッタを測定するようにつくられる。 

  (b) 擬似加入者伝送路を含めた標準的なＬＴ送受信装置は試験機器として定義される。 
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図１０－１８／ＪＴ－Ｇ９６１ ＮＴ１入力信号上のジッタの最小許容偏差 

            (ITU-T G.961) 
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10.12 ＮＴ１とＬＴの送信部出力特性 

 以下の記述は１１０Ωの負荷インピーダンスに適用される。 

 

10.12.1 パルス振幅 

 最大パルスのゼロからピークまでの公称振幅値は６Ｖとし、許容偏差は＋２０％、－１０％とする。 

 

10.12.2 パルス波形 

 送信パルス波形は、振幅６Ｖ±１０％、幅１．５６μｓ±１０％の方形波を、６４０ｋＨｚ以下のロス

は０ｄＢ、６４０ｋＨｚ以上は１２ｄＢ／ｏｃｔａｖｅのロールオフ特性を持つローパスフィルタを使っ

て整形しなければならない。整形後のパルス波形は図１０－１９／ＪＴ－Ｇ９６１のパルスマスクに合致

しなければならない。 

 

10.12.3 信号電力 

 平均信号電力は１４．５dBm から１７．１dBm の間とする。 

 

10.12.4 電力スペクトル 

 電力スペクトル密度の上限は図１０－２０／ＪＴ－Ｇ９６１のテンプレート内とする。 

 

10.12.5 送信部信号の非線型性 

 正と負のパルス波高の間の偏差は５％未満とする。 

 

10.13 送信部／受信部の終端 

10.13.1 インピーダンス 

  (a)  ＮＴ１あるいはＬＴを見込んだ公称入力インピーダンスはそれぞれ１１０Ωとする。 

  (b)  ＮＴ１あるいはＬＴを見込んだ公称出力インピーダンスはそれぞれ、パルスを駆動するときは１

１０Ω以下とし、パルスを駆動しないときは１１０Ωとする。 

 

10.13.2 不整合減衰量 

 パルスを駆動しないときのインピーダンスの最小不整合減衰量は図１０－２１／ＪＴ－Ｇ９６１のテン

プレートに示されているものより大きいとする。
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図１０－１９／ＪＴ－Ｇ９６１ 送信部出力パルスマスク 

                (ITU-T G.961） 
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図１０－２０／ＪＴ－Ｇ９６１ 信号の電力スペクトル密度の上限 

             (ITU-T G.961) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０－２１／ＪＴ－Ｇ９６１ インピーダンスの最小不整合減衰量 

              (ITU-T G.961) 
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10.13.3 縦電流減衰量 

 最小縦電流減衰量は図１０－２２／ＪＴ－Ｇ９６１のテンプレートに示されているものより大きいとす

る。 

 

10.13.4 加入者線路試験時のＮＴ１入力インピーダンス 

 網からの加入者線路試験時に、直流１５Ｖ以下のノーマル極性の電圧がＮＴ１の加入者線端子間に印加

される。この時、ＮＴ１を見込んだ抵抗は１ＭΩ以上、容量は 1.0μＦ±0.2μＦとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０－２２／ＪＴ－Ｇ９６１ 最小縦電流減衰量 

                  (ITU-T G.961) 
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付属資料Ａ ＴＣＭ方式を用いたラインシステムの拡張機能および必要条件 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６１に対する） 

 

A.1 ＣＬチャネルによって提供されるオプショナルな機能 

 ＣＬチャネルによって扱われるオプショナルな機能の定義が以下に記述される。これらの定義は図１０

－３／ＪＴ－Ｇ９６１に定義されるマルチフレームのビット割当を基礎とする。 

 

A.1.1 オプショナルなループバック実施機能 

A.1.1.1 ループバック２１ 実施機能 

 この機能はＮＴ１に対し、個々のＢチャネルを網に向けてループバックすることを命ずる。個別Ｂチャ

ネルループバックはユーザに対するサービスを完全には停止することなく個別チャネルの保守機能を提供

する。このループバックはループバックされたＢチャネルに関して非透過である。ＮＴ１は参照点Ｔにお

けるインタフェースに向けて、ループバックされたＢチャネルのすべてのビットを“１”として送信する。 

 ループバック２１ はＬＴ－ＮＴ１方向に転送されるマルチフレームに割り当てられた符号語“Ｈ１，Ｈ

２，Ｈ３”を用いて網によって制御、実施される。 

 ループバック２１ の実施中表示はＮＴ１－ＬＴ方向に転送されるマルチフレームに割り当てられた符号

語“Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３”によって網に対して通知される。 

 ループバック２１ の実施要求、実施中表示を示す符号の値は表Ａ－１／ＪＴ－Ｇ９６１に示される。符

号語“Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３”はＮＴ１において検出された符号語“Ｈ１，Ｈ２，Ｈ３”と同じ値に設定され

るべきである。 

 

A.1.1.2 ループバックＣ実施機能 

 この機能はＮＴ１に対し、個々のＢチャネルをユーザに向けてループバックすることを命ずる。個別Ｂ

チャネルループバックはユーザに対するサービスを完全には停止することなく個別チャネルの保守機能を

提供する。ＮＴ１はＬＴに向けてループバックされたＢチャネルのすべてのビットをスクランブルの前の

段階で“１”として送信する。 

 ループバックＣはＬＴ－ＮＴ１方向に転送されるマルチフレームに割り当てられたＣ１およびＣ２ビッ

トを用いて網によって制御、実施される。ＮＴ１がＣ１＝“１”を検出したらＢ１チャネルループバックＣ

がＮＴ１で開始される。ＮＴ１がＣ２＝“１”を検出したらＢ２チャネルループバックＣがＮＴ１で開始さ

れる。 

 ループバックＣ実施中表示はＮＴ１－ＬＴ方向に転送されるマルチフレームに割り当てられたＴＣ１

ビットおよびＴＣ２ビットによって網に通知される。ＴＣ１ビットおよびＴＣ２ビットは検出されたＣ１、

Ｃ２ビットの応答として同じ値に設定されるべきである。 

 

A.1.1.3 オプショナルなループバックの制御、表示のためのＣＬチャネル転送モードの定義 

 ２つの可能な実現方法がオプションとして定義される。 

  (1)  符号語“Ｈ１，Ｈ２，Ｈ３”または“Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３”の符号値は１０．８．３．３節に定義

されるビットごとに検出・識別される値を用いて検出される。 

  (2)  符号値は同一のマルチフレーム上にならぶ３ビット（“Ｈ１，Ｈ２，Ｈ３”もしくは“Ｔ１，Ｔ

２，Ｔ３”）によって構成される語単位の値を用いて検出される。識別は３連続周期以上の同一の

語の値の検出によって確認される。 

    いずれの方法によっても送信モードは連続であり、制御・表示発出の継続期間は送信する制御、

発生する事象が認識される限り継続される。 
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A.1.2 Ｔインタフェースの予備ビットのオプショナルな転送機能 

 ＬＴ－ＮＴ１方向に転送されるマルチフレームの４番目のフレームのＳビットおよびＮＴ１－ＬＴ方向

に転送されるマルチフレームの１，３番目のフレームのＱ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４ビットは、Ｔ参照点のイ

ンタフェース上で定義される（ＮＴ１－ＬＥ方向での）予備ビットＳおよび（ＴＥ－ＮＴ１方向）でのＱ

１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４ビットの転送機能を提供する。 

 Ｔ参照点におけるインタフェース上でのＮＴ１－ＴＥ方向の予備ビット（Ｓビット）のビットレートは

４ｋｂｉｔ／ｓであるが、ラインシステムには１００ｂｉｔ／ｓの転送能力しかない。故にＴ参照点にお

けるインタフェース上では、ラインシステム上のＳビットによって伝達される同一のビットが４０回繰り

返される。 

 Ｔ参照点におけるインタフェース上でのＴＥ－ＮＴ１方向の予備ビット（Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４ビッ

ト）のビットレートは２００ｂｉｔ／ｓであるが、ラインシステムには１００ｂｉｔ／ｓの転送能力しか

ない。故にラインシステムにおいてはＴ参照点におけるインタフェース上の各Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４

ビットは１ビットおきに転送される。 
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表Ａ－１／ＪＴ－Ｇ９６１  “ H1, H2, H3 ”および“ T1, T2, T3 ”に割り当てられた符号および機能 

     (ITU-T G.961) 

 

 “H1, H2, H3” 機  能 

 

 

 

 

 

 

 

“０，０，１” 

“０，１，０” 

“０，１，１” 

“１，０，０” 

“１，０，１” 

“１，１，０” 

“１，１，１” 

D           チャネル  ループバック 2１実施      （注１） 

B２         チャネル  ループバック 2１実施 

B２および D チャネル  ループバック 2１実施      （注１） 

B１         チャネル  ループバック 2１実施 

B１および D チャネル  ループバック 2１実施      （注１） 

B１および B２チャネル  ループバック 2１実施      （注２） 

ループバック２実施                 ( 10.8.3.2 節 (7)参照 ) 

 “T1, T2, T3” 機  能 

 

 

 

 

 

 

 

“０，０，１” 

“０，１，０” 

“０，１，１” 

“１，０，０” 

“１，０，１” 

“１，１，０” 

“１，１，１” 

D           チャネル  ループバック 2１実施中表示 

B２         チャネル  ループバック 2１実施中表示 

B２および D チャネル  ループバック 2１実施中表示 

B１         チャネル  ループバック 2１実施中表示 

B１および D チャネル  ループバック 2１実施中表示 

B１および B２チャネル  ループバック 2１実施中表示 

ループバック２実施中表示           ( 10.8.3.2 節 (8)参照 ) 

 

注１ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６０３では定義されていない。ＥＴはこの機能をサポートしないかもしれない。 

注２ 使用は網のオプションである。 
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   付録Ⅰ：用 語 

 

英            語 ＴＴＣ標準用語 

bridged tap ブリッジタップ 

CL channel ＣＬチャネル 

digital local line ディジタルローカルライン 

digital transmission system ディジタル伝送システム 

ET(exchange termination) ＥＴ（回線接続） 

frame alignment フレーム同期 

intrasystem crosstalk システム間漏話 

LT(line termination) ＬＴ（伝送路終端） 

loading coil 装荷コイル 

multiframe マルチフレーム 

near-end crosstalk(NEXT) 近端漏話（ＮＥＸＴ） 

NT(network termination) ＮＴ（網終端） 

non-transparent loopback 非透過ループバック 

TE(terminal equipment) ＴＥ（端末装置） 

time compression multiplex ＴＣＭ時分割方向制御 

twisted-pair ツイストペア 

user-network interface ユーザ・網インタフェース 

V1 reference point 参照点  Ｖ１ 

 

 


	　　



